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日
本
語
学
論
説
資
料 

 
 

第
四
十
九
号
（
平
成
二
十
四
年
分
） 

 
 

 
 

収

録

論

文

一

覧

 

 

第
一
分
冊
（
国
語
学
一
般
・
国
語
史
・
文
字･

表
記
） 

 

一 

国
語
学
一
般 

 

桜
美
林
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科 

言
語 

南
米
在
住
の
日
系
児
童
生
徒
の
口
頭
言
語
能
力
調
査 

 

佐
々
木 

倫 

子 

1 

教
育
研
究 

二 
(

一
二･

三) 

―
日
本
語
語
彙
デ
ー
タ
を
中
心
に
― 

島 

田 

美 

幸 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

竹 

村 

徳 

倫 
 

金
沢
大
学
経
済
学
類 

論
文
集 

二
〇
一
一
年 

曖
昧
性
の
視
点
か
ら
日
本
語
の
特
徴
を
見
る 

―
曖
昧
さ 

孫 
 
 
 
 

羽 
*** 

度
社
会
言
語
学
演
習
研
究
論
集 

七 
 

の
下
位
分
類
を
踏
ま
え
て
― 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學
院
友
学
術
振
興
会 

新
國
學 

三 

青
年
期
に
お
け
る
荷
田
春
満
の
『
日
本
書
紀
』
研
究 

渡 

邉 
 
 

卓 

一 
(

一
一･

一
〇) 

―
東
丸
神
社
蔵
『
神
代
聞
書
』
翻
刻
を
通
し
て
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
二  

純
化
論
の
観
点
か
ら
見
た
近
代
国
語
観
の
変
遷 
―
柳
田 

大 

野 

眞 

男 

6 
(

一
一･

一
二) 

国
男
に
焦
点
を
当
て
て
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
二  

タ
イ
人
向
け
日
本
語
教
科
書
『
日
暹
會
話
便
覽
』
・ 
伊 

藤 

孝 

行 

12 
(

一
一･

一
二) 

N
IPPO

N
G
O

〔
日
・
泰
・
會
話
本
〕
に
つ
い
て 
 

 

國
學
院
大
學
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
研 

折
口
信
夫
の
「
日
本
紀
の
会
」
と
『
日
本
書
紀
』
研
究 

渡 
邉 

 
 

卓 

一
一 

究
紀
要 

三-

二 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

日
本
語
通
時
コ
ー
パ
ス
の
設
計
に
つ
い
て 

近 

藤 

泰 
弘 

19 

ビ
ュ
ー 

三-

二 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

実
践
国
文
学 

八
〇 

(

一
一･

一
〇) 

時
代
名
を
含
む
日
本
語
学
の
論
文
の
英
文
タ
イ
ト
ル
に
つ 

福 

嶋 

健 

伸 
23 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て 

─
日
本
語
学
の
成
果
を
海
外
に
発
信
す
る
た
め
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─ 
 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

日
本
語
史
は
ど
の
よ
う
に
可
能
か 

安 

田 

尚 

道 

一
七 

二
〇
〇 

(

一
一･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

国
語
史
研
究
の
可
能
性 

小 

野 

正 

弘 

二
二 

二
〇
〇 

(

一
一･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

古
典
語
研
究
の
問
題
点
と
展
開 

村 

山 

昌 

俊 

三
〇 

二
〇
一 

(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

危
う
さ
の
上
に
花
開
く
多
彩
さ 

神 

戸 

和 

昭 

三
二 

二
〇
一 

(

一
一･

一
一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 
 

｢

国
語
学(

古
典
語)｣

研
究
の
諸
相 

倉 

田 

靜 

佳 

三
四 

二
〇
一 

(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

長
沼
ス
ク
ー
ル 

日
本
語
教
育
研
究 

五
八 

 

長
沼
直
兄
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後 

―
激
動
の
時
代
を
貫 

河 

路 

由 

佳 

27 
(

一
二･

一
〇) 

い
た
言
語
教
育
者
と
し
て
の
信
念
を
考
え
る
― 

 
 

日
本
語
教
育
史
研
究
会 

日
本
語
教
育
史
論
考 

陸
奥
廣
吉
『
日
本
語
会
話
コ
ー
ス
』
の
考
察 

―
馬
場
辰 

金 

沢 

朱 

美 

40 
 

第
二
輯 

(

一
一･

六) 

猪
『
日
本
文
典
初
歩
』
と
の
比
較
を
中
心
に
― 
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二 

国
語
史 

 

愛
知
大
学
文
学
論
叢 
一
四
四 

(

一
一･

七) 

啓
蒙
思
想
と
「
国
語
」
辞
典(

そ
の
一) 

早 

川 
 
 

勇 

46 
 

愛
知
大
学
文
学
論
叢 
一
四
五 

(

一
二･

二) 

啓
蒙
思
想
と
「
国
語
」
辞
典(

そ
の
二) 

早 

川 
 
 

勇 

56 
 

愛
知
教
育
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室 

国
語
国 

廖
継
思
著
『
徳
聰
の
履
歴
書
』 

―
清
国
人
・
日
本
人
・ 

中 

田 

敏 

夫 

67 

文
学
報 

六
九 

(

一
一･

三) 

中
華
民
国
人
だ
っ
た
一
人
の
台
湾
人
の
履
歴
書
よ
り
― 

廖 
 
 

継 

思 
 

愛
知
教
育
大
学
大
学
院
国
語
研
究 

一
九 

 

『
国
語
教
育
誌
』
の
書
誌
と
記
載
内
容
概
要(

三) 

有 

働 
 
 

裕 

三
六 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

愛
知
県
立
大
学
説
林 

六
〇 

(

一
二･

三) 
特
集 :

 

天
草
版
平
家
物
語
―
原
拠
本
と
日
本
語
の
歴
史
― 

吉 

田 

永 

弘 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
家
物
語
と
日
本
語
史 

 
 

愛
知
県
立
大
学
説
林 

六
〇 

(

一
二･

三) 

特
集 :

 
天
草
版
平
家
物
語
―
原
拠
本
と
日
本
語
の
歴
史
― 

犬 

飼 
 
 

隆 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
草
版
平
家
物
語
と
平
家
正
節
のt

入
声 

 
 

愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
年
報 

五 

譜
本
と
し
て
の
『
平
家
正
節
』 

―
〈
日
本
語
ア
ク
セ
ン
ト 

上 

野 

和 

昭 

四
五 

(

一
二･

三) 

史
〉
か
ら
の
提
言
― 

 
 

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要 

人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
『
会
話
篇
』Part II 

訳
注
稿 

櫻 

井 

豪 

人 

80 

ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集 

一
二 

(

一
二･

三) 
(

６) 
 

 

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要 

人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ
ト
ウ
『
会
話
篇
』Part II 

訳
注
稿 

櫻 

井 

豪 

人 

87 

ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集 

一
三 

(

一
二･

九) 
(

７) 
 

 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要 

二
〇 

『
顕
浄
土
真
実
教
行
證
文
類
』(

坂
東
本)
の
特
徴
に
つ
い 

藤 

元 

雅 

文 

四
八 

〇
九(

平
成
二
一)

年
度
研
究
報
告 

二
八 

 

て
の
予
備
的
考
察 

―
専
修
寺
本
・
西
本
願
寺
本
と
の
比 

 
(

一
一･

三) 

較
を
通
し
て
― 

 
 

神
奈
川
大
学
人
文
学
会 

人
文
研
究 

一
七
六 

黒
野
義
文
『
露
和
通
俗
会
話
篇
』
に
つ
い
て 

小 

林 
 
 

潔 
*** 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

関
西
大
学
国
文
学
会 

国
文
学 

九
五 

 

戦
中
期
に
お
け
る
海
外
邦
字
新
聞
の
字
音
仮
名
遣
い 
井 

口 

佳 

重 

95 
(

一
一･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

岐
阜
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

二
〇
一
〇 

植
民
地
下
朝
鮮
か
ら
の
女
子
内
地
留
学
生(

Ⅰ) 

太 
田 
孝 

子 

106 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
六 

 

オ
ヤ
ン
グ
レ
ン
著
『
日
本
文
典
』(

そ
の
一) 

岡
本 

信
照
／
訳 

115 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
七 

 

オ
ヤ
ン
グ
レ
ン
著
『
日
本
文
典
』(

そ
の
二) 

岡
本 

信
照
／
訳 
126 

(

一
一･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

慶
應
義
塾
大
學
藝
文
學
會 

藝
文
研
究 

 

古
代
の
こ
と
ば 

─
踏
歌
詞
の
伝
統
と
変
化
─ 

藤 

原 

茂 

樹 

五
四 

一
〇
一-

一 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
戸
女
子
大
学
国
文
学
会 

神
女
大
国
文 

 

松
江
藩
松
平
家
と
公
儀
鷹
匠
・
鷹
匠
同
心 

―
宮
内
庁
書 

三 

保 

忠 

夫 

六
五 

二
二 

(

一
一･

三) 

陵
部
所
蔵
鷹
書
・
鷹
詞
の
研
究
― 

 
 

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
紀
要 

三 
 

新
出
の
Ｂ
・
Ｈ
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
、
Ｅ
・
Ｂ
・
タ
イ
ラ
ー 

千 

々 

和 

到 

136 
(

一
一･

三) 

宛
書
状
の
紹
介
と
検
討 

平 

藤 

喜
久
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福 

島 

直 

之 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石 

井 
 
 

敦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

星 

野 

靖 

二 
 

佐
賀
大
国
文 

四
〇 

(

一
二･

三) 

『
桑
名
日
記
』
に
み
る
近
世
末
期
下
級
武
士
の
待
遇
表
現 

山 

本 

志
帆
子 

154 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
使
い
分
け
に
か
か
わ
る
場
面
の
内
実 

 
 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
言
語
文
化
学
会 

 

明
治
期
日
本
語
教
科
書
の
他
称 

―
明
治
三
八
年
か
ら
四 

本 

間 

美
奈
子 

七
四 

言
語
文
化
研
究 

一
〇 

(

一
一･

三) 

〇
年
刊
行
の
日
本
語
教
科
書
を
資
料
と
し
て
― 

 
 

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要 

二
八 

(

一
一･

三) 

上
智
大
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
所
蔵
森
岡
文
庫 

明
治
大 

服 

部 
 
 

隆 

162 
 

正
期
和
書
目
録
稿 

 
 

清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要 

三
三 

『
節
用
早
見
二
重
引
』
に
つ
い
て 

今 

野 

真 

二 

八
一 

(

一
二･

三) 
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専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

文
字
使
用
か
ら
見
た
専
修
大
学
本
源
氏
物
語
「
桐
壺
」  

斎 

藤 

達 

哉 

九
一 

国
文 

八
九 

(
一
一･

九) 
(

附
翻
字) 

 
 

中
部
大
学 

人
文
学
部
研
究
論
集 

二
八 

 

先
史
ア
ジ
ア
語
と
そ
の
残
影(

四) 

近 

藤 

健 

二 

182 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

天
理
図
書
館 

ビ
ブ
リ
ア 
一
三
六 

 

天
理
図
書
館
蔵 

伝
為
家
・
為
相
筆
『
源
氏
物
語 

蓬
生 

岡 

嶌 

偉
久
子 

一
一
三 

(

一
一･

一
〇) 

巻
』
―
『
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
』
と
の
対
校
か
ら
― 

 
 

東
海
大
学
日
本
文
学
会 

湘
南
文
学 
四
五 

 

日
本
語
教
育
史
に
登
場
す
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
テ
ィ
ス
ト 

関 
 
 

正 

昭 

一
三
四 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

上
代
特
殊
仮
名
遣
研
究
に
お
け
る
未
解
決
の
問
題 

安 

田 

尚 

道 

一
四
二 

八
九-

二 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

萬
葉
集
字
余
り
の
在
り
よ
う 

―
Ａ
群
・
Ｂ
群
の
把
握
に 

毛 

利 

正 

守 

一
四
八 

八
九-

四 
(

一
二･

四) 

向
け
て
― 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

本
居
派
古
典
語
学
の
近
代
的
性
格
に
つ
い
て 

釘 

貫 
 
 

亨 

一
五
六 

八
九-

一
二 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

名
古
屋
大
学
文
学
部
日
本
語
学
・
言
語
学
研
究 

日
本
の
近
代
国
語
教
育
に
お
け
る
五
十
音
図
の
役
割 

 
A

ttanayake  
 

200 

室 
N

agoya Linguistics

（
名
古
屋
言
語
研 

―
明
治
期
の
国
語
教
科
書
を
中
心
に
― 

 
 

priyanthika 

究
） 

五 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ 

六
臣
注
文
選
所
引
毛
詩
の
訓
読
に
つ
い
て 

佐 

藤 
 
 

進 

一
六
四 

ム 

日
本
漢
文
学
研
究 

六 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ 

『
弘
決
外
典
鈔
』
に
関
す
る
諸
問
題 
―
『
論
語
義
疏
』
の 

髙 

田 

宗 

平 

一
六
八 

ム 

日
本
漢
文
学
研
究 

六 
(

一
一･

三) 

引
用
を
中
心
に
― 

 
 

二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集 

小
学
校
国
語
教
科
書
の
な
か
の
『
古
事
記
』 

―
『
小
學
國 

土 

佐 

秀 

里 

一
九
二 

刊 

四
一 

(

一
一･

三) 

語
讀
本 

卷
十
一
』「
第
十
二 

古
事
記
の
話
」
の
教
育
意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図
― 

 
 

日
本
大
学
大
学
院
国
文
学
専
攻
論
集 

八 
 

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
恩
頼
堂
文
庫
蔵
『
筆
体
口
伝
』 
金 

子 
 
 

馨 

二
〇
一 

(

一
一･

一
〇) 

 
 

 

日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部 

六
一 

 

長
慶
天
皇
の
差
声
法 

―
『
仙
源
抄
』
の
声
点
を
め
ぐ
っ 

坂 
本 
清 

恵 

二
一
二 

(

一
二･

三) 

て
― 

 
 

弘
前
学
院
大
学
文
学
部
紀
要 

四
八 

 
｢

月
ヶ
瀬
本
仮
名
書
き
法
華
経｣

解
説
並
び
に
翻
字(

二) 

野 

澤 

勝 
夫 

二
二
二 

(

一
二･

三) 
 

 
 

佛
教
大
学 

文
学
部
論
集 

九
六 

(

一
二･

三) 

古
代
日
本
語
の
船
舶
の
名
称
に
お
け
る
異
文
化
の
要
素
に 

黄 
 
 

當 

時 
208 

 

つ
い
て 

―
「
岩
は
し
る
垂
水
」
を
中
心
に
― 

 
 

文
教
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
付
属
言
語 

『
海
国
図
志
』
と
日
本 

―
塩
谷
世
弘
、
箕
作
阮
甫
の
訓 

阿 

川 

修 

三 

222 

文
化
研
究
所
紀
要 

言
語
と
文
化 

二
三 

 

点
本
に
つ
い
て
― 

 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
国
語
国
文
学
会
・
札
幌 

札 

本
居
宣
長
周
辺
の
こ
と
ば
遊
び 

吉 

見 

孝 

夫 

二
三
六 

幌
国
語
研
究 

一
七 

(

一
二･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
語
学
第
二
研
究
室 

ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
中
の
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
か
ら 

金 

森 

亜 

希 

230 
 

イ
ソ
ッ
プ
資
料 

二 
(

一
二･

三) 

の
引
用 

―
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』『
伊
曽
保
物
語
』
と 

菊 

地 

真
由
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
対
比
― 

曳 

田 

美 

那 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉 

見 

孝 

夫 
 

北
海
道
教
育
大
学
札
幌
校
国
語
学
第
二
研
究
室 

『
日
葡
辞
書
』
中
の
、
イ
ソ
ッ
プ
寓
話
か
ら
採
っ
た
用
例 

金 

森 

亜 

希 

239 
 

イ
ソ
ッ
プ
資
料 

二 
(

一
二･

三) 

文 

―
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
と
の
対
比
― 

菊 

地 

真
由
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

曳 

田 

美 

那 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉 

見 

孝 

夫 
 

目
白
大
学
人
文
学
研
究 

八 
(

一
二･

二) 

『
捷
解
新
語
』
と
改
訂
版
に
見
ら
れ
る
日
本
語
の
一
考
察 

竹 

田 

裕 

姫 

242 
 

山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要 

Ｃ
Ｄ - 

山
口
鷺
流
の
位
置(

上) 

―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て 

稲 

田 

秀 

雄 

二
四
二 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

一
七 

(

一
一･

三) 

― 
 

 

山
口
県
立
大
学
国
際
文
化
学
部
紀
要 

Ｃ
Ｄ - 

山
口
鷺
流
の
位
置(

下) 

―
江
山
本
所
収
曲
を
め
ぐ
っ
て 

稲 

田 

秀 

雄 

二
五
〇 

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

一
八 

(

一
二･

三) 

― 
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4 

山
梨
英
和
大
学
紀
要 

九 
(

一
一･

二) 

古
事
記
の
歌
の
構
成 

―
仁
徳
と
石
之
日
売
の
歌
を
め
ぐ 

石 

田 

千 

尋 

二
五
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

っ
て
― 

 
 

早
稲
田
大
学
教
育
学
部 

学
術
研
究
―
国
語
・ 

教
材
『
平
家
物
語
』
の
は
じ
ま
り 

―
キ
リ
シ
タ
ン
版 

菊 

野 

雅 

之 

二
六
六 

国
文
学
編
― 

五
九 

(
一
一･

二) 

『
和
漢
朗
詠
集
』
と
『
古
状
揃
』
― 

 
 

早
稲
田
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
研
究 

 

漢
語
辞
書
の
語
釈 

今 

野 

真 

二 

二
七
三 

一
六
六 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

早
稲
田
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
研
究 

 

『
名
目
抄
』
所
載
の
漢
語
に
差
さ
れ
た
声
点
に
つ
い
て 

 

上 

野 

和 

昭 

二
七
八 

一
六
八 

(

一
二･

一
〇) 

―
漢
語
ア
ク
セ
ン
ト
史
構
築
の
た
め
に
― 

 
  

三 

文
字
・
表
記 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

七 
  

売
豆
紀
神
社
蔵 

養
法
院
筆
『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名 

坂 

本 

清 

恵 

二
八
四 

(

一
一･

一
一) 

―
そ
の
字
体
と
仮
名
遣
い
に
つ
い
て
― 

 
 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

七 
  

漱
石
自
筆
原
稿
の
ル
ビ
再
考
―
『
道
草
』
の
ル
ビ
か
ら
― 

佐 

藤 

栄 

作 

249 
(

一
一･

一
一) 

 
 

 

桜
美
林
大
学 

桜
美
林
論
考 

人
文
研
究 

人 

『
古
事
記
』
の
表
記
と
表
現 

―｢

我｣

と｢

吾｣

の
使
い
分 

張 
 
 
 
 

平 

二
九
七 

文
学
系
／
芸
術
・
文
化
学
系 

三 
(

一
二･

三) 

け
に
つ
い
て
― 

 
 

沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究 

 

万
葉
集
歌
の
文
字
遣
い 

―
「
灼
然
」
を
中
心
に
― 

田 

場 

裕 

規 

三
〇
九 

一
五-

二 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文
研
究 

 

字
体
か
ら
み
た
『
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
』
の
撰
述
手
法 

賈 
 
 
 
 

智 

三
一
七 

一
一
二 

(

一
一･

一
二) 

 
 

 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 
｢

涙｣

の
表
記
情
報 

田 

村 
 
 

隆 

三
二
四 

語
国
文 

八
一-

二 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

定
家
仮
名
遣
い
再
考 

―
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
変
化
後
の
仮 

坂 

本 

清 

恵 

三
三
一 

語
国
文 

八
一-

七 
(

一
二･

七) 

名
遣
い
の
よ
り
ど
こ
ろ
― 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
七 

 

捺
印
、
署
名
と
人
名
用
漢
字 

―
図
形
と
し
て
の
漢
字
観 
朱 

 
 

一 

星 

261 
(

一
一･

七) 

と
記
号
と
し
て
の
漢
字
観
― 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
八 

 

汝
の
名
は
か
く
し
て
変
わ
る 

―
漢
字
人
名
は
字
本
位
か 

朱 
 
 

一 

星 

265 
(

一
二･

一) 

音
本
位
か
― 

 
 

京
都
女
子
大
学
国
文
学
会 

女
子
大
国
文 

 

吐
魯
番
阿
斯
塔
那
墓
出
土
文
書
の
則
天
文
字
小
考 

西 

崎 
 
 

亨 
三
三
八 

一
四
八 

(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

〈
引
用
漢
文
〉
の
領
野 

―
武
田
泰
淳
『
司
馬
遷
』
の
生 

道 

園 

達 

也 

三
五
二 

学
研
究 

四
六 

(

一
一･

二) 

成(

二)

― 
 

 

慶
應
義
塾
大
學
藝
文
學
會 

藝
文
研
究 

 

仮
名
は
な
ぜ
清
濁
を
書
き
分
け
な
か
っ
た
か 

屋
名
池 

 
 

誠 

三
六
〇 

一
〇
一-

一 
(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
一 

『
古
事
記
』「
祖
」
字
の
用
法 

谷 

口 

雅 

博 

三
八
一 

(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
三-

五 
 

文
字
の
使
用
状
況
か
ら
見
た
源
氏
物
語
花
散
里
写
本 

斎 

藤 

達 

哉 

三
八
八 

(

一
二･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

佐
賀
大
国
文 

四
〇 

(

一
二･

三) 

わ
た
し
な
ら
こ
う
書
く 

─
古
典
導
入
の
た
め
の
歴
史
的 

白 

石 

良 

夫 

三
九
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仮
名
遣
解
説 

 
 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
言
語
文
化
学
会 

 

石
川
倉
次
著
『
は
な
し
こ
と
ば 

の 

き
そ
く
』
の
仮
名 

中 

野 

真 

樹 

269 

言
語
文
化
研
究 

一
〇 

(

一
一･

三) 

遣
い
に
つ
い
て 

 
 

至
文
堂 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

七
六-

五  

萬
葉
集
の
文
字
・
表
記
論 

―
木
簡
・
人
麻
呂
歌
集
の
書 

毛 

利 

正 

守 

四
〇
〇 

(

一
一･

五) 

式
を
と
り
入
れ
て 

 
 

至
文
堂 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

七
六-

五  

『
風
土
記
』
研
究
の
可
能
性 

橋 

本 

雅 

之 

四
〇
五 

(

一
一･

五) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
代
文
学
会 

上
代
文
学 

一
〇
七 

 

『
万
葉
集
』
の
〈
義
訓
〉 

奥 

田 

俊 

博 

四
〇
九 

(

一
一･

一
一) 
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上
智
大
学 

Sophia Linguistica 
59 

 
Effects of Script Types in Japanese A

phasia: 
N

oriko
 

 

276 
(

一
二･

三) 
K

atakana B
ehaves M

ore Like K
anji in  

 N
A

G
ATSU

K
A
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

C
om

prehension, but M
ore Like H

iragana in  
 

W
riting 

 
 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

仮
名
文
の
文
字
調
査 

―
源
氏
物
語
花
散
里
六
八
本
の
仮 

斎 

藤 

達 

哉 

284 

国
文 

九
一 

(

一
二･

九) 

名
字
母
と
漢
字
― 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
一 

(
一
一･

九) 
A

 C
ognitive A

pproach to C
haracter Form

ation in 
 

Sam
i H

onkasalo
 
 

307 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

the O
racle B

one Script 
 

 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

『
古
事
記
』
に
お
け
る
音
仮
名
ホ
・
ボ 

沖 

森 

卓 

也 

四
一
七 

八
九-

二 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系
一 

 
『
魔
風
恋
風
』
の
初
出
本
文
と
初
版
本
文
の
異
同
に
つ
い 

北 

澤 
 
 

尚 

313 

六
二 

(

一
一･

一) 

て 

劉 
 
 
 
 

鹸 
 

 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系
一 

 

真
福
寺
資
料
に
見
ら
れ
る
漢
字
の
通
用
現
象
に
つ
い
て 

 

高 

橋 

久 

子 

四
二
二 

六
三 

(

一
二･

一) 

其
の
一 

 
 

東
京
女
子
大
学
比
較
文
化
研
究
所
紀
要 

七
二 

『
イ
ソ
ッ
プ
物
語
』
受
容
の
一
側
面 

―
『
伊
娑
菩
喩
言
』 

安 

藤 

信 

廣 

四
四
〇 

(

一
一･

一) 

の
日
本
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
― 

 
 

同
志
社
女
子
大
学 

総
合
文
化
研
究
所
紀
要 

 

古
代
中
国
・
日
本
の
鳥
占
の
古
俗
と
漢
字 

張 
 
 
 
 

莉 

327 

二
九 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
文
学
部
日
本
語
学
・
言
語
学
研
究 

キ
リ
シ
タ
ン
文
献
に
お
け
る
四
つ
が
な
の
表
記
方
法 

千 

葉 

軒 

士 

338 

室 
N

agoya Linguistics

（
名
古
屋
言
語
研 

―｢

天
草
版
平
家
物
語
難
語
句
解｣
の
拗
音
ヂ
ャ
を
中
心 

 

究
） 

五 
(

一
一･

三) 

と
し
て
― 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
附
属
日
本
近 

特
集 :

 

文
化
の
越
境
と
翻
訳 

中
国
大
陸
に
お
け
る
日
本 

呉 
 
 

保 

華 
** 

現
代
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

JunC
ture 

超
域 

文
学
の
教
科
書
に
つ
い
て 

―
志
賀
直
哉
の
作
品
「
城
の 

 

的
日
本
文
化
研
究 

三 
(

一
二･

三) 

崎
に
て
」
を
中
心
に
― 

 
 

日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

送
り
仮
名
の
規
範
と
問
題
点 

―
享
保
期
浄
瑠
璃
本
『
出 
佐 

藤 

麻
衣
子 

四
四
八 

一
七 

(

一
一･

三) 

世
握
虎
稚
物
語
』
の
調
査
か
ら 
 

 

日
本
福
祉
大
学
研
究
紀
要 

現
代
と
文
化 

 

古
代
行
政
地
名
の
表
記
原
則
を
め
ぐ
る
一
考
察 

福 
岡 

猛 

志 

四
五
四 

一
二
二 

(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
文
芸
研
究
会 

文
芸
研
究
―
文
芸
・
言
語 

仏
教
語
に
お
け
る
音
写
語
の
文
字
論
的
・
語
彙
論
的
研
究 

田 

島 
 
 

優 

343 

・
思
想
― 

一
七
三 

(

一
二･

三) 

序
説 

 
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
〇
六 

 

国
語
資
料
と
し
て
の
『
都
花
月
名
所
』
―
江
戸
時
代
後
期 

郡 
 
 

千
寿
子 
349 

(

一
一･

一
〇) 

に
お
け
る
漢
字
表
記
と
振
り
仮
名
― 

 
 

文
芸
談
話
会 

古
典
文
芸
論
叢 

三 
 

視
覚
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
〈
真
名
〉
と
〈
仮
名
〉
に
つ
い
て 

吉 

田 
 
 

唯 

四
六
三 

(

一
一･

三) 

―
存
覚(

撰)

『
諸
神
本
懐
集
』
と
法
然(

仮
託)

『
諸
神
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

懐
集
』
を
中
心
に
― 

 
 

美
夫
君
志
会 

美
夫
君
志 

八
二 

(

一
一･

三) 

「
あ
さ
な
ぎ
木
簡
」
に
お
け
る
「
也
」
字 

鈴 

木 
 
 

喬 

四
七
五 

 

無
窮
会 

東
洋
文
化 

一
〇
四 

(

一
〇･

四) 

万
葉
集
の
訓
字
表
記
・
融
合
表
記
・
表
音
表
記
の
文
字
の 

中 

村 
 
 

昭 

四
八
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

交
代
に
つ
い
て 

 
 

立
命
館
白
川
静
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀 

讀
「
釋
南
」 

―
白
川
文
字
學
の
原
點
に
還
る(

五)

― 

高 

島 

敏 

夫 

四
九
二 

要 

六 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
二
分
冊
（
文
法
） 

 

文 

法 
 

愛
知
大
学
語
学
教
育
研
究
室
紀
要 

言
語
と
文 

日
本
語
に
お
け
るEvidentiality

 

─
形
態
素
「-i

」
─ 

山 

本 

雅 

子 

1 

化 

二
五 

(

一
一･

七) 
 

 
 

愛
知
学
院
大
学
論
叢 

教
養
部
紀
要 
五
八-

三 

間
投
助
詞
は
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
か 

伊
豆
原 

英 

子 

8 
(

一
一･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

愛
知
県
立
大
学
説
林 

六
〇 

(

一
二･

三) 
特
集 :

 

天
草
版
平
家
物
語
―
原
拠
本
と
日
本
語
の
歴
史
― 

福 

沢 

将 

樹 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
草
版
平
家
物
語
と
捷
解
新
語 

―
謙
譲
語
を
中
心
に
― 

 
 

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

青
山
語
文 

 

Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
複
合
辞
辞
書
に
つ
い
て 

近 

藤 

泰 

弘 

一 

四
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

青
山
語
文 

 

副
助
詞
の
概
念
と
と
り
た
て
助
詞
の
概
念 

多 

田 

知 

子 

四 

四
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

宇
都
宮
大
学
国
語
教
育
学
会 

宇
大
国
語
論
究 

中
古
語
「
ヤ
ヲ
ラ
」
に
つ
い
て
―
ア
ス
ペ
ク
ト
的
な
意
味 

田 

和 

真
紀
子 

14 
 

二
二 

(

一
一･

三) 

を
中
心
に
― 

 
 

愛
媛
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会 

愛
媛
国 

肯
定
・
否
定
同
形
副
詞
に
見
ら
れ
る
程
度
性
と
モ
ー
ダ
ル 

葛 
 
 

金 

龍 
*** 

文
と
教
育 

四
四 

(

一
二･

三) 

性
の
連
続
性 

 
 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

九
八 

 

オ
型
謙
譲
語
の
用
法
の
歴
史 

―
受
益
者
を
高
め
る
用
法 

森 
 
 

勇 

太 

一
四 

(

一
二･

六) 

を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

大
阪
大
学
世
界
言
語
研
究
セ
ン
タ
ー
論
集 

六 
W

ord G
ram

m
ar

に
よ
る
動
詞
活
用
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

吉 

村 

大 

樹 

20 
(

一
一･

九) 

的
ア
プ
ロ
ー
チ 

―
現
代
日
本
語
に
お
け
る
動
詞
連
用
形 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
形
態
統
語
論
的
分
析
― 

 
 

大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー 

 
｢

の
だ｣

の
結
果
用
法
と
過
程
用
法 
中 

田 

一 

志 

34 

日
本
語
・
日
本
文
化 

三
八 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー 

 

な
ぜ
「
多
い
学
生
」「
少
な
い
本
」
と
言
え
な
い
の
か 
 

今 
井 

 
 

忍 

51 

日
本
語
・
日
本
文
化 

三
八 

(

一
二･

三) 

―
〈
存
在
〉
と
い
う
意
味
成
分
に
基
づ
く
再
検
討
― 

 
 

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

人 

期
間
を
表
す
マ
デ
と
期
限
を
表
す
マ
デ 

藪 

崎 

淳 
子 

65 

文
研
究 

六
三 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
手
前
大
学
論
集 

一
一 

(

一
一･

三) 

カ
モ
シ
レ
ナ
イ
・
ニ
チ
ガ
イ
ナ
イ
と
推
論
の
方
向
性 

木 

下 

り 

か 
77 

 

大
手
前
大
学
論
集 

一
二 

(

一
二･

三) 

推
論
の
多
義
的
解
釈 

―
認
識
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
意
味
記
述 

木 

下 

り 

か 

84 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
メ
タ
言
語
― 

 
 

岡
山
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
研
究
集
録 

 

ノ
ダ
と
ワ
ケ
ダ
か
ら
見
た
国
会
議
員
の
語
り
方
に
つ
い
て 

伊 

土 

耕 

平 

91 

一
四
八 

(

一
一･

一
〇) 

 
 

 

関
西
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

日
本
文
藝
研
究 

現
代
語
に
お
け
る
サ
ニ
構
文
と
語
形
成 

清 

水 

泰 

行 

96 
 

六
二-

二 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
田
外
語
大
学
言
語
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
A N

ote on Illocutionary Force and M
odal Particles 

Y
O

SH
IO

 EN
D

O
 
 

106 
Scientific A

pproaches to Language 
10 

 
 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
田
外
語
大
学
言
語
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
The Essential R

equirem
ent for an Independent  

K
A

ZU
K

O
  

 

112 
Scientific A

pproaches to Language 
10 

Sentence (Prelim
inary) 

 
 
 
 

IN
O

U
E
 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
田
外
語
大
学
言
語
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

空
主
語
の
意
味
解
釈
と
主
題
化 

長
谷
川 

信 

子 

120 
Scientific A

pproaches to Language 
11 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

岐
阜
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

二
〇
一
〇 

｢

感
情
表
現
＋
こ
と
に｣

の
周
辺 

加 

藤 

由
紀
子 

135 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学 

三
一 

 

動
詞
「
着
換
ふ
」
の
格
支
配
に
つ
い
て 

小 

田 
 
 

勝 

二
〇 

(

一
二･

三) 
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九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院
言
語
研
究 

現
代
日
本
語
の
テ
ン
ス
・
ア
ス
ペ
ク
ト
と
否
定 

―
過
去 

山 

村 

ひ
ろ
み 

141 

会 

言
語
科
学 
四
七 

(

一
二･

三) 

の｢
 -

 

シ
タ
？｣

と｢
 -

 

シ
ナ
カ
ッ
タ｣

／｢
 -

 

シ
テ
イ
ナ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イ｣

／｢
 -

 

シ
ナ
イ｣

― 
 

 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
に
お
け
る
中
性
動
詞
に
つ
い
て 

小
鹿
原 

敏 

夫 

152 

語
国
文 

八
〇-

四 
(

一
一･
四) 

 
 

 

京
都
橘
大
学
研
究
紀
要 

三
七 

(
一
一･

一) 

終
助
詞
「
ね
」
の
機
能 

中 

﨑 
 
 

崇 

162 
 

共
立
女
子
大
学
国
際
学
部 

共
立
国
際
研
究 

 

引
用
形
式
「
っ
て
」
に
お
け
る
主
題
提
示
用
法 

佐 

藤 

雄 

一 

174 

二
八 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

近
畿
大
学
大
学
院
文
芸
学
研
究
科 

渾
沌 
九 

視
点
の
あ
り
方
と
テ
ン
ス
形
式 

―
二
葉
亭
四
迷
「
あ
ひ 

深 

澤 
 
 

愛 

二
五 

(

一
二･

三) 
ゞ
き
」「
め
ぐ
り
あ
ひ
」
に
お
け
る
動
詞
「
見
え
る
」
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

め
ぐ
っ
て
― 

 
 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

平
安
朝
屏
風
歌
詞
書
の
叙
述
様
式 

―
動
詞
叙
法
、
と
り 

坂 

田 

一 

浩 

三
五 

学
研
究 

四
六 

(

一
一･

二) 

わ
け
助
動
詞
「
け
り
」
の
使
用
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

熊
本
学
園
大
学
文
学
・
言
語
学
論
集 

一
九-

一 

日
本
語
の
従
属
節
選
択
に
つ
い
て 

―
「
て
」
節
を
中
心 

塩 

入 

す 

み 

184 
(

一
二･

六) 

に
― 

 
 

群
馬
県
立
女
子
大
学
国
文
学
研
究 

三
二 

 

良
寛
に
お
け
る
「
係
り
結
び
」
の
問
題 

権 

田 

和 

士 

四
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
二 

Japanese productive causative sentences are not 
 

Ichiro Y
uhara 

 

195 
(

一
一･

三) 
biclausal (but in fact bipropositional and this is 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

not a m
ere notational variant.) 

 
 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
二 

固
有
名
と
カ
キ
料
理
構
文 

小 

屋 

逸 

樹 

206 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
三 

Indirect Passives and R
elational N

ouns (I) 
T

akashi Iida 
 

218 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
三 

M
ore about the Subject-to-O

bject R
aising  

Ichiro Y
uhara 

 

230 
(

一
二･

三) 
construction 

 
 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

一
八-

四  

階
層
意
味
論
に
基
づ
い
た
心
的
態
度
の
ア
ノ
テ
ー
シ
ョ
ン 

小 
橋 
洋 

平 

242 
(

一
一･

九) 
 

坂 

野 
達 

郎 
 

神
戸
外
大
論
叢 

六
二-

五 
(

一
一･

一
一) 

中
古
日
本
語
の
希
求
の
叙
法 

福 

田 

嘉
一
郎 

256 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
科
論
集 

一
五 

 

日
本
語
に
お
け
る
話
し
手
の
視
点 

―
移
動
動
詞
「
行
く 

古 

賀 

悠
太
郎 
261 

(

一
二･

六) 

／
来
る
」
文
を
例
に
― 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
科
論
集 

一
五 

 

意
志
・
願
望
表
現
の
「
要
」
に
つ
い
て 

―
日
本
語
の
意 

孫 
 
 

樹 

喬 

271 
(

一
二･

六) 

志
・
願
望
表
現
と
の
対
照
― 

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学 

Theoretical 
 

日
本
語
の
「
が
」
と
「
は
」
に
関
す
る
覚
え
書
き 

郡 

司 

隆 

男 

280 
and A

pplied Linguistics at K
obe Shoin  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(TA
LK

S
) 

15 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学 

Theoretical 
 

法
令
に
見
ら
れ
る
サ
変
動
詞
の
五
段
化
・
上
一
段
化
に
つ 

松 

田 

謙
次
郎 

285 
and A

pplied Linguistics at K
obe Shoin  

い
て :
 

二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
一
一
年
の
デ
ー
タ
分
析 

 
(TA

LK
S
) 

15 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
一  

特
集 :

 

古
事
記
研
究
の
現
在 

｢

神
逐
ら
ひ
に
逐
ら
ひ｣

と 

佐
佐
木 

 
 

隆 
** 

(

一
一･

一
一) 

｢

神
逐
ら
ひ
逐
ら
ひ｣ 

―
助
詞｢

に｣

の
有
無
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
二  

日
本
語
動
詞
活
用
の
分
類 

―
ロ
ド
リ
ゲ
ス
と
宣
長
を
中 

シ
ュ
テ
フ
ァ
ン
・ 

291 
(

一
一･

一
二) 

心
に
― 

カ
イ
ザ
ー 

 

国
際
基
督
教
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

｢

を
Ｖ
Ｎ
だ｣

構
文
の
出
現
頻
度
に
つ
い
て 

佐 

藤 
 
 

豊 

298 
 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
日
本
語
教
育
研
究 

七 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
際
基
督
教
大
学
日
本
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

｢

を
Ｖ
Ｎ
だ｣

構
文
の
出
現
頻
度 

―G
oogle

検
索
に
よ 

佐 

藤 
 
 

豊 

303 
 

Ｉ
Ｃ
Ｕ
日
本
語
教
育
研
究 

八 
(

一
二･

三) 

る
再
調
査
― 

 
 

埼
玉
大
学 

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
紀
要 

五 
 

｢

は｣
｢

が｣

の
揺
れ
か
ら
解
く
小
説
に
お
け
る
作
者
の
場 

自 

見 

ま
き
子 

310 
(

一
一･

三) 

面
構
成
力 
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志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部
研
究
紀
要 

 
Inertia W

orld in N
on-Past Tense 

K
en-ichiro 

 
 

317 

三
二-

一 
(

一
一･
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

K
am

achi 
 

 

実
践
国
文
学
会 
実
践
国
文
学 

八
〇 

 

選
択
を
表
す
接
続
詞
「
ま
た
は
」「
あ
る
い
は
」「
も
し
く 

中 

俣 

尚 

己 

324 
(

一
一･

一
〇) 

は
」「
な
い
し
」「
そ
れ
と
も
」
の
使
い
分
け 

 
 

十
文
字
学
園
女
子
大
学
短
期
大
学
部
国
語
国
文 

『
古
今
和
歌
集
鄙
言
』
里
言
に
お
け
る
「
ゲ
ナ
」
と
「
サ
ウ 

上 

野 

左 

絵 

四
六 

学
会 

十
文
字
国
文 

一
八 

(
一
二･

三) 

ナ
」 

 
 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

上
代
語
「
ヲ
…
ト
知
ル
」 

小 

川 

定 

義 

333 

／
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部 

人
文
学
報 
言 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

語
科
学 

四
五
七 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
智
大
学 

Sophia Linguistica 
59 

 
Light Verb C

onstructions as Edge Phenom
ena 

Yukino  
 

346 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
K

O
B

AYA
SH

I 
 

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所 

学
苑 

日 

近
代
小
説
等
に
お
け
る
「
～
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
類
と 

嶺 

田 

明 

美 

362 

本
文
学
紀
要 

八
五
五 

(

一
二･

一) 

「
～
で
は
な
い
で
す
か
」
類
の
使
用
頻
度
に
つ
い
て 

 
 

清
泉
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要 

三
三 

マ
セ
ン
カ
ッ
タ
と
マ
セ
ン
デ
シ
タ 

―
若
松
賤
子
の
近
代 

松 

本 
 
 

隆 

366 
(

一
二･

三) 

口
語
作
品
に
お
け
る
打
消
過
去
の
丁
寧
表
現
― 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

副
詞
「
な
に
げ
に
」
の
意
味
・
用
法 

―
そ
の
多
様
性
を 

中 

川 

祐 

治 

五
二 

一
九
九 

(

一
一･

三) 

め
ぐ
っ
て
― 

 
 

創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

日
本
語
日
本 

｢

す
る｣

文
の
格
構
造 

大 

塚 
 
 

望 

373 

文
学 

二
一 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

創
価
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会 

日
本
語
日
本 

動
詞
の
形
式
性
に
つ
い
て 

―
橋
本
、
山
田
、
松
下
、
時 

大 

塚 
 
 

望 

381 

文
学 

二
二 

(

一
二･

三) 

枝
― 

 
 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

人
文
科
学 

五
〇 

 

感
情
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
再
訪 

岩 

澤 

勝 

彦 

390 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
八 

(

一
一･

一
二) 

｢

だ｣

の
モ
ダ
リ
テ
ィ
性
に
つ
い
て 

―
事
実
確
認
的
発
話 
今 

田 

水 

穂 

396 
 

と
行
為
遂
行
的
発
話
の
対
立
か
ら
― 
 

 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
八 

(

一
一･

一
二) 

受
動
詞
に
つ
い
て
の
一
考
察 

―
自
動
詞
に
お
け
る
そ
の 

孟 
 
 
 
 

煕 

403 
 

位
置
づ
け
を
中
心
に
― 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 

日
本
語
名
詞
述
語
文
の
類
型
と
主
語
の
意
味
分
類
に
つ
い 

今 

田 
水 
穂 

411 

・
言
語
専
攻 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

 

て 

―
京
都
大
学
テ
キ
ス
ト
コ
ー
パ
ス
と
分
類
語
彙
表
を 

 

六
〇 

(

一
一･

一
〇) 

用
い
た
調
査
・
分
析
― 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 

外
項
の
遊
離
数
量
詞
に
つ
い
て 

―
眼
前
描
写
的
な
同
時 

石 

田 
 
 

尊 
423 

・
言
語
専
攻 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

 

把
握
量
― 

 

六
二 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

受
身
文
研
究
の
二
つ
の
立
場 

―
研
究
史
の
構
造
的
理
解 

川 

村 
 
 

大 

五
八 

八
八-

九 
(

一
一･

九) 

の
た
め
に
― 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

平
安
時
代
語
の
接
続
助
詞
「
て
」
の
様
相 

近 

藤 

泰 

弘 

六
六 

八
九-

二 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

不
変
化
助
動
詞
と
は
何
か 

―
叙
法
論
と
主
観
表
現
要
素 

尾 

上 

圭 

介 

七
二 

八
九-

三 
(

一
二･

三) 

論
の
分
岐
点
― 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

文
の
階
層
性
と
接
続
構
造
の
理
論 

大 

堀 

壽 

夫 

八
一 

八
九-

一
一 

(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

ア
ス
ペ
ク
ト
表
示
の
複
合
動
詞
「
Ｖ
て
来
る
」
と
空
間
時 

坂 

原 
 
 

茂 

八
六 

八
九-

一
一 

(

一
二･

一
一) 

間
メ
タ
フ
ァ 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

文
法
に
見
ら
れ
る
日
本
語
ら
し
さ 

―
〈
場
に
お
け
る
コ 

尾 

上 

圭 

介 

九
一 

八
九-

一
一 

(

一
二･

一
一) 

ト
の
生
起
〉
と
〈
自
己
の
ゼ
ロ
化
〉
― 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

疑
問
文
の
ス
コ
ー
プ
と
助
詞
「
か
」「
の
」 

金 

水 
 
 

敏 

九
八 

八
九-

一
一 

(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

ノ
ダ
文
の
文
法
記
述 

野 

村 

剛 

史 

一
〇
五 

八
九-

一
一 
(

一
二･

一
一) 
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東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

動
詞
ラ
ル
形
述
語
文
と
無
意
志
自
動
詞
述
語
文
と
の
連
続 

川 

村 
 
 

大 

一
一
一 

八
九-

一
一 

(
一
二･

一
一) 

・
不
連
続
に
つ
い
て 

 
 

東
京
外
国
語
大
学 
語
学
研
究
所
論
集 

一
六 

B
etw

een Lexem
e-Form

ing D
erivation and  

M
IN

O
U

R
A

 
 
 

431 
(

一
一･

三) 
Paradigm

atic Inflection
 

 
 
 N

obukatsu
 

 

東
京
外
国
語
大
学 

語
学
研
究
所
論
集 

一
六 

テ
ー
マ
企
画 :

 

特
集
「
モ
ダ
リ
テ
ィ
」 

ま
え
が
き 

風 

間 

伸
次
郎 

** 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学 

語
学
研
究
所
論
集 
一
七 

テ
ー
マ
企
画 :

 

特
集
「
ヴ
ォ
イ
ス
と
そ
の
周
辺
」 

ま
え 

風 

間 

伸
次
郎 

** 
(

一
二･

三) 

が
き 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報 

一
五 

自
動
詞
の
受
身
文
の
言
語
形
式
上
の
特
徴
に
つ
い
て 

― 

金 
 
 

俸 

呈 

445 
(

一
一･

三) 
受
身
文
の
主
語
と
文
中
の
諸
要
素
と
の
関
係
を
中
心
に
― 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
日
本
研
究
教
育
年
報 

一
六 

言
語
活
動
を
伴
う
事
柄
を
表
わ
す
動
詞
の
人
主
語
受
身
文 

金 
 
 

俸 

呈 

453 
(

一
二･

三) 

に
つ
い
て 

―
主
語
と
補
語
と
の
意
味
的
な
関
連
性
と
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
観
点
か
ら
― 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系
一 

 

丁
寧
表
現
「
～
ま
す
で
す
」
の
変
遷
に
つ
い
て 

田 

村 
 
 

紘 

460 

六
二 

(

一
一･

一) 

―
国
会
会
議
録
六
三
年
間
の
記
録
か
ら
― 

北 

澤 
 
 

尚 
 

東
北
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
日
本
文
芸 

｢

て
も
ら
う｣

文
の
用
法
分
類 

―
動
詞
の
性
質
と
の
関
わ 

金 
 
 

殷 

模 

466 

研
究
会 

文
芸
研
究
―
文
芸
・
言
語
・
思
想
― 

り
か
ら
― 

 
 

一
七
一 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

ル
形
と
の
対
比
か
ら
み
た
テ
イ
ル
形
の
基
本
的
意
味 

津 

田 

智 

史 

473 
 

言
語
科
学
論
集 

一
五 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

指
示
代
名
詞
「
そ
れ
」
の
文
脈
指
示
に
お
け
る
照
応
規
則 

鯨 

井 

綾 

希 

479 
 

言
語
科
学
論
集 

一
五 

(

一
一･

一
二) 

に
つ
い
て 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

軽
重
を
表
す
形
容
詞
「
軽
い
」「
重
い
」
の
装
定
と
述
定 

楊 
 
 

孤 

湲 
 

485 
 

言
語
科
学
論
集 

一
六 

(

一
二･

一
二) 

に
つ
い
て 

 
 

常
葉
学
園
短
期
大
学
紀
要 

四
二 

 

複
合
的
変
化
事
象
に
お
け
る
図
と
地
の
関
係 

―
三
つ
の 
新 

妻 

明 

子 

490 
(

一
一･

一
二) 

タ
イ
プ
の
結
果
構
文
の
マ
ク
ロ
・
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
観
点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
基
づ
く
分
析 

 
 

獨
協
大
学
国
際
教
養
学
部 

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ 

｢
 -

 

な
い
ま
で
も｣

節
の
意
味
と
機
能 

松 

浦 
恵
津
子 

*** 

ウ
ェ
ル
サ
リ
ス 

一
三-

二 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

長
崎
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

二
〇 

 
W

hat is the D
ifference betw

een G
a and W

a in 
 

Yasukuni  
 

498 
(

一
二･

六) 
Japanese?: The Interface of Syntax, Sem

antics 
 

 
 
 
 

Takano
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

and Pragm
atics Part III 

 
 

名
古
屋
大
学
文
学
部
日
本
語
学
・
言
語
学
研
究 

日
本
語
の
述
語
句
構
造 

―
連
結
要
素
を
め
ぐ
っ
て
― 

R
O

N
I 

 

511 

室 
N

agoya Linguistics(

名
古
屋
言
語
研
究) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

五 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
文
学
部
日
本
語
学
・
言
語
学
研
究 

数
量
表
現
に
関
わ
る
ダ
ケ
の
用
法
に
つ
い
て 

張 
 
 
 
 

培 

518 

室 
N

agoya Linguistics(

名
古
屋
言
語
研
究) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

五 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
日 

名
詞
句
と
名
詞
節
の
間 

―｢

の
こ
と｣

が
生
じ
る
存
在
文 

大 

西 

美 

穂 

525 

本
言
語
文
化
専
攻 

言
葉
と
文
化(Issues in 

 

― 
 

Language and C
ulture) 

一
三 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

南
山
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
二 
 

格
助
詞｢

に｣ ｢

へ｣

の
分
布
に
関
す
る
調
査 

井 

手 

友
里
子 

534 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集 

一
一 
 

Japanese R
elative C

lause C
onstructions for Father 

 
M

U
R

AYA
M

A
, 
 
 

540 
(

一
一･

三) 
João R

odrigues 
 
 
 
 
 

Toru
 

 

日
本
語
教
育
学
会 

日
本
語
教
育 

一
五
三 

 

日
本
語
に
お
け
る
動
作
主
認
識
の
副
詞
的
成
分
の
特
徴 

 

劉 
 
 

怡 

伶 
*** 

(

一
二･

一
二) 

―｢

＊
映
画
を
怖
く
見
て
い
る｣

と
は
な
ぜ
言
え
な
い
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
― 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
三
九 

 

狂
言
台
本
に
お
け
る
「
承
る
」
の
特
殊
な
用
法
に
つ
い
て 

澤 

田 

倫 

子 

一
一
八 

(

一
一･

三) 
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日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
九 

頻
度
副
詞
に
関
す
る
一
考
察 

―
低
頻
度
を
表
す
副
詞
を 

江 
 
 

邑 

薫 

544 
(

一
一･

一
一) 

め
ぐ
っ
て
― 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

｢

～
て
く
だ
さ
い｣

と｢

シ
ロ｣

に
使
わ
れ
る
本
動
詞
の
違 

趙 
 
 

彦 

志 

550 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

い
を
め
ぐ
っ
て 

―
語
彙
レ
ベ
ル
で
の
考
察
を
中
心
に
― 

 

一
五 

(

一
二･

三) 
 

 
 

広
島
大
学
日
本
語
教
育
研
究 
二
二 

 

副
詞
「
確
か
に
」
の
機
能 

陳 
 
 

若 

午 
 

559 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

白 

川 

博 

之 
 

福
井
大
学
言
語
文
化
学
会 

国
語
国
文
学 

 
｢

人
々｣

｢

人
ど
も｣

｢

人
た
ち｣

の
文
法
的
性
質 

 

高 

山 

善 

行 

563 

五
〇 

(

一
一･

三) 

―
『
源
氏
物
語
』
を
資
料
と
し
て
― 

 
 

福
岡
大
学
日
本
語
日
本
文
学 

二
一 

 
日
本
語
に
お
け
る
話
者
指
向
性 

衣 

畑 

智 

秀 

568 
(

一
二･

一) 
 

福
岡
教
育
大
学
国
語
科
研
究
論
集 

五
二 

 

上
代
に
お
け
る
終
助
詞
「
ガ
ネ
」
の
機
能
と
「
連
体
形
＋ 

勝 

又 
 
 

隆 

一
二
五 

(

一
一･

二) 

ソ
」
文 

 
 

文
教
大
学
国
文 

四
〇 

(

一
一･

三) 

条
件
節
と
事
実 

鬼 

山 

信 

行 

574 
 

文
教
大
学
国
文 

四
一 

(

一
二･

三) 
｢

対
称
関
係｣

か
ら
ト
の
機
能
に
つ
い
て
考
え
る 

近 

藤 

研 

至 

583 
 

文
教
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
付
属
言
語 

接
続
詞
ダ
カ
ラ
に
つ
い
て 

近 

藤 

研 

至 

591 

文
化
研
究
所
紀
要 

言
語
と
文
化 

二
三 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文
研
究 

｢

ノ
ダ｣

の
認
識
モ
ダ
リ
テ
ィ
機
能 

中 

野 

友 

理 

601 
 

一
三
九 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
文
教
大
学
論
集 

一
二 

(

一
一･

三) 

現
代
日
本
語
の
「
ど
ん
ど
ん
」
文
の
事
象
構
造
分
析 

小 

西 

正 

人 

609 
 

松
山
大
学
総
合
研
究
所 

言
語
文
化
研
究 

 

テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
ス
ル
・
シ
タ
形
式
の
機
能 

金 
 
 

美 

仙 

617 

三
一-

一 
(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

非
飽
和
名
詞
と
譲
渡
不
可
能
名
詞
に
つ
い
て 
西 

山 

佑 

司 

633 

応
用
言
語
学
研
究 

一
四 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
佐
々
木 

文 

彦 
 

明
治
大
学
日
本
文
学 

三
八 

(

一
二･

三) 

明
治
期
に
お
け
る
否
定
表
現
の
認
識 

―
ア
ス
ト
ン
『
日 

許 
 
 
 
 

哲 

642 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本
口
語
文
典
』
第
四
版(

一
八
八
八)

を
も
と
に
― 

 
 

目
白
大
学
人
文
学
研
究 

八 
(

一
二･

二) 

動
詞
「
訪
れ
る
」
と
格
助
詞 

山 

西 

正 
子 

656 
 

安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
論
集 

存
在
動
詞
「
あ
る
」「
い
る
」
の
使
い
分
け
の
基
準 

渡 

辺 
 
 

萌 
*** 

 

四
二 

(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢 

一
一 

 

格
助
詞
「
で
」
と
「
に
」
の
類
義
の
再
点
検 

 

ハ
デ
ィ
ウ
ト
モ 

 

一
三
一 

(

一
一･

八) 

―
文
構
造
「
場
所
」・「
時
」
の
意
味
を
中
心
に
― 

ド
ゥ
イ 

ア
ン
ゴ 

 
 

ロ 
 

留
学
生
教
育
学
会 

留
学
生
教
育 

一
七 

 

コ
ー
パ
ス
を
使
っ
た
述
語
否
定
形
「
ま
せ
ん
」
と
「
な
い 

坂 

野 

永 

理 

664 
(

一
二･

一
二) 

で
す
」
の
使
用
実
態
調
査 

 
 

琉
球
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

留
学
生
教 

コ
ー
パ
ス
に
基
づ
く
引
用
句
内
の
コ
ピ
ュ
ラ(

「
だ
」)

の 

金 

城 

克 

哉 

668 

育 

九 
(

一
二･

三) 

顕
在
と
潜
在
に
関
す
る
研
究 

 
 

龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
〇 

 

現
今
の
引
用
研
究
に
関
す
る
所
見
一
斑 

―
山
口
治
彦
説 

藤 

田 

保 

幸 

675 
(

一
一･

三) 

の
こ
と
― 

 
 

龍
谷
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
論
叢 

五
六 
 

森
鷗
外
訳
「
ふ
た
夜
」
の
疑
問
表
現
に
つ
い
て 

藤 

田 

保 

幸 

一
三
六 

(

一
一･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

龍
谷
大
学
国
文
学
会 

国
文
学
論
叢 

五
七 

 

引
用
述
語
省
略
説
の
残
映 

藤 

田 

保 

幸 

一
四
九 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

麗
澤
大
学
紀
要 

九
二 

(

一
一･

七) 

言
語
に
お
け
る
ア
ス
ペ
ク
ト
的
意
味
の
表
現 

杉 

浦 

滋 

子 

683 
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  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
三
分
冊
（
語
彙
） 

 

語 

彙 
 

愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要 

人
間 

意
味
分
野
別
語
彙
構
造
分
析
法
に
お
け
る
意
味
コ
ー
ド
の 

田 

島 

毓 

堂 

1 

文
化 

二
七 

(

一
二･

九) 

使
用
法
及
び
分
類
枠
組
に
つ
い
て
の
提
案 

―
単
語
コ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ド
と
語
素
コ
ー
ド
に
よ
る
分
析 

三(

承
前)

― 
 

 

愛
知
県
立
大
学
説
林 

六
〇 

(

一
二･

三) 

特
集 :

 

天
草
版
平
家
物
語
―
原
拠
本
と
日
本
語
の
歴
史 

尾 

崎 

知 

光 
** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
｢

う
ひ
う
ひ
し｣

と｢

よ
だ
け
し｣

の
語
義
に
つ
い
て 

 
 

青
山
学
院
大
学
日
本
文
学
会 

青
山
語
文 

 
数
詞
研
究
四
〇
年 

安 

田 

尚 

道 

一 

四
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
言
語
文
化
研
究
所 

言 

華
奢
攷 

猿 

田 

知 

之 

六 

語
文
化
研
究
所
紀
要 

一
八 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要 

三
五 

(

一
二･

一) 

『
漢
語
和
解
一
覧
』(
明
治
九
年)

の
語
彙
と
そ
の
性
格 

 

大 

橋 

敦 

夫 

一
〇 

 

―
付 

語
彙
索
引
― 

 
 

宇
都
宮
大
学
教
育
学
部
紀
要 

六
二-

一 
 

現
代
日
本
語
「
自
己
実
現
」
の
使
わ
れ
方
に
関
す
る
基
盤 

佐
々
木 

英 

和 

19 
(

一
二･

三) 

的
考
察 

―
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
た
質 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

的
デ
ー
タ
の
分
析
― 

 
 

宇
都
宮
大
学
国
際
学
部
研
究
論
集 

三
四 

 
｢

夜
逃
げ｣｢

二
人
の
な
ら
ず
者｣｢

笑
い
が
こ
み
上
げ
る｣ 

佐
々
木 

一 

隆 

26 
(

一
二･

九) 

―
日
本
語
分
析
へ
の
多
元
的
・
動
的
ア
プ
ロ
ー
チ
― 

 
 

大
阪
観
光
大
学
紀
要 

一
二 

(

一
二･

三) 
｢

フ
ジ
ヤ
マ｣

の
呼
称
の
発
生
か
ら
定
着
に
至
る
過
程
に
つ 

上 

田 

卓 

爾 

31 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
て 

―
富
士
山
は
な
ぜ
「
フ
ジ
ヤ
マ
」
と
呼
ば
れ
る
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
に
な
っ
た
か
― 

 
 

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

国
語
と
教
育 

性
向
語
彙
に
お
け
る
〈
女
性
〉
性
の
原
理
に
関
す
る
考
察 
友 

野 

み
ゆ
き 

*** 
 

三
六 

(

一
一･

三) 

―
大
阪
の
若
者
こ
と
ば
に
お
け
る
性
向
語
彙
の
研
究
よ
り 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

大
阪
教
育
大
学 

学
大
国
文 

五
四 

 

外
来
語
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
受
容
の
諸
相 

井 
上 
博 

文 

35 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
教
育
大
学 

学
大
国
文 

五
五 

 

小
説
の
使
用
語
彙
の
比
較 

野 

浪 

正 
隆 

49 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
国
際
大
学 

国
際
研
究
論
叢 

二
五-

二  

『
時
代
別
国
語
大
辞
典 

室
町
時
代
編
』
の
形
容
詞 

村 

田 

菜
穂
子 
59 

(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前 

川 
 
 

武 
 

大
阪
国
際
大
学 

国
際
研
究
論
叢 

二
六-

一  

『
邦
訳 

日
葡
辞
書
』
の
形
容
詞 

村 

田 

菜
穂
子 

67 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前 

川 
 
 

武 
 

大
阪
府
立
大
学
日
本
言
語
文
化
学
会 

百
舌
鳥 

万
葉
集
に
お
け
る
「
の
る
」
と
「
告
ぐ
」
を
め
ぐ
っ
て 

阪 

上 
 
 

望 

一
七 

国
文 

二
三 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

解
釈
学
会 

解
釈 

五
八-

三
・
四 

(

一
二･

四) 

特
集 :

 

古
代 

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
い
と
ほ
し
」
の 

濱 

橋 

顕 

一 
** 

 

語
に
つ
い
て 

 
 

解
釈
学
会 

解
釈 

五
八-

三
・
四 

(

一
二･

四) 

特
集 :

 

古
代 

万
葉
地
名
の
異
訓
と
歌
枕
表
現
の
展
開 

 

津 

田 

大 

樹 
** 

 

―
ハ
ツ
セ
と
ト
マ
セ
― 

 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
〇 

Lijdend/Passive

の
訳
述
起
原 

斉 

木 

美
知
世 

73 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鷲 

尾 

龍 

一 
 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
〇 

箕
作
麟
祥
訳
『
仏
蘭
西
法
律
書
・
訴
訟
法
』
の
漢
語
訳
語 

南 

雲 

千
香
子 

83 
(

一
二･

三) 

─
法
律
用
語
の
訳
出
傾
向
─ 

 
 

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学 

七 
 

｢

か
ら｣

と｢

か
ば
ね｣ 

―
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
― 

塩 

見 
 
 

優 

三
〇 

(

一
一･

三) 
 

 
 

金
沢
大
学
経
済
学
類 

論
文
集 

二
〇
一
一
年 

｢

こ
ん
な
名
前
な
ら
買
う
！｣

 

―
商
品
の
命
名
に
関
す
る 

王 
 
 

一 

帆 
*** 

度
社
会
言
語
学
演
習
研
究
論
集 

七 
 

日
中
比
較
の
た
め
の
予
備
的
考
察
― 

 
(

一
二･

三) 
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岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要 

教
育
学
部
編 

 

中
世
王
朝
物
語
中
の
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
不
載
語
彙 

 

小 

田 
 
 

勝 

三
六 

五
一 

(

一
二･
二) 

―
『
風
葉
集
』
不
載
の
十
一
作
品
か
ら
― 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

ロ
ド
リ
ゲ
ス
大
文
典
に
お
け
る
語
根
に
つ
い
て 

小
鹿
原 

敏 

夫 

91 

語
国
文 

八
一-

二 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 
｢

住
み
な
す｣

考 

―
隠
遁
的
住
居
の
憧
憬
― 

稲 

田 

利 

徳 

四
一 

語
国
文 

八
一-

四 
(

一
二･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

京
都
大
学
大
学
院 

歴
史
文
化
社
会
論
講
座
紀 

国
文
学
作
品
か
ら
見
た
日
本
の
も
み
じ
観
と
そ
の
成
立
過 

西 

尾 

理 

恵 

五
二 

要 

八 
(

一
一･

二) 

程 
 

 

杏
林
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

二
三 

 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
外
来
語
の
浸
透 

―
外
来
語
系
形 

玉 

村 

禎 

郎 

99 
(

一
一･

三) 
容
動
詞(

ナ
形
容
詞)

と
接
尾
辞
「 -

 

さ
」
の
結
合
― 

 
 

杏
林
大
学
研
究
報
告 

教
養
部
門 

二
八 

 

言
語
と
記
憶 

―
語
の
属
性
と
記
憶
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
― 

玉 

村 

禎 

郎 

104 
(

一
一･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

金
城
学
院
大
学
論
集 

人
文
科
学
編 

九-

一  

オ
ノ
マ
ト
ペ
に
よ
る
色
彩
印
象 

牧 

野 

暁 

世 

109 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要 

人
文
・
社
会
科
学 

漢
語
サ
変
動
詞
の
意
味
・
用
法
の
記
述
的
研
究 

―
「
衝 

小 

林 

英 

樹 

114 

編 

六
一 

(

一
二･

二) 

突(

す
る)

」
、
「
激
突(
す
る)

」
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
五 

 

日
本
語
感
覚
動
詞
の
特
徴 
―
生
理
的
現
象
か
ら
言
語
表 

関 

口 

美 

緒 

118 
(

一
二･

七) 

出
へ
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
え
る
― 

 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
五 

 
｢

こ
ん
に
ち
は｣

の
履
歴
書 

遊
里
言
葉
か
ら
代
表
的
あ
い 

倉 

持 

益 

子 

125 
(

一
二･

七) 

さ
つ
言
葉
へ 

 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
五 

 

レ
シ
ー
ト
の
数
字
情
報
と
レ
ジ
ス
タ
ー
に
関
す
る
語
彙 

 

矢 

崎 

祥 

子 

131 
(

一
二･

七) 

―
レ
ジ
ス
タ
ー
の
歴
史
と
社
会
の
動
き
― 

 
 

皇
学
館
大
学
人
文
学
会 

皇
学
館
論
叢 

 
｢

す
が
す
が
し｣

の
研
究 

村 

田 
 
 

直 

六
一 

四
四-

二 
(

一
一･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
戸
女
子
大
学
文
学
部
紀
要 

四
五 

 

尺
牘
資
料
『
玉
堂
尺
牘
彙
書
』
に
お
け
る
助
数
詞(

量
詞) 
三 
保 

忠 

夫 

六
九 

(

一
二･

三) 

の
考
察 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
一  

特
集 :

 

古
事
記
研
究
の
現
在 

古
事
記
難
語
試
解 
 

瀬 

間 
正 

之 
** 

(

一
一･

一
一) 

―
〈
百
済
＝
倭
〉
漢
字
文
化
圏
の
観
点
か
ら
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
一  

特
集 :

 

古
事
記
研
究
の
現
在 

｢

し
な
だ
ゆ
ふ｣

考(

『
古 

山 

口 

佳 

紀 
** 

(

一
一･

一
一) 

事
記
』
四
二
番
歌
謡) 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
三-

四 
 

訓
読
の
連
語
「
ず
ん
ば
あ
ら
ず
」
と
、
そ
の
周
辺 

中 

村 

幸 

弘 

七
七 

(

一
二･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
三-

六 
 

中
世
室
町
期
に
お
け
る
「
ね
ま
る
」
の
意
味
・
用
法 

山 

本 

佐
和
子 

八
三 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

三 
 

｢

相
ま
っ
て｣

に
関
す
る
一
考
察 

―
マ
イ
ナ
ス
要
素
を
含 

吉 

田 

潤 

子 

139 
(

一
二･

三) 

む
用
例
に
着
目
し
て
― 

 
 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

三 
 

｢

継
続｣

と｢

続
行｣

に
つ
い
て 

孔 
 
 

徳 

淮 

147 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

三 
(

一
二･

五) 

複
合
動
詞
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
の
た
め
の
付
与
情
報 

神 

崎 

享 

子 

155 
 

四
国
大
学
紀
要 

三
六 

(

一
一･

一
二) 

堀
辰
雄
『
美
し
い
村
』
『
風
立
ち
ぬ
』
の
副
助
詞
バ
カ
リ 

田 

中 

敏 

生 

九
一 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
ダ
ケ 

─
昭
和
十
年
前
後
に
お
け
る
役
割
分
担
の
一
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

例
─ 

 
 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
言
語
文
化
学
会 

 

昭
和
一
〇
年
代
の
国
語
学
・
国
語
教
育
・
日
本
語
教
育
専 

新 

野 

直 

哉 

164 

言
語
文
化
研
究 

一
一 

(

一
二･

三) 

門
誌
に
見
ら
れ
る
言
語
規
範
意
識 

―
副
詞〝
と
て
も
〟・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

ら
抜
き
言
葉｣

な
ど
に
つ
い
て
― 

 
 

実
践
国
文
学
会 

実
践
国
文
学 

八
〇 

 

『
古
今
和
歌
集
男
性
特
有
表
現
一
覧(

改
訂
版)

』 
 

近 

藤 

み
ゆ
き 

171 
(

一
一･

一
〇) 

―N
-gram

 

分
析
に
よ
る
古
典
研
究
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ 

 
 

か
ら
― 
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実
践
女
子
短
期
大
学
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

定
型
句
類
の
下
位
分
類
と
辞
典
で
の
扱
い 

―
国
語
辞
典 

大 

塚 

み 

さ 

182 

ョ
ン
学
科 
歌
子 

二
〇 

(

一
二･

三) 

・
学
習
者
用
英
英
辞
典
の
比
較
を
通
し
て
― 

 
 

至
文
堂 

国
文
学 
解
釈
と
鑑
賞 

七
六-

八  

歌
枕
の
変
容 

駒
迎
と
羈
旅 

木 

村 

尚 

志 

一
〇
二 

(

一
一･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

昭
和
女
子
大
学 

学
苑 
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー 

日
本
語
に
お
け
る
「
も
の
」
の
根
源
的
概
念 

井 

原 

奉 

明 

189 

シ
ョ
ン
紀
要 

八
四
六 

(

一
一･
四) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

白
百
合
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 
国
文
白
百 

平
安
時
代
の
物
語
作
品
に
お
け
る
幼
さ
の
表
現 

 

玉 

木 

紗
也
香 

一
〇
六 

合 

四
二 

(

一
一･

三) 

―｢

い
と
き
な
し｣

｢

い
と
け
な
し｣

― 
 

 

神
道
史
研
究 

六
〇-

一 
(

一
二･

四) 
｢

か
ぐ
ら｣

・｢

け
が
れ｣

の
語
構
成
的
意
味
論 

若 

井 

勲 

夫 

一
一
〇 

 

成
城
国
文
学
会 

成
城
国
文
学 

二
八 

 
字
音
接
辞
〈
化
〉
の
論 

工 

藤 

力 

男 

一
二
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

成
城
大
学
文
芸
学
部 

成
城
文
芸 

二
一
八 

 

き
ら
や
か
銀
行 

―
日
本
語
雑
記
・
十
― 

工 

藤 

力 

男 

一
二
九 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

成
城
大
学
文
芸
学
部 

成
城
文
芸 

二
一
九 

 

む
か
し
・
い
に
し
え 

―
日
本
語
雑
記
・
拾
遺
― 

工 

藤 

力 

男 

一
三
五 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

芭
蕉
「
清
水
」
考 

―
雑
の
言
葉
と
季
語
と
― 

野 

村 

亞 

住 

一
四
二 

二
〇
一 

(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

専
修
大
学
学
会 

専
修
人
文
論
集 

九
一 

 

『
西
国
立
志
編
』
の
逆
字
順
二
字
漢
語(

二) 

鈴 

木 

丹
士
郎 

一
四
九 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

『
西
国
立
志
編
』
解
題
・
第
十
一
編(

一
章
～
二
十
六
章) 

鈴 

木 

丹
士
郎 

* 

国
文 

九
〇 

(

一
二･

一) 

本
文
及
び
語
彙
索
引
稿 

松 

本 
 
 

守 
 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

『
西
国
立
志
編
』
解
題
・
第
十
一
編(

二
十
七
章
～
四
十
三 

鈴 

木 

丹
士
郎 

* 

国
文 

九
一 

(

一
二･

九) 

章)

本
文
及
び
語
彙
索
引
稿 

松 

本 
 
 

守 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大 

比
喩
表
現
と
し
て
の
助
数
詞 
緒 

方 

隆 

文 

195 

学
部
紀
要 

七 
(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
筑
紫
女
学
園
大
学
短
期
大 

外
来
語｢

ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー｣

再
考 

―
用
語｢

考
古
学｣ 

大 
津 

忠 

彦 

202 

学
部
紀
要 

七 
(

一
二･

一) 

発
現
初
期
の
様
相
― 

 
 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 

コ
ー
パ
ス
に
見
る
類
義
表
現 :

 ｢

気
が
つ
く｣

と｢

気
づ
く｣ 

杉 

本 
 
 

武 

209 

・
言
語
専
攻 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

 
 

 

六
二 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
論
考 

『
興
福
寺
本
日
本
霊
異
記
』
上
巻
第
十
九
縁
「

」
字
の 

髙 

橋 

宏 

幸 
一
六
二 

 

四
七 

(

一
一･

三) 

訓
釈
・
続
貂 

―｢

モ
ド
ラ
ス｣

考
― 

 
 

東
海
大
学
紀
要 

外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

 

食
物
と
し
て
の
言
葉 

吉 

本 
 
 

一 

217 

三
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
一 

(

一
一･

九) 

漢
語｢

 -
 

な｣

型
形
容
詞
の
伸
張 

―
日
本
語
へ
の
同
化
― 

永 

澤 
 
 

済 

224 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

複
合
語
に
見
ら
れ
る
間
接
的
な
受
身
的
関
係
に
つ
い
て 

斎 

藤 

倫 

明 

一
六
六 

八
八-

一 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

『
伊
勢
物
語
』
読
解
・
三
題 

山 

口 

佳 

紀 

一
七
三 

八
九-

二 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 
 

｢

も
の
い
ふ｣

の
本
義
に
つ
い
て 

―
資
料
と
し
て
の
古
俳 

河 

村 

瑛 

子 
*** 

八
九-

六 
(

一
二･

六) 

諧 
 

 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

漢
語
の
意
味
変
化
と
新
語
の
発
生 

―｢

篇｣

を
造
語
要
素 

高 

橋 

久 

子 

一
七
九 

八
九-

九 
(

一
二･

九) 

と
す
る
諸
語
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

コ
ハ
シ(

怖)

の
成
立
と
展
開 

―
中
世
か
ら
近
世
前
期
上 

小 

林 

賢 

次 

一
八
七 

八
九-

一
〇 

(

一
二･

一
〇) 

方
語
ま
で
― 

 
 

東
京
大
学
国
文
学
論
集 

六 
(

一
一･

三) 

閑
居
友
の
結
縁
意
識 

野 

本 

東 

生 

一
九
五 

 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系
一 

 

ハ
ワ
イ
に
残
る
日
本
語 

―｢

お
ご｣

を
一
例
に
― 

島 

田 

め
ぐ
み 

239 

六
三 

(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高 

橋 

久 

子 



(49-3) 
15 

東
京
学
芸
大
学
国
語
国
文
学
会 

学
芸
国
語
国 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
外
来
語
の
品
詞
性
に
つ
い
て 

北 

澤 
 
 

尚 

二
〇
三 

文
学 

四
四 

(
一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
工
業
大
学
Ｆ
Ｌ
Ｃ
言
語
文
化
研
究
会 

Ｆ 
Ellipsis of W

ord Parts in Japanese 
ISH

IH
A

RA Yuki 
 

243 

Ｌ
Ｃ
言
語
文
化
論
集 

PO
LY

PH
O

N
IA

 
3 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
女
子
大
學
日
本
文
學 

一
〇
七 

 

源
氏
物
語
の
天
体
描
写
に
つ
い
て 

山 

澤 

茉 

莉 

二
一
〇 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会 

都
大
論
究 

 

『
万
葉
集
』
の｢

池｣
 

―
記
紀
・
風
土
記
の
作
ら
れ
る｢

池｣ 

佐 

竹 

美 

穂 

二
二
二 

四
八 

(

一
一･

六) 

と
の
比
較
か
ら
― 

 
 

同
志
社
女
子
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要 

 
｢

電
気｣

と
い
う
言
葉 

―
気
の
思
想
に
よ
る
エ
レ
キ
テ
ル 

吉 

野 

政 

治 

二
二
八 

二
九 

(

一
二･

三) 
の
理
解
― 

 
 

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

 

名
詞
と
尺
度
的
形
容
詞
類
の
共
起
頻
度
の
推
移 

―
国
会 

服 

部 
 
 

匡 

256 

一
二 

(

一
二･

三) 

会
議
録
の
デ
ー
タ
か
ら
― 

 
 

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
紀
要 

コ 
O

n the D
istribution of the Interpretations of the  

Tadashi B
aika 

 

262 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
研
究 

一
二 

(

一
一･

三) 
te-iru C

onstruction in Japanese 
 

 

徳
島
大
学
総
合
科
学
部 

言
語
文
化
研
究 

 

平
安
後
期
の
「
こ
と
な
し
ぶ
」
と
そ
の
派
生
語
の
検
討 

 

堤 
 
 

和 

博 

二
三
五 

二
〇 

(

一
二･

一
二) 

―
付
・
異
文
「
こ
と
な
ら
ふ
」
と
そ
の
派
生
語
― 

 
 

中
村
学
園
大
学
・
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部 

和
製
英
語
は
ど
こ
ま
で
理
解
さ
れ
る
か 

―
現
地
（
ニ
ュ 

山 

根 

一 

文 

276 

研
究
紀
要 

四
四 

(

一
二･

三) 

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
調
査
報
告(

四)
― 

 
 

名
古
屋
大
学
文
学
部
日
本
語
学
・
言
語
学
研
究 

上
代
日
本
語
の
動
詞
連
接
「
ト
リ -

 

」
に
つ
い
て 

阿 

部 
 
 

裕 

281 

室 
N

agoya Linguistics(

名
古
屋
言
語
研
究) 

―
複
合
動
詞
の
存
否
を
中
心
に
― 

 
 

五 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 

類
義
語
ミ
ア
ヤ
マ
ル
・
ミ
マ
チ
ガ
エ
ル
の
意
味
分
析 

鷲 

見 

幸 

美 

288 

言
語
文
化
論
集 

三
二-

二 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 

コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
複
合
動
詞
「
Ｖ
１ -

 

果
て
る
」
の 
杉 

村 
 
 

泰 

295 

言
語
文
化
論
集 

三
三-

二 
(

一
二･

二) 

意
味
分
析 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科 

 

コ
ー
パ
ス
を
利
用
し
た
複
合
動
詞
「
Ｖ
１ -

 

通
す
」
の
意 

杉 
村 

 
 

泰 

303 

言
語
文
化
論
集 

三
四-

一 
(

一
二･

一
〇) 

味
分
析 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
日 

『
懐
風
藻
』
山
林
隠
逸
詩
か
ら
『
古
今
集
』
「
山
里
」
歌
へ 

田 
 
 

云 
明 

310 

本
言
語
文
化
専
攻 

言
葉
と
文
化(Issues in 

 
 

 
Language and C

ulture) 

一
二 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
日 

｢

憎
い｣

と｢

憎
ら
し
い｣

に
関
す
る
考
察 

石 

黒 

利
江
子 

*** 

本
言
語
文
化
専
攻 

言
葉
と
文
化(Issues in 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Language and C

ulture) 

一
三 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
日 

移
動
動
詞
「
お
ち
る
」
の
意
味
分
析 

太 

田 

真
由
美 

*** 

本
言
語
文
化
専
攻 

言
葉
と
文
化(Issues in

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Language and C

ulture) 

一
三 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
附
属
日
本
近 

特
集 :

 

文
化
の
越
境
と
翻
訳 

英
華
辞
典
と
英
和
辞
典
と 

陳 
 
 

力 

衛 
** 

現
代
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー 

JunC
ture 

超
域 

の
相
互
影
響 

―
二
〇
世
紀
以
降
の
英
和
辞
書
に
よ
る
中 

 

的
日
本
文
化
研
究 

三 
(

一
二･

三) 

国
語
へ
の
語
彙
浸
透
を
中
心
に
― 

 
 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集 

一
一 

 

日
本
語
母
語
話
者
の
名
前
の
性
別
判
断
能
力
に
つ
い
て 

六 

川 

雅 

彦 

319 
(

一
一･

三) 

―
実
在
す
る
名
前
を
使
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
― 

 
 

南
山
大
学
日
本
文
化
学
科
論
集 

一
二 
 

日
本
語
非
母
語
話
者
の
日
本
人
の
名
前
の
性
別
判
断
能
力 

六 

川 

雅 

彦 

323 
(

一
二･

三) 

に
つ
い
て 

―
実
在
す
る
名
前
を
使
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

査
― 

 
 

日
欧
比
較
文
化
研
究
会 

日
欧
比
較
文
化
研
究 

ぼ
か
し
効
果
の
「
的
」 

梅 

田 

紘 

子 

328 
 

一
六 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

探
求
！
け
も
の
命
名
学 

中 

川 

安 

奈 
*** 

 

一
六 

(

一
二･

七) 
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日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部 

六
〇 

 

日
本
語
の
親
族
呼
称
・
人
称
詞
に
見
る
自
己
と
他
者
の
位 

藤 

井 

洋 

子 

335 
(

一
一･

三) 

置
づ
け 

―
相
互
行
為
の
「
場
」
に
お
け
る
文
化
的
自
己 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観
の
考
察
― 

 
 

日
本
女
子
大
学
紀
要 
文
学
部 

六
一 

 

新
聞
コ
ー
パ
ス
に
お
け
る
二
字
漢
語
動
名
詞
の
動
詞
的
・ 

田 

辺 

和 

子 

342 
(

一
二･

三) 

名
詞
的
ふ
る
ま
い
に
つ
い
て 

中 

條 

清 

美 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

船 

戸 

は
る
な 

 

日
本
女
子
大
学
大
学
院
の
会 

会
誌 
三
〇 

 

Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｗ
Ｊ
長
単
位
情
報
に
基
づ
く
形
状
詞
の
語
構
成
の 

冨
士
池 

優 

美 

349 
(

一
一･

三) 

分
析 

 
 

日
本
地
理
学
会 

地
理
学
評
論 

八
五-

二 
 

長
崎
県
平
戸
島
に
お
け
る
筆
名
の
命
名
原
理
と
空
間
単
位 

今 

里 

悟 

之 

354 
(

一
二･

三) 

―
認
知
言
語
学
と
の
接
点
― 

 
 

日
本
文
学
協
会 

日
本
文
学 

六
一-

六 
 

古
代
の
歌
こ
と
ば
「
イ
ザ
コ
ド
モ
」
に
つ
い
て 

保 

坂 

秀 

子 

二
五
一 

(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
歴
史
言
語
学
会 

歴
史
言
語
学 

一 
 

ego

と
ワ
タ
ク
シ 

堀 

井 

令
以
知 

364 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文 

｢

や
っ
ぱ
り｣

とʻafter allʼ
 :

 

日
本
語
の
主
体
的
表
現
と
英 

加 

納 

麻
衣
子 

366 

学
会 

清
心
語
文 

一
三 

(

一
一･

九) 

語
対
応
表
現
の
示
す
認
識 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文 

古
語
「
か
な
し
」
に
つ
い
て
の
考
察 

滝 

口 

美 

穂 

二
五
六 

学
会 

清
心
語
文 

一
四 

(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文 

主
体
的
表
現
「
や
は
り
／
や
っ
ぱ
り
」
の
成
立 :

 

近
現
代 

加 

納 

麻
衣
子 

373 

学
会 

清
心
語
文 

一
四 

(

一
二･

九) 

の
日
本
語
辞
書
の
意
味
記
述
検
討
を
通
し
て 

 
 

梅
花
女
子
大
学
文
化
表
現
学
部
紀
要 

八 
 

｢

物
越
し｣

考 

─
源
氏
物
語
の
関
係
表
現
─ 

中 

川 

正 

美 

二
六
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

ム
レ
攷 

金 
 
 

泳 

和 

379 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
五 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究
学
会 

万
葉
集
の｢

声｣ 

―
海
人
の
呼
び
声
― 
近 
藤 

健 

史 

389 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
五 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

一
橋
大
学
国
際
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

二 
 

現
代
日
本
語
に
お
け
る
家
族
か
ら
呼
ば
れ
る
と
き
の
呼
称 

ア
ザ
ム
・ 

395 
(

一
一･

七) 
 

セ
ペ
フ
リ
バ
デ
ィ 

 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

平
安
時
代
和
文
に
お
け
る
「
ほ
こ
る
」
と
「
お
ご
る
」 

土 

居 

裕
美
子 
二
六
九 

二
一
二 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

日
本
人
大
学
生
と
ト
ル
コ
人
大
学
生
の
個
別
外
来
語
に
対 

ト
ク
ソ
ズ
、 

*** 

二
一
三 

(

一
二･

三) 

す
る
受
容
意
識
に
つ
い
て 

 
 
 

レ
ベ
ン
ト 

 

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学 

二
一 

 

山
上
憶
良
と｢

子｣ 

―
挽
歌｢

男
子
名
は
古
日
に
恋
ふ
る 

李 
 
 

暁 

梅 

二
七
七 

(

一
一･

七) 

歌
」
の
一
考
察
― 

 
 

広
島
女
学
院
大
学
大
学
院
言
語
文
化
論
叢 

 

外
来
語
「
リ
ア
ル
な
」
「
リ
ア
ル
に
」
の
語
義
の
変
遷 

渡 

邊 

ゆ
か
り 

403 

一
五 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

広
島
文
教
女
子
大
学
国
文
学
会 

文
教
国
文
学 

『
仮
名
貞
観
政
要
』
の
和
訳
語
に
つ
い
て 

橋 

村 

勝 

明 

二
八
四 

 

五
六 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
紀
要 

四
七 
 

将
棋
の
用
語 

―
気
づ
か
な
い
位
相
語
と
そ
の
用
法
の
成 

勝 

田 

耕 

起 

421 
(

一
二･

三) 

立
― 

 
 

福
岡
国
際
大
学
紀
要 

二
五 

(

一
一･

三) 

日
本
語
教
育
史
に
お
け
る
入
門
期
教
科
書
の
基
礎
語
彙
Ⅰ 

占 

部 

匡 

美 

428 
 

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌 

八
五 

 

『
日
葡
辞
書
』
に
お
け
る
「
た
い
せ
つ(

大
切)

」
の
類
義 

漆 

﨑 

正 

人 

二
八
九 

(

一
一･

一
一) 

語
に
つ
い
て 

 
 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会 

京
都
語
文 

一
八 

古
代
の
ア
サ
ガ
ホ 

─
朝
顔
、
桔
梗
、
槿
、
昼
顔
、
の
あ 

田 

中 

み
ど
り 

二
九
四 

(

一
一･

一
一) 

さ
が
お
説
の
検
討 

 
 

文
京
学
院
大
学
外
国
語
学
部 

文
京
学
院
短
期 

語
頭
濁
音
語
を
派
生
さ
せ
る
接
頭
語
に
つ
い
て 

鈴 

木 
 
 

豊 

432 

大
学
紀
要 

一
〇 

(

一
一･

二) 

―｢

ド -
 ｣
｢

ブ -
 ｣
｢

ブ
チ -

 ｣

を
中
心
に
― 
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文
芸
談
話
会 
古
典
文
芸
論
叢 

三 
 

『
莠
句
冊
』
と
『
康
煕
字
典
』(

一) 

髙 

橋 

清 

久 

三
〇
九 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

文
献
探
究
の
会 
文
献
探
究 

五
〇 

 

本
邦
文
献
に
見
ら
れ
る
漢
語
「
迷
惑
」
の
受
容 

 

張 
 
 
 
 

愚 

三
一
七 

(

一
二･

三) 

―
上
代
か
ら
中
世
前
期
ま
で
の
用
例
を
中
心
に
― 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 
｢

～
的｣

に
関
す
る
一
考
察 

墺 
 
 

園 

元 

442 

一
二 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

北
海
道
教
育
大
学 

人
文
論
究 

八
一 

 
｢

電
子
メ
ー
ル｣

と
そ
の
競
合
的
同
義
語
の
選
択
に
関
わ
る 

福 

田 
 
 

薫 

449 
(

一
二･

三) 

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析(

一) 
 

 

武
蔵
野
大
学
文
学
部
紀
要 

一
二 

(

一
一･

三) 

日
本
武
尊
伝
承
の
創
出 

―
武
蔵
国
号
神
社
、
武
甲
山
蔵 

入 

江 

英 

弥 

三
二
三 

 
王
権
現
の
由
来
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

武
蔵
野
学
院
大
学
大
学
院
研
究
紀
要 

五 
 

漢
文
訓
読
語
と
和
文
脈
語 

―
動
詞｢

消(

け)

つ｣

と｢

消 

坂 

詰 

力 

治 

三
三
一 

(

一
二･

六) 
(

け)
す｣
の
場
合
― 

 
 

明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集 

二
四 

 

美
化
語
「
お
」
の
循
環
過
程
と
幼
児
語
の
「
お
」 

井 

上 

史 

雄 

456 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

明
治
大
学
日
本
文
学 

三
八 

(

一
二･

三) 
｢

宇
宙｣

の
語
源
と
語
義
の
変
遷 

―
古
代
中
国
語
と
近
代 

金 

木 

利 

憲 

三
三
六 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

科
学
用
語
の
接
点 

 
 

明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

カ 

『
和
英
語
林
集
成
』
に
み
る
地
理
用
語
の
訳
定 

齋 

藤 

元 

子 

465 

ル
チ
ュ
ー
ル 

五-

一 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

安
田
女
子
大
学
紀
要 

三
九 

(

一
一･

二) 
｢

頑
張
る｣

に
お
け
る
構
造
と
変
化 

川 

岸 

克 

己 

470 
 

安
田
女
子
大
学
紀
要 

三
九 

(

一
一･

二) 
｢

学
習
指
導
要
領
研
究
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

の
作
成
と
そ
の
活 

中 

島 

正 

明 

475 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用(

一) 
 

 

横
浜
国
大
国
語
研
究 

二
九 

(

一
一･

三) 

近
代
日
本
語
に
お
け
る
西
洋
音
楽
用
語
の
流
入
と
定
着
の 

伊 

藤 

和 

晃 

482 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

様
相 

―
洋
楽
専
門
書
と
『
広
辞
林
』
を
中
心
に
― 

 
 

立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢 

一
二 

 

副
詞
「
多
分
」
の
史
的
変
遷
を
め
ぐ
っ
て 
李 

 
 

知 

殷 

三
四
四 

(

一
二･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
教
大
学
大
学
院
日
本
文
学
論
叢 

一
二 

 
｢

あ
そ
ば
せ
こ
と
ば｣

に
つ
い
て 

―
明
治
期
の
文
学
作
品 

高 
澤 
信 

子 

三
五
一 

(

一
二･

八) 

を
中
心
に
― 

 
 

立
正
大
学
国
語
国
文 

四
九 

(

一
一･

三) 

オ
モ
ロ
の
対
句
表
現
か
ら
み
る
神
女 

中 

込 

翔 
子 

三
五
五 

 

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー 

ポ
リ 

The Linguistic Integration of English B
orrow

ings  
O

ng Shyi N
ian

 
 

492 

グ
ロ
シ
ア(Polyglossia) 

二
一 

 
in M

odern Japanese 
R

odney C
.  

(

一
一･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

Jubilado
 

   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
四
分
冊
（
文
章･

文
体
・
音
声･

音
韻
） 

 

一 

文
章
・
文
体 

 

愛
知
淑
徳
大
学
国
語
国
文 

三
四 

(
一
一･

三) 
｢

一
人
見
て｣

と
い
う
表
現 

岩 

下 

紀 

之 

一 
 

愛
知
淑
徳
大
学
論
集 

メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
デ
ュ
ー 

｢

文
章
＝
世
界｣

を
生
き
る
中
学
生
た
ち 

─
『
中
学
世
界
』 

永 

井 

聖 

剛 

一
二 

ス
学
部
篇 

一 
(

一
一･

三) 

か
ら
『
文
章
世
界
』
へ
の
移
行
─ 

 
 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

八 
  

江
戸
時
代
前
期
の
噺
本
に
現
れ
た
「
ご
ざ
る
」 

三 

原 

裕 

子 

1 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
教
育
大
学 

学
大
国
文 

五
四 

 

藤
沢
周
平
「
蝉
し
ぐ
れ
」
に
お
け
る
剣
技
の
描
写
に
つ
い 

野 

浪 

正 

隆 

11 
(

一
一･

三) 

て 
 

 

大
妻
女
子
大
学
紀
要 

文
系 

四
四 

 
｢

文
章
表
現｣
指
導
内
容
再
考
の
た
め
の
一
考
察 

 

中 

尾 

桂 

子 

20 
(

一
二･

三) 

―
学
生
の
語
彙
量
、
記
述
上
の
形
式
的
規
則
に
見
ら
れ
る 

柴 

田 
 
 

実 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問
題
点
の
観
察
を
も
と
に
― 

中 

谷 

由 

郁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平 

林 

一 

利 
 

大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会 

大
妻
国
文 

四
三 

国
語
・
国
文
学
論
文
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
性
判
断
の 

中 

尾 

桂 

子 

29 
(

一
二･

三) 

指
標 

 
 

岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会 

岡
大
国
文
論 

『
播
磨
国
風
土
記
』
の
「
南
毘
都
麻
」
に
つ
い
て 

大 

坪 

併 

治 

二
一 

稿 

三
九 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文 

 

『
連
歌
新
式
追
加
並
新
式
今
案
等
』
解
釈
上
の
問
題
点 

生 

田 

慶 

穂 

二
三 

一
一
五 

(

一
一･

七) 

―
式
目
か
ら
わ
か
る
こ
と
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
― 

 
 

お
茶
の
水
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文 

 

レ
シ
ピ
の
文
体
に
関
す
る
研
究 

―
雑
誌
『
主
婦
の
友
』 

原 

田 
 
 

彩 

42 

一
一
七 

(

一
二･

七) 

の
料
理
記
事
を
対
象
に
― 

 
 

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌 

五
五 

  

新
聞
折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
み
ら
れ
る
体
験
談
に
お
け
る 
大 
谷 

鉄 

平 

48 
(

一
二･

三) 
｢

半
信
半
疑｣

の
存
在
意
義 

 
 

金
沢
大
学
経
済
学
部 

論
文
集 

二
〇
一
〇
年 

｢

お
見
通
し｣

発
言
と
そ
の
翻
訳 

西 

嶋 
義 

憲 

55 

度
社
会
言
語
学
演
習
研
究
論
集 

六 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

関
東
学
院
大
学 

人
文
科
学
研
究
所
報 

三
四 

ミ
シ
ェ
ル
・
ド
ゥ
ギ
ー
の｢com

m
e

の
詩
学｣

序
説 

 

郷 

原 

佳 

以 
65 

(

一
一･

三) 

―
ド
ゥ
ギ
ー
／
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
論
争(

一) 
 

 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学 

三
〇 

  
｢

や
ま
な
し｣

論 

―
賢
治
童
話
の
起
源
― 

大 

沢 

正 

善 

二
八 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

共
立
女
子
大
学 

文
學
藝
術 

三
五 

 

う
つ
す(

映
・
写
・
移) 

―
〈
村
上
春
樹
〉
と
『
神
の
子
ど 

は
ん
ざ
わ 

** 
(

一
一･

七) 

も
た
ち
は
み
な
踊
る
』
と
メ
タ
フ
ァ
ー
― 

 
 
 

か
ん
い
ち 

 

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会 

国
語
国
文 

宣
長
は
笑
う 

―｢

詞
の
い
き
ほ
ひ｣

か
ら
俗
語
訳
の
文
体 

塚 

本 

泰 

造 

三
七 

学
研
究 

四
七 

(

一
二･

二) 

生
成
を
探
る
― 

 
 

静
岡
県
立
大
学 

国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究 

大
学
生
の
読
書
経
験
と
文
章
理
解
力
の
関
係 

澤 

崎 

宏 

一 

74 
 

一
〇-

二 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
言
語
文
化
学
会 

 
｢

羅
生
門｣

の
本
文
異
同
に
つ
い
て 

田 

貝 

和 

子 

四
五 

言
語
文
化
研
究 

一
〇 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

実
践
国
文
学
会 

実
践
国
文
学 

八
〇 
 

尾
崎
紅
葉
の
文
体
意
識 

木 

川 

あ
づ
さ 

84 
(

一
一･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

実
践
国
文
学
会 

実
践
国
文
学 

八
〇 

 

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
形
態
素
解
析 

―
関
西
フ
ォ
ー
ク
と 

棚 

田 

輝 

嘉 

92 
(

一
一･

一
〇) 

一
般
フ
ォ
ー
ク
の
比
較
― 

山 

内 

博 

之 
 

実
践
国
文
学
会 

実
践
国
文
学 

八
一 

 

ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
歌
詞
の
分
析 

―
フ
ォ
ー
ク
ソ 

棚 

田 

輝 

嘉 

107 
(

一
二･

三) 

ン
グ
的
特
徴
の
喪
失
― 

山 

内 

博 

之 
 

至
文
堂 

国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

七
六-

五  

枕
詞
の
古
代
性
を
ど
う
見
る
か 

大 

浦 

誠 

士 

四
九 

(

一
一･

五) 
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至
文
堂 
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞 

七
六-

八  

仮
名
散
文
の
創
出 

―
古
今
集
仮
名
序
を
め
ぐ
っ
て 

渡 

辺 

秀 

夫 

五
三 

(

一
一･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

島
大
国
文 

三
三 

(
一
一･

三) 

宮
沢
賢
治
・《
文
語
詩
稿
》
生
成
の
一
面 

―
『
歌
稿
〔
Ｂ
〕』 

島 

田 

隆 

輔 

五
八 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
か
か
わ
っ
て
― 

 
 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

新
聞
紙
面
と
新
聞
記
事
デ
ー
タ
集
の
相
違
に
つ
い
て 

長
谷
川 

守 

寿 

119 

／
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部 
人
文
学
報 

日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
語
教
育
学 

四
四
三 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

｢

姉
小
路
式｣

に
お
け
る
修
辞
表
現
に
つ
い
て 

劉 
 
 

志 

偉 

六
五 

／
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部 

人
文
学
報 
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
語
教
育
学 

四
五
八 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

｢
姉
小
路
式｣

に
お
け
る
歌
末
へ
の
関
心 

劉 
 
 

志 

偉 

七
四 

／
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部 

人
文
学
報 

日 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

本
語
教
育
学 

四
五
八 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
越
教
育
大
学
研
究
紀
要 

三
〇 

(

一
一･

二) 

絵
本
『
ご
ん
ぎ
つ
ね
』
の
ス
タ
イ
ル
と
マ
ル
チ
モ
ダ
リ
テ 

野 

村 

眞
木
夫 

132 
 

ィ 

畔 

上 

歩 

美 
 

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要 

二
八 

(

一
一･

三) 

二
葉
亭
四
迷
『
あ
ひ
ゞ
き
』
初
訳
・
改
訳
に
お
け
る
文
章 

服 

部 
 
 

隆 

八
二 

 

展
開 

―
節(C

lause)
を
用
い
た
文
体
分
析
の
試
み(

三) 
 

― 
 

 

上
智
大
学
国
文
学
科
紀
要 

二
九 

(

一
二･

三) 

嵯
峨
の
屋
お
む
ろ
「
薄
命
の
す
ゞ
子
」
の
「
で
あ
る
」
体 

服 

部 
 
 

隆 

九
九 

 

―
節(C

lause)

を
用
い
た
文
体
分
析
の
試
み(

四)

― 
 

 

成
蹊
大
学 

成
蹊
国
文 

四
四 

(

一
一･

三) 

隠
喩
と
提
喩
の
境
界
事
例
に
つ
い
て 

森 
 
 

雄 

一 

139 
 

成
蹊
大
学 

成
蹊
国
文 

四
五 

(

一
二･

三) 

『
風
立
ち
ぬ
』
に
お
け
る
「
客
体
化
」
表
現
を
め
ぐ
っ
て 

森 
 
 

雄 

一 

144 
 

成
城
国
文
学
会 

成
城
国
文
学 

二
七 

  

ツ
ツ
ア
ル
の
歴
史
的
展
開 

―
文
体
差
に
着
目
し
て
― 

竹 

内 

史 

郎 

一
一
五 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

成
城
国
文
学
会 

成
城
国
文
学 

二
七 

  

『
土
佐
日
記
』
解
釈
の
諸
問
題 
妹 

尾 

昌 

典 

一
二
一 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

『
源
氏
物
語
』
現
代
語
訳
に
お
け
る
和
歌
の
翻
訳 

 

中 
 
 

周 

子 

一
三
二 

二
〇
二 

(

一
二･

三) 

―
与
謝
野
晶
子
か
ら
田
辺
聖
子
へ
― 

 
 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

上
代
散
文
の
文
体
に
つ
い
て 

―
和
漢
混
淆
文
前
史
― 

小 

谷 

博 
泰 

一
三
八 

二
〇
三 

(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

創
価
大
学
別
科
紀
要 

二
一 

(

一
一･

三) 

日
本
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
表
現
を
通
し
て
見
る
〈
抒
情
〉
と 

鈴 

井 

宣 

行 
149 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
化
の
翻
訳 

―
『
伊
豆
の
踊
子
』
に
見
る〝
表
現
の
美
学
〟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部 

人
間
文
化 

メ
タ
フ
ァ
ー
・
シ
ミ
リ
・
メ
ト
ニ
ミ
ー
・
シ
ネ
ク
ド
キ 

緒 

方 

隆 

文 

164 

研
究
所
年
報 

二
二 

(

一
一･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
央
学
院
大
学
人
間
・
自
然
論
叢 

三
二 

  

感
覚
表
現
と
サ
ス
ペ
ン
ス 

―
宮
部
み
ゆ
き
「
殺
し
屋
」 

水 

藤 

新 

子 

172 
(

一
一･

七) 

冒
頭
を
対
象
に
― 

 
 

中
部
大
学 

人
文
学
部
研
究
論
集 

二
八 

  

小
論
文
に
お
け
る
「
論
理
の
明
確
さ
」
に
関
す
る
一
考
察 

山 

本 

裕 

子 

179 
(

一
二･

七) 

―
日
本
人
大
学
生
の
小
論
文
の
分
析
か
ら
― 

福 

田 

亜 

紀 
 

東
京
大
学
国
文
学
論
集 

六 
(

一
一･

三) 

堀
辰
雄
の
プ
ル
ー
ス
ト
翻
訳 

戸 

塚 
 
 

学 

一
四
四 

 

東
大
比
較
文
学
会 

比
較
文
学
研
究 

特
輯
： 

周
作
人
の
文
体
と
漢
文
訓
読 

劉 
 
 

岸 

偉 

一
五
三 

漢
文
訓
読
と
漢
学
論 

九
六 

(

一
一･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

総
合
教
育
科
学
系
一 

 

文
章
産
出
困
難
感
尺
度
の
作
成
と
そ
の
妥
当
性
の
検
討 

岸 
 
 
 
 

学 

187 

六
三 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

梶 

井 

芳 

明 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯 

島 

里 

美 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

総
合
教
育
科
学
系
一 

 

く
り
返
し
読
み
で
文
章
理
解
と
読
解
方
略
は
変
わ
る
の
か 

柄 

本 

健
太
郎 

193 

六
三 

(

一
二･

二) 

―
音
読
と
黙
読
の
比
較
― 

岸 
 
 
 
 

学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

碩 
 
 

し
ず
か 

 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 

小
説
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
受
身
表
現
の
使
用
傾
向 

山 

本 

和 

恵 

198 

七
四 

(

一
一･

三) 
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20 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 

同
志
社
国
文
学 

 
｢

高
倉
院
御
筆
御
八
講
初
座
表
白｣

の
特
徴 

―｢

高
倉
天 

滝 

沢 

優 

子 

一
六
〇 

七
六 

(

一
二･
三) 

皇
奉
為
前
建
春
門
院
被
修
法
華
八
講
御
願
文｣

と
の
比
較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
於
い
て
― 

 
 

同
志
社
大
学
国
文
学
会 
同
志
社
国
文
学 

 

宇
治
拾
遺
物
語
の
「
け
り
」
の
テ
ク
ス
ト
機
能 

 

藤 

井 

俊 

博 

一
六
五 

七
六 

(

一
二･

三) 

―
今
昔
物
語
集
・
古
事
談
と
の
比
較
― 

 
 

東
北
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
日
本
文
芸 

主
成
分
分
析
を
用
い
た
文
章
構
造
の
特
徴
抽
出 

 

鯨 

井 

綾 

希 

208 

研
究
会 

文
芸
研
究
―
文
芸
・
言
語
・
思
想
― 

―
品
詞
構
成
の
変
動
に
注
目
し
た
分
析
― 

 
 

一
七
二 

(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

同
一
名
詞
の
反
復
か
ら
見
た
ジ
ャ
ン
ル
間
の
文
体
差
と
そ 

鯨 

井 

綾 

希 

214 
 

言
語
科
学
論
集 

一
六 

(

一
二･

一
二) 

の
要
因 

―
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
定
量
的
分
析
を
通
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

東
洋
大
学
大
学
院
紀
要 

文
学
研
究
科 

国
文 

麻
續
王
哀
傷
歌
考 

池 

原 

陽 

斉 

一
七
三 

学
専
攻 

四
七 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

常
磐
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
学
部
紀
要 

コ 

高
橋
虫
麻
呂
の
対
句
表
現 

─
対
の
意
識
に
つ
い
て
の
考 

田 

中 

真 

理 

一
八
二 

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
研
究 

一
二 

(

一
一･

三) 

察
─ 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

星
新
一
の
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト
に
お
け
る
発
話
文
の
役
割 

山 

田 
 
 

瞳 
*** 

 

一
六 

(

一
二･

七) 
 

 
 

日
本
大
学 

桜
文
論
叢 

八
三 

(

一
二･

九) 
U

sage of “Shall” in the Japanese Penal C
ode 

H
ideyuki  

 

221 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 K

U
M

A
K

I 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
六 

日
本
基
督
教
団
『
讃
美
歌
二
一
』
の
歌
詞
に
つ
い
て 

内 

山 

榮 

美 

231 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
八 

正
岡
子
規
と
Ｈ
・
ス
ペ
ン
サ
ー 

―
『
文
体
の
哲
学
』
に 

広 

本 

勝 

也 

236 
(

一
一･

九) 

つ
い
て
― 

 
 

一
橋
大
学 

言
語
文
化 

四
八 

(

一
一･

一
二) 

話
し
言
葉
と
書
き
言
葉 

―
初
年
次
教
育
の
基
礎
資
料
と 

石 

黒 
 
 

圭 

241 
 

し
て
― 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 

『
方
丈
記
』
の
用
語
と
文
体
に
関
す
る
一
考
察 

 
青 
木 

 
 

毅 

一
九
四 

二
一
三 

(

一
二･

三) 

―
『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
の
影
響
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

福
岡
教
育
大
学
国
語
科
研
究
論
集 

五
二 

  

川
端
康
成
の
『
竹
取
物
語
』
現
代
語
訳 

沼 

尻 
利 

通 

二
〇
一 

(

一
一･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

佛
教
大
学 

文
学
部
論
集 

九
五 

(

一
一･

三) 

文
学
作
品
解
釈
の
認
知
プ
ロ
セ
ス 

―
文
学
性
の
認
知
図 

橘 

髙 

眞
一
郎 

252 
 

式
― 

 
 

文
教
大
学
国
文 

四
〇 

(

一
一･

三) 

国
定
国
語
教
科
書
と
児
童
作
文
に
見
る
文
体
規
範
の
変
遷 

川 

口 
 
 

良 
260 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
第
二
期
国
定
国
語
教
科
書
と
大
正
期
の
児
童
作
文
の
文 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
を
中
心
に
― 

 
 

文
芸
と
批
評
の
会 

文
芸
と
批
評 

一
一-

三  
｢

他
者
の
言
葉｣

で
語
る
こ
と 

―
賢
治
童
話
に
お
け
る｢

擬 

中 

村 

晋 

吾 

二
一
一 

(

一
一･

五) 

人
法｣

の
成
立
― 

 
 

美
作
大
学
紀
要 

四
四 

美
作
大
学
短
期
大
学 

小
学
校
歌
唱
共
通
教
材
の
歌
詞
の
定
型
詩
構
造
に
関
す
る 

木 

暮 

朋 

佳 

270 

部
紀
要 

五
六 

(

一
一･

三) 

一
考
察 

 
 

美
作
大
学
紀
要 

四
五 

美
作
大
学
短
期
大
学 

中
学
校
歌
唱
共
通
教
材
の
歌
詞
の
定
型
詩
構
造
に
関
す
る 

木 

暮 

朋 

佳 

274 

部
紀
要 

五
七 

(

一
二･

三) 

一
考
察 

～｢

君
が
代｣

も
含
め
て
～ 

 
 

龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
〇 
 

ス
ペ
イ
ン
語
へ
の
俳
句
の
翻
訳
の
可
能
性
を
考
え
る 

太 

田 

靖 

子 

278 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

早
稲
田
大
学
国
語
教
育
研
究 

三
一 
 

俳
句
の
鑑
賞
指
導
と｢

切
れ
字｣

 

―
切
れ
字
の
機
能
構
造 

藤 

原 

マ
リ
子 

二
一
八 

(

一
一･

三) 

論
か
ら
の
検
討
― 

 
 

早
稲
田
大
学 

比
較
文
学
年
誌 

四
七 

  

明
治
期
の
デ
ィ
ケ
ン
ズ
翻
訳 

梅 

宮 

創 

造 

二
二
四 

(

一
一･

三) 
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二 

音
声
・
音
韻 

 

愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要 

人
間 

対
人
配
慮
の
定
型
表
現
「
ス
ミ
マ
セ
ン
」
の
音
声
特
徴 

高 

田 

三
枝
子 

284 

文
化 

二
六 

(

一
一･
九) 

―
発
話
の
持
続
時
間
に
つ
い
て
― 

 
 

愛
知
県
立
大
学
文
字
文
化
財
研
究
所
年
報 

四 

平
家
正
節
の
象
「
コ

上
」
の
発
声
法 

犬 

飼 
 
 

隆 

二
三
四 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 
七 

  

ア
ク
セ
ン
ト
仮
名
遣
い
と
〈
音
の
軽
重
〉 

―
契
沖
の
仮
名 

上 

野 

和 

昭 

二
四
四 

(

一
一･

一
一) 

遣
書
の
記
述
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

大
阪
大
学 

O
U

PEL; O
saka U

niversity  
A

 PR
ELIM

IN
A

RY
 R

EPLIC
ATIO

N
 STU

D
Y

 O
F 

 
M

AIKO  
 

288 
Papers in English Linguistics 

15 
 

TH
E PR

O
PERTIES O

F C
O

N
TR

A
STIV

E TO
PIC

 
 

 
YAM

AGUCHI 
(

一
一･

一
二) 

M
A

R
K

IN
G

 IN
 JA

PA
N

ESE
 

 
 

大
阪
大
学
言
語
文
化
学 

二
一 

(

一
二･

三) 

句
末
音
調
と
そ
の
機
能
に
関
す
る
一
考
察 

―
『
日
本
語 

田
頭(

谷
口)

未
希 

295 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

話
し
言
葉
コ
ー
パ
ス
』
の
分
析
を
通
し
て
― 

 
 

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文 

九
六 

  

ロ
ー
マ
字
本
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
オ
段
合
拗
長
音
表
記 

竹 

村 

明
日
香 

二
五
三 

(

一
一･

六) 

―
抄
物
の
表
記
と
の
対
照
を
通
し
て
― 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
研
究 

三
八 

 

東
京
方
言
に
お
け
る
意
味
的
限
定
と
非
限
定
を
区
別
す
る 

郡 
 
 

史 

郎 

301 
(

一
二･

三) 

音
声
的
基
準 

―
短
文
読
み
上
げ
資
料
と
合
成
音
声
聴
取 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実
験
に
よ
る
ア
ク
セ
ン
ト
実
現
度
の
検
討
― 

 
 

学
習
院
女
子
大
学
紀
要 

一
四 

(

一
二･

三) 

英
語
は
な
ぜ
日
本
人
に
は
難
し
い
の
か
：
日
本
語
と
英
語 

清 

水 

英 

之 

312 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
発
音
上
の
根
本
的
違
い 

 
 

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室 

国 

上
代
特
殊
仮
名
遣
の
エ
列
乙
類
・
イ
列
乙
類
の
問
題 

木 

田 

章 

義 

二
六
〇 

語
国
文 

八
〇-

一 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
音
楽
大
学 

研
究
紀
要 

四
六 

 

日
本
語
の｢

ム
ー
ヴ
マ
ン｣

を
維
持
す
る｢

長
音｣

｢
促
音｣ 

古 

山 

和 

男 

319 
(

一
二･

三) 
｢

撥
音｣ 

―
バ
ロ
ッ
ク
期
の
音
楽
理
論
に
よ
る
日
本
語
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

拍
節
リ
ズ
ム
原
理
の
考
察
― 

 
 

慶
應
義
塾
大
学
言
語
文
化
研
究
所
紀
要 

四
二 

Should the com
plem

entizer to be avoided as  
Yukiko  

 

324 
(

一
一･

三) 
a particle to follow

 target w
ords? 

 
 

 Sugiyam
a 

 

神
戸
女
学
院
大
学
論
集 

五
九-

二 
  

｢

い
落
ち｣

表
現
を
端
緒
と
す
る
言
語
学
的
諸
問
題 

立 
石 
浩 

一 

331 
(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
二  

第
二
言
語
習
得
に
お
け
る
弁
別
的
特
徴
と
余
剰
的
特
徴 

 

久 

野 

マ
リ
子 

337 
(

一
一･

一
二) 

―
台
湾
母
語
話
者
の
清
音
・
濁
音
と
有
気
音
と
無
気
音
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

聞
き
分
け
に
つ
い
て
― 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

日
本
語
の
促
音
と
ア
ク
セ
ン
ト 

窪 

薗 

晴 

夫 
344 

ビ
ュ
ー 

六 
(

一
一･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

佐
賀
大
学
文
化
教
育
学
部
研
究
論
文
集 

 

日
本
語
の
二
重
子
音
に
つ
い
て
：
促
音
と
撥
音
の
相
補
性 

小 

野 

浩 

司 

351 

一
六-

一 
(

一
一･

八) 

に
関
し
て 

 
 

札
幌
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

文
化
と
言
語 

 
Prosody of Positive and N

egative C
onjunctions 

H
isao Tokizaki 

 

355 

七
四 

(

一
一･

三) 
 

Yasutom
o  

 
 

 
 
 
 K

uw
ana 

 

静
岡
大
学
人
文
学
部
社
会
学
科
・
言
語
文
化
学 

言
葉
遊
び
と
誦
文
の
系
譜
３ 

勝 

山 

幸 

人 

366 

科
研
究
報
告 

人
文
論
集 

六
一-

一
・
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

静
岡
大
学
人
文
学
部
社
会
学
科
・
言
語
文
化
学 

日
本
語
の
基
本
数
詞
シ
の
ヨ
と
ヨ
ン
へ
の
言
語
変
化
に
つ 

城 

岡 

啓 

二 

384 

科
研
究
報
告 

人
文
論
集 

六
一-

一
・
二 
 

い
て 

―
ヨ
ン
化
と
ヨ
化
を
発
音
資
料
に
探
る
― 

 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

静
岡
県
立
大
学 

こ
と
ば
と
文
化 

一
五 

  

言
い
間
違
い
の
言
語
間
比
較
研
究
に
向
け
て
の
覚
え
書
き 

寺 

尾 
 
 

康 

409 
(

一
二･

二) 

―
音
節
節
点
制
約
へ
の
反
証
を
め
ぐ
っ
て
― 

 
 

島
大
国
文 

三
三 

(

一
一･

三) 

声
明
譜
に
お
け
る
発
音
注
記
の
「
中
音
」
に
つ
い
て 

浅 

田 

健
太
朗 

二
六
八 

 

上
智
大
学 

Sophia Linguistica 
58 

 

日
本
語
の
リ
ズ
ム
・
ア
ク
セ
ン
ト
構
造 

ク
ロ
ー
ド
・ 

415 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ロ
ベ
ル
ジ
ュ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小 

川 

裕 

花 
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筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
八 

(

一
一･

一
二) 

O
n the m

oraic nature of hiragana and katakana 
K

eisuke H
onda 

 

425 
 

筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
文
芸 

無
語
尾
の
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
ど
う
発
音
さ
れ
る
か 

 

那 

須 

昭 

夫 

432 

・
言
語
専
攻 

文
芸
言
語
研
究 

言
語
篇 

 

―
音
調
型
の
分
析
― 

 

六
一 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

帝
京
大
学
文
学
部
紀
要 

日
本
文
化
学 

四
二 

｢

｣

に
つ
い
て 

坂 

梨 

隆 

三 

二
八
〇 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
論
集 

八
二 

(

一
一･
七) 

日
本
語
の
母
音
の
音
色
と
フ
ォ
ル
マ
ン
ト
に
つ
い
て
の
一 

益 

子 

幸 

江 

441 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研
究 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

人
文
社
会
科
学
系
一 

 

朗
読
音
声
の
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
定
性
的
比
較 

白 

勢 

彩 

子 

450 

六
二 

(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

獨
協
大
学
英
語
研
究 

六
九 

(

一
一･

一
〇) 

日
英
の
バ
ス
に
み
ら
れ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
音
調
特
徴 

 

大 

西 

雅 

行 

453 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

─
都
営
バ
ス
と
ロ
ン
ド
ン
・
バ
ス
─ 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

日
本
語
学
習
者
に
お
け
る
日
本
語
母
音
無
声
化
に
つ
い
て 

蘇 
 
 

迪 

亜 

463 

学 

二
五 

(

一
二･

一
二) 

―
中
国
語
話
者
と
モ
ン
ゴ
ル
語
話
者
を
対
象
に
― 

 
 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

 

言
語
・
文
化
篇 

  
A

G
A

IN
ST TH

E N
O

N
-R

A
ISIN

G
 A

N
A

LY
SIS O

F  
N

aoyuki A
kaso

 
 

471 

二
二-

二 
(

一
一･

三) 
JA

PA
N

ESE R
A

ISIN
G

-TO
-O

B
JEC

T
 

 
 

新
潟
大
学 

人
文
科
学
研
究 

一
二
八 

  

声
の
伝
承
・
声
の
記
号
化 
―
『
平
家
吟
譜
』
か
ら
『
平
家 

鈴 

木 

孝 

庸 

二
八
八 

(

一
一･

三) 

正
節
』
へ
― 

 
 

日
本
音
響
学
会
誌 

六
八-

五 
(

一
二･

五) 

日
本
語
、
中
国
語
、
朝
鮮
語
に
お
け
る
破
裂
子
音
生
成
の 

鏑 

木 

時 

彦 

479 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

特
徴
分
析 

 
 

日
本
音
響
学
会
誌 

六
八-

五 
(

一
二･

五) 

音
韻
理
論
の
枠
組
み
で
言
語
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
と
い
う 

都 

田 

青 

子 

485 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
と 

―
最
適
性
理
論
を
使
っ
た
音
韻
獲
得
デ
ー
タ
分
析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

日
本
音
響
学
会
誌 

六
八-

一
〇 

(

一
二･

一
〇) 

声
質
の
伝
え
る
情
報
と
そ
の
関
連
量 
粕 

谷 

英 

樹 

488 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

梅
花
女
子
大
学 

心
理
こ
ど
も
学
部
紀
要 

二 

発
話
者
の
音
声
か
ら
感
じ
ら
れ
る
性
格
印
象 

―
声
の
高 

三 
雲 

真
理
子 

491 
(

一
二･

三) 

さ
に
つ
い
て
の
検
討
― 

山 
下 
智 

香 
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
〇
五 

 

中
世
に
お
け
る
『
論
語
』
古
写
本
の
声
点
に
つ
い
て 

石 

山 
裕 
慈 

500 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

文
教
大
学
国
文 

四
一 

(

一
二･

三) 

音
声
学
的
ア
ク
セ
ン
ト
と
音
韻
論
的
ア
ク
セ
ン
ト 

城 

生 

佰
太
郎 
505 

 

文
京
学
院
大
学
外
国
語
学
部
・
文
京
学
院
短
期 

四
拍
語
を
後
部
成
素
と
す
る
複
合
語
の
連
濁
に
つ
い
て 

鈴 

木 
 
 

豊 
510 

大
学
紀
要 

一
一 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

安
田
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

日 

法
華
経
音
義
に
お
け
る
法
華
経
漢
訳
陀
羅
尼
字
の
扱
い 

沼 

本 

克 

明 

二
九
八 

本
語
学
日
本
文
学
専
攻 

一
六 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
梨
県
立
大
学
国
際
政
策
学
部
紀
要 

山
梨
国 

節
用
文
字
の
反
切 

二 

戸 

麻
砂
彦 

三
〇
七 

際
研
究 

六 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
一 

 

日
本
語
小
咄
の
音
響
分
析 

角 

岡 

賢 

一 

520 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

麗
澤
大
学
経
済
学
会 

麗
澤
学
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

一
七
世
紀
の
撥
音
に
関
す
る
考
察 

『
捷
解
新
語
』
の
ハ 

中 

山 

め
ぐ
み 

529 
 

一
九-

一 
(

一
一･

三) 

ン
グ
ル
音
注
を
通
し
て 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
四
分
冊
増
刊
（
方
言
） 

 

方 

言 
 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 
七 

  
｢

と
び
は
ね
音
調｣

は
同
意
要
求
表
現
か
？ 

田 

中 

ゆ
か
り 

1 
(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

ア
ク
セ
ン
ト
史
資
料
研
究
会 

論
集 

七 
  

ア
ク
セ
ン
ト
研
究
に
お
け
る
「
下
降
」
の
位
置
づ
け 

吉 

田 

健 

二 

9 
(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

い
わ
き
明
星
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要 

二
四 
方
言
使
用
の
効
用 

―
そ
の
世
代
的
位
置
と
特
性
― 

大 

橋 

純 

一 

20 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
分
大
学 

国
語
の
研
究 

三
六 

(

一
一･

三) 

琉
球
八
重
山
地
方
の
授
受
動
詞
の
二
方
面
敬
語 

 

荻 

野 

千
砂
子 

30 
 

―
宮
良
方
言
の
ウ
ヨ
ー
ホ
ー
ル
ン
を
中
心
に
― 

 
 

大
阪
大
学
日
本
語
日
本
文
化
教
育
セ
ン
タ
ー 

 

『
聞
い
て
お
ぼ
え
る
関
西(

大
阪)

弁
入
門
』
の
ア
ク
セ
ン 

角 

道 

正 

佳 
*** 

日
本
語
・
日
本
文
化 

三
八 

(

一
二･

三) 

ト 
 

 

大
阪
大
学 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ
ー
ト 

 

山
形
市
方
言
に
お
け
る
引
用
・
伝
聞
形
式
テ
と
ド 

渋 

谷 

勝 

己 

35 

九 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ
ー
ト 

 

大
阪
方
言
の
文
末
詞
デ
と
ワ 

野 

間 

純 

平 

42 

九 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ
ー
ト 

 

和
歌
山
県
上
富
田
町
方
言
の
文
末
詞
「
ニ
」 

井 

川 
 
 

暁 

50 

九 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
大
学 

阪
大
社
会
言
語
学
研
究
ノ
ー
ト 

 

福
岡
市
若
年
層
方
言
の
ッ
テ 

―
標
準
語
の
「
っ
て
」
と 

平 

塚 

雄 

亮 

54 

九 
(

一
一･

一) 

対
比
し
て
― 

 
 

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

国
語
と
教
育 

大
阪
府
域
の
若
年
層
に
お
け
る｢

グ
ー
・
チ
ョ
キ
・
パ
ー｣ 

方
言
ゼ
ミ
ナ
ー
ル 

60 
 

三
七 

(

一
二･

三) 

を
用
い
た
グ
ル
ー
プ
分
け
の
か
け
声
表
現
と
分
布
傾
向 
 

 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
隣
接
地
域
に
お
け
る
方
言
使
用
の 

松 
本 

直 

樹 

68 

報
編 

六 
(

一
一･

三) 

実
態 

 
 

沖
縄
県
立
芸
術
大
学
附
属
研
究
所 

沖
縄
文
化 

オ
モ
ロ
語
「
か
な
し
」
と
「
き
よ
ら
」
の
比
較
研
究 

阿 

部 
美
菜
子 

一 
 

四
六-

一 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究 

 

琉
球
言
語
史
構
想(

そ
の
一) 

高 

橋 

俊 

三 
78 

一
六-

一 
(

一
一･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究 

 

南
琉
球
・
多
良
間
水
納
島
方
言
資
料
：
民
話
「
マ
デ
ィ
の 

下 

地 

賀
代
子 

96 

一
六-

一 
(

一
一･

一
〇) 

知
恵
」 

 
 

沖
縄
国
際
大
学
日
本
語
日
本
文
学
研
究 

 

南
琉
球
・
多
良
間
水
納
島
方
言
の
名
詞
の
格
形
式 

下 

地 

賀
代
子 

103 

一
七-

一 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌 

五
五 

  

福
井
方
言
に
お
け
る
ア
ス
ペ
ク
ト
の
研
究 

―｢

～
ツ
ン 

佐
々
木 

秀 

仁 

115 
(

一
二･

三) 

タ
」「
～
テ
ン
タ
」「
～
テ
モ
タ
」
を
中
心
に
― 

 
 

神
田
外
語
大
学
言
語
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

神
奈
川
県
小
田
原
市
方
言
に
お
け
る
ラ
行
音
の
撥
音
化 

木 

川 

行 

央 

124 
Scientific A

pproaches to Language 
11 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

久 

野 

マ
リ
子 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
田
外
語
大
学
言
語
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 
 

W
h-Q

uestions and their Interactions w
ith 

 
KAZUKI  

 

130 
Scientific A

pproaches to Language 
11 

the Particle To in N
agasaki D

ialect 
 

 KUW
ABARA

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

神
田
外
語
大
学
大
学
院 

言
語
科
学
研
究 

 

神
奈
川
県
小
田
原
市
方
言
に
お
け
る
い
く
つ
か
の
音
声
現 

久 

野 

マ
リ
子 

140 

一
八 

(

一
二･

三) 

象
の
動
向 

木 

川 

行 

央 
 

岐
阜
大
学
国
語
国
文
学 

三
七 

(

一
一･

三) 

共
通
語
な
ら
び
に
岐
阜
方
言
に
お
け
る
「
連
用
形
＋
に
か 

若 

井 

祐 

太 

150 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

か
る
」
に
つ
い
て 

山 

田 

敏 

弘 
 

九
州
大
学
言
語
学
論
集 

三
二 

(

一
一･

一
一) 

長
崎
県
本
土
西
南
部
方
言
の
動
詞
テ
形
に
お
け
る
形
態
音 

有 

元 

光 

彦 

155 
 

韻
現
象 
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九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文
研
究 

 

中
央
語
と
鹿
児
島
方
言
に
お
け
る
「
動
詞
連
用
形
＋
サ
マ 

久
保
薗 

 
 

愛 

165 

一
一
二 

(

一
一･
一
二) 

ニ
」
の
史
的
展
開 

 
 

九
州
大
学
国
語
国
文
学
会 

語
文
研
究 

 

鹿
児
島
方
言
の
「
動
詞
連
用
形
＋
オ
ル
」 

久
保
薗 

 
 

愛 

174 

一
一
四 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

皇
學
館
大
学
紀
要 

四
九 

(
一
一･

三) 

ジ
ゴ
ク
の
語
誌 

齋 

藤 
 
 

平 

一
〇 

 

甲
南
大
学
紀
要 

文
学
編 

一
六
一 

(
一
一･

三) 

神
戸
市
に
お
け
る
方
言
敬
語
の
衰
退
に
つ
い
て 

 

小 

谷 

博 

泰 

一
五 

 

―
大
学
生
と
ハ
ル
敬
語
、
テ
ヤ
敬
語
の
状
況
― 

 
 

甲
南
大
学
紀
要 

文
学
編 

一
六
一 

(

一
一･
三) 

こ
と
ば
の
分
布
地
域
の
意
外
性
に
つ
い
て 

―
播
州
方
言 

都 

染 

直 

也 

184 
 

と
周
辺
方
言
、
家
島
町
方
言
の
命
令
表
現
「
～
マ
」、
四
拍 

山 

田 

賢 

治 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

副
詞
「
が
っ
つ
り
」
― 

松 

本 

勝
太
郎 

 

神
戸
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
八 

  
奄
美
大
島
瀬
戸
内
町
方
言
の
と
り
た
て
助
辞｢

ア
テ
ィ
ム｣ 

齊 

藤 

美 

穂 

191 
(

一
二･

三) 

に
関
す
る
一
考
察 

―
標
準
語
の
「
で
も
」
と
の
比
較
を 

水 

谷 

美 

保 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
心
に
― 

 
 

神
戸
外
大
論
叢 

六
二-

五 
(

一
一･

一
一) 

京
阪
方
言
に
お
け
る
「
３
＋
２
」
複
合
名
詞
の
ア
ク
セ
ン 

中 

井 

幸
比
古 

205 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト
に
つ
い
て 

 
 

神
戸
女
子
大
学
国
文
学
会 

神
女
大
国
文 

 

カ
ジ
ュ
ア
ル
ス
タ
イ
ル
に
お
け
る
方
言
切
換
え 

舩 

木 

礼 

子 

216 

二
二 

(

一
一･

三) 

―
形
式
の
受
容
と
切
換
え
の
要
因
― 

(

橋 

本 

礼 

子) 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

五 
 

首
都
圏
方
言
に
お
け
る
大
学
生
の
言
語
生
活 

―
挨
拶
表 

久 

野 

マ
リ
子 

226 
(

一
一･

五) 

現
と
音
声
変
化
の
例
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
二  

九
州
西
北
部
方
言
の
順
接
仮
定
条
件
形
式｢

ギ
ー｣

の
用
法 

三 

井 

は
る
み 

236 
(

一
一･

一
二) 

と
地
理
的
分
布 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

奄
美
喜
界
島
方
言
の
母
音
の
特
徴
に
つ
い
て 

木 

部 

暢 

子 

243 

ビ
ュ
ー 

三-

一 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

方
言
分
布
の
変
化
を
と
ら
え
る 

大 

西 

拓
一
郎 

249 

ビ
ュ
ー 

三-

一 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

方
言
意
識
の
現
在
を
と
ら
え
る 

―｢

二
〇
一
〇
年
全
国 
相 
澤 

正 

夫 

255 

ビ
ュ
ー 

三-

一 
(

一
二･

七) 

方
言
意
識
調
査｣

と
統
計
分
析
― 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

三 
(

一
二･

五) 

西
日
本
に
お
け
る
「
昇
り
核
」
の
方
言
：
鳥
取
県
青
谷
町 

松 

森 
晶 

子 

261 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
そ
の
周
辺
地
域
の
ア
ク
セ
ン
ト
体
系 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

三 
(

一
二･

五) 

話
者
分
類
に
基
づ
く
地
域
類
型
化
の
試
み 

―
全
国
方
言 

田 

中 

ゆ
か
り 

271 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意
識
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た
潜
在
ク
ラ
ス
分
析
に
よ
る
検 

前 

田 

忠 

彦 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

討
― 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

四 
(

一
二･

一
一) 

｢

全
国
方
言
文
法
の
対
比
的
研
究｣

調
査
の
概
要
と
そ
の
デ 

竹 

田 

晃 

子 

284 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー
タ
分
析 

―
原
因
・
理
由
表
現
― 

三 

井 

は
る
み 

 

滋
賀
大
国
文 

四
九 

(

一
二･

一) 

富
山
県
に
お
け
る
勧
誘
表
現
の
伝
播
と
そ
の
要
因 

 

松 

丸 

真 

大 

二
〇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
人
の
移
動
と
の
相
関
に
注
目
し
て
― 

 
 

静
岡
大
学
人
文
学
部
社
会
学
科
・
言
語
文
化
学 

Tohoku D
ialects as a Speech of R

ednecks 
Shigeko  

 

300 

科
研
究
報
告 

人
文
論
集 

六
一-

一
・
二 

 

―Language C
rossing in Japanese TV

 Program
s

― 
 
 

K
U

M
A

G
A

I 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

就
実
大
学
・
就
実
短
期
大
学 

就
実
論
叢 

 

指
示
代
名
詞
の
直
示
用
法
に
お
け
る
領
域
調
査 

 

岡 

﨑 

友 

子 

309 

四
〇 

(

一
一･

二) 

―
高
橋
調
査
法
に
よ
る
、
二
〇
一
〇
年
中
四
国
地
方
の
若 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

者
の
コ
ソ
ア
― 

 
 

東
京
都
立
大
学
国
語
国
文
学
会 

都
大
論
究 

 

西
日
本
諸
方
言
に
お
け
る
補
助
動
詞
「
お
く
」
の
〈
持
続
〉 

梁 

井 

久 

江 

319 

四
八 

(

一
一･

六) 

用
法 

―
用
法
拡
大
に
関
す
る
考
察
― 

 
 

信
州
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究 

五 
 

松
本
平
方
言
の -

 

ッ
を
用
い
た
意
志
表
現 

―
新
し
い
形 

上 

條 
 
 

厚 

328 
(

一
一･

三) 

式
の
広
が
り
― 

 
 

大
東
文
化
大
学
紀
要 

人
文
科
学 

五
〇 

 

琉
球
古
典
音
楽
の
詩
歌
の
日
・
英
・
西
語 

訳
Ⅱ 

田 

仲 
 
 

勉 

333 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
東
文
化
大
学
大
学
院 

日
本
文
学
論
集 

 

方
言
「
ド
グ
ラ
マ
グ
ラ
」
に
つ
い
て 

今 

井 

秀 

和 

二
八 

三
五 

(

一
一･

三) 
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千
葉
大
学
文
学
部
日
本
文
化
学
会 

語
文
論
叢 

宮
崎
県
東
諸
の
方
言
に
つ
い
て 

合 

原 

加
奈
美 

349 
 

二
七 

(

一
二･
七) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

中
京
大
学
文
学
会 
中
京
国
文
学 

三
〇 

  

現
代
東
日
本
方
言
の
「
べ
ー
」(

二) 

―
用
法
分
化
の
論 

玉 

懸 
 
 

元 

三
二 

(

一
一･

三) 

理
― 

 
 

中
京
大
学
文
学
会 

中
京
国
文
学 

三
一 

  

三
重
県
鈴
鹿
市
方
言
の
二
拍
名
詞
ア
ク
セ
ン
ト 

 

原 
 
 

優 

子 
*** 

(

一
二･

三) 

―
一
〇
～
六
〇
歳
代
の
話
者
を
対
象
と
し
て
― 

 
 

中
京
大
学
文
学
会 

中
京
国
文
学 
三
一 

  

名
古
屋
市
を
中
心
と
す
る
言
語
地
図 

―
休
み
時
間
、
模 

玉 

懸 
 
 

元 

361 
(

一
二･

三) 

造
紙
、
す
の
こ
、
カ
変
仮
定
形
、
サ
変
否
定
形
― 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
一 

(

一
一･

九) 

三
重
県
鈴
鹿
市
方
言
の
後
部
三
拍
複
合
名
詞
の
ア
ク
セ
ン 

平 

田 
 
 

秀 

369 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト
に
つ
い
て(

二) 
 

 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
一 

(

一
一･

九) 
岡
山
県
妹
尾
方
言
に
お
け
る
ジ
ャ
と
ナ
の
含
意 

高 

山 

林
太
郎 

376 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
二 

(

一
二･

九) 

岡
山
市
方
言
の
複
合
動
詞
の
ア
ク
セ
ン
ト 

高 

山 

林
太
郎 

385 
 

東
京
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究 

一
九 

  

若
年
層
の
方
言
使
用
と
方
言
意
識 

―
愛
知
県
豊
明
市
の 

近 

藤 

紗 

耶 

399 
(

一
一･

三) 

中
学
生
を
対
象
と
し
て
― 

 
 

東
京
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究 

一
九 

  

中
越
方
言
の
音
韻
分
析 

廣 

田 

康 

子 

408 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
五-

一
・
二 

 

待
遇
的
観
点
か
ら
見
た
あ
い
さ
つ
表
現
の
使
用
実
態
の
地 

中 

西 

太 

郎 

415 
(

一
一･

九) 

域
差 

―
青
森
県
・
秋
田
県
の
朝
の
出
会
い
の
場
面
を
対 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

象
に
― 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

福
島
県
郡
山
市
に
お
け
る
接
尾
辞
ラ
ヘ
ン
の
新
用
法 

 

佐 

藤 

亜 

実 

425 
 

言
語
科
学
論
集 

一
六 

(

一
二･

一
二) 

―
場
所
を
示
す
名
詞
＋
ラ
ヘ
ン
を
中
心
に
― 

 
 

徳
島
県
立
図
書
館 

阿
波
学
会
紀
要 

吉
野
川 

吉
野
川
市
山
川
町
の
方
言 

仙 

波 

光 

明 

431 

市
山
川
町 

総
合
学
術
調
査
報
告 

五
八 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村 

田 

真 

実 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

峪 

口 

有
香
子 

 

徳
島
大
学
総
合
科
学
部 

言
語
文
化
研
究 

 

徳
島
県
旧
貞
光
町
端
山
の
方
言
ア
ク
セ
ン
ト 
村 

田 

真 

実 

436 

一
九 

(

一
一･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

名
古
屋
学
院
大
学
論
集 

 

言
語
・
文
化
篇 

  
｢

は
る｣

の
意
味
分
析 

藤 
森 
秀 

美 

445 

二
三-

一 
(

一
一･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

鳴
門
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

語
文
と
教
育 

高
知
市
方
言
に
お
け
る
温
度
形
容
詞
の
意
味
論
的
考
察 

橋 

尾 

直 
和 

450 
 

二
五 

(

一
一･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
二 

 

琉
球
喜
界
島
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト 

―
中
南
部
諸
方
言
の 

上 

野 

善 

道 
461 

(

一
二･

九) 

名
詞
― 

 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
二 

 

宮
古
多
良
間
方
言
に
お
け
る
「
中
舌
母
音
」
の
音
声
的
解 

青 

井 

隼 

人 

477 
(

一
二･

九) 

釈 
 

 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
二 

 
C

onverbs and Their D
esubordination in Ō

gam
i 
 

TH
O

M
A

S  
 

*** 
(

一
二･

九) 
Ryukyuan 

 
 

PELLA
R

D
 

 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
二 

 

八
丈
方
言
に
お
け
る
新
た
な
変
化
と
上
代
語 

金 

田 

章 

宏 

486 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
二 

 

奄
美
語
の
現
況
か
ら 

松 

本 

泰 

丈 

498 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田 

畑 

千 

秋 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
二 

 

イ
メ
ー
ジ
語
か
ら
み
た
方
言
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ 

 

田 

中 

ゆ
か
り 

504 
(

一
二･

三) 

―
山
形
県
三
川
町
調
査
・
首
都
圏
大
学
生
調
査
・
全
国
方 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

言
意
識
調
査
か
ら
― 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
三 

 
｢

ミ
ソ
リ
ン
ゴ｣

の
分
布
と
語
源
解
釈
に
つ
い
て 

本 

間 

晴 

香 

512 
(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部 

六
〇 

  

喜
界
島
祖
語
に
お
け
る
三
型
ア
ク
セ
ン
ト
体
系
の
所
属
語 

松 

森 

晶 

子 

517 
(

一
一･

三) 

彙 

―
赤
連
と
小
野
津
の
比
較
か
ら
― 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
六 

京
こ
と
ば
の
婉
曲
表
現
に
関
す
る
一
考
察 

―
中
京
区
東 

泉 
 
 

文 

明 

527 
(

一
一･

三) 

部
区
域
を
中
心
に
― 
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姫
路
獨
協
大
学
大
学 

日
本
語
教
育
論
集 

 

富
山
方
言
の
伝
聞
の
文
末
表
現｢-

ト｣
｢

「-

ッ
テ｣

｢-

ガ 

苗 

田 

敏 

美 

533 

二
一 

(

一
二･
三) 

イ
ト｣

の
用
法 

―
砺
波
市
・
南
砺
市
を
中
心
に
― 

 
 

広
島
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一 
 

若
年
層
に
見
る
日
本
文
化 

平 

澤 

洋 

一 

537 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

広
島
大
学
日
本
語
教
育
研
究 
二
二 

 

奄
美
大
島
龍
郷
町
浦
方
言
の
丁
寧
語 

重 

野 

裕 

美 

541 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

フ
ェ
リ
ス
女
学
院
大
学
文
学
部
紀
要 
四
七 

 

東
北
方
言
に
お
け
る
極
限
の
と
り
た
て
助
詞
サ
エ 

竹 

田 

晃 

子 

545 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

福
岡
大
学
人
文
論
叢 

四
三-

三 
(

一
一･

一
二) 

九
州
・
中
国
八
県
に
お
け
る
不
快
感
を
表
す
形
容
語(

上) 

山 

県 
 
 

浩 

552 
 

―
大
学
生
の
実
態
― 

 
 

福
岡
大
学
人
文
論
叢 

四
三-

四 
(

一
二･

三) 

九
州
・
中
国
八
県
に
お
け
る
不
快
感
を
表
す
形
容
語(

下) 

山 

県 
 
 

浩 

577 
 

―
大
学
生
の
実
態
― 

 
 

福
岡
教
育
大
学
紀
要 

第
一
分
冊 

文
科
編 

 

辞
去
の
場
面
の
談
話
分
析 

―
大
分
県
方
言
談
話
五
〇
年 

杉 

村 

孝 

夫 

595 

六
一 

(

一
二･

二) 

の
変
容
― 

 
 

福
島
大
学
国
語
教
育
文
化
学
会 

言
文 

五
九 

福
島
県
達
南
地
域
の
方
言
の
研
究 

―｢

方
言
と
共
通
語｣ 

菅 

野 

理 

恵 

607 
(

一
二･

三) 

教
材
の
授
業
で
の
活
用
を
目
標
に
し
て
― 

 
 

佛
教
大
学 

文
学
部
論
集 

九
五 

(

一
一･

三) 
W

haling Songs in Japan as a R
eflection of  

Felicity  
 

613 
 

C
ultural Practice 

 
 
 G

reenland 
 

方
言
・
音
声
研
究
会 

方
言
・
音
声
研
究 

六 

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
に
お
け
る
否
定
諸
形
の
音
調
比
較 

加 

藤 
 
 

望 

622 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

方
言
・
音
声
研
究
会 

方
言
・
音
声
研
究 

六 

兵
庫
県
東
播
地
方
に
お
け
る
方
言
の
地
域
差
に
つ
い
て 

岡 

村 
 
 

瞬 

627 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

方
言
・
音
声
研
究
会 

方
言
・
音
声
研
究 

六 

ア
ク
セ
ン
ト
記
号
付
き
香
川
県
伊
吹
島
方
言
会
話
資
料 

中 

井 

幸
比
古 

632 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

方
言
・
音
声
研
究
会 

方
言
・
音
声
研
究 

六 

京
阪
式
ア
ク
セ
ン
ト
の
ノ
サ
言
葉 
中 
井 

幸
比
古 

637 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

首
里
方
言
に
み
る
法
接
尾
辞
と
疑
問
文
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ 

永
野
マ
ド
セ
ン 

640 

三
五 

(

一
一･

三) 

ン 
 
 
 
 
 

泰
子 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

派
生
関
係
か
ら
み
た
有
対
自
動
詞
と
有
対
他
動
詞 

 

か
り
ま
た 

648 

三
五 

(

一
一･

三) 

―
石
垣
方
言
ヴ
ォ
イ
ス
研
究
の
た
め
の
お
ぼ
え
が
き
― 

 
 
 

し
げ
ひ
さ 

 
 

島 

袋 

幸 

子 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

八
重
山
西
表
島(

祖
納)

方
言
動
詞
の
活
用
タ
イ
プ 

金 

田 

章 

宏 

659 

三
五 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 
｢

『
久
高
島
方
言
辞
典
』
福
治
友
邦
・
加
治
工
真
市
共
著｣ 

加
治
工 

真 

市 

669 

三
五 

(

一
一･

三) 

出
版
の
た
め
に 

福 

治 

友 

邦 
 

法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所 

琉
球
の
方
言 

 

与
那
国
方
言
動
詞
活
用
形
の
ア
ク
セ
ン
ト
資
料 

上 

野 

善 

道 

692 

三
五 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集 

二
三 

 

方
言
番
付
と
言
語
番
付 

桜 

井 
 
 

隆 

701 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集 

二
三 

 

方
言
の
使
用
に
お
け
る
男
女
差 

―
滋
賀
県
を
例
に
― 

山 

下 

暁 

美 

707 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

美
化
語
の
「
お
」
と
幼
児
語
「
お
」
の
全
国
分
布 

井 

上 

史 

雄 

714 

応
用
言
語
学
研
究 

一
四 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

熊
本
県
本
土
南
部
・
鹿
児
島
県
本
土
北
西
部
方
言
の
動
詞 

有 

元 

光 

彦 

720 

社
会
科
学 

自
然
科
学 

六
〇-

一
・
二 

 

テ
形
に
お
け
る
形
態
音
韻
現
象 

 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

論
究
日
本
文
学 

 

京
都
市
方
言
の
接
続
助
詞
・
終
助
詞
「
シ
」
の
用
法 

舩 

木 

礼 

子 

727 

九
六 

(

一
二･

五) 
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立
命
館
大
学
日
本
文
学
会 

論
究
日
本
文
学 

 

近
世
以
降
の
東
西
方
言
に
お
け
る
禁
止
表
現
の
史
的
研
究 

湯 

浅 

彩 

央 

三
九 

九
六 

(

一
二･
五) 

―
当
為
表
現
と
の
関
わ
り
か
ら
― 

 
 

琉
球
大
学 

言
語
文
化
論
叢 

九 
(

一
二･

三) 

那
覇
方
言
音
韻
対
応 

野 

原 

三 

義 

736 
 

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要 
日
本
東
洋
文
化
論 

モ
ー
ダ
ル
な
文
の
タ
イ
プ
と
焦
点
化
助
辞(

お
ぼ
え
が
き) 

か
り
ま
た 

745 

集 

一
七 

(

一
一･

三) 
 

 
 
 

し
げ
ひ
さ 

 

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要 

日
本
東
洋
文
化
論 

琉
球
語
に
お
け
る
ナ
行
エ
段
音
の
変
遷 

石 

崎 

博 

志 

758 

集 

一
七 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要 

日
本
東
洋
文
化
論 

今
帰
仁
掟
お
よ
び
北
谷
掟
宛
の
古
琉
球
辞
令
書
に
つ
い
て 

高 

良 

倉 

吉 

775 

集 

一
七 

(

一
一･

三) 
 

 
 

琉
球
大
学
法
文
学
部
紀
要 

日
本
東
洋
文
化
論 
日
本
に
お
け
る
方
言
学
と
言
語
地
理
学 

上 

村 

幸 

雄 
* 

集 

一
八 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

麗
澤
大
学
紀
要 

九
二 

(

一
一･

七) 

和
歌
山
県
南
部
方
言
に
お
け
る
文
末
以
外
で
用
い
ら
れ
る 

大 

野 

仁 

美 

780 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

ノ｣

と｢
ヨ｣
に
関
す
る
覚
え
書
き 

 
 

麗
澤
大
学
紀
要 

九
四 

(

一
二･

七) 

和
歌
山
県
南
紀
方
言
に
お
け
る
終
助
詞
「
ヨ
」・「
ノ
」： 

大 

野 

仁 

美 

787 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

命
令
・
依
頼
と
の
共
起 

 
 

麗
澤
大
学
経
済
学
会 

麗
澤
学
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

医
療
現
場
に
お
け
る
患
者
の
方
言
使
用
問
題
を
問
う
： 

 

内 

田 

加
奈
美 

792 
 

二
〇-

二 
(

一
二･

九) 
｢

共
創
空
間｣

開
発
技
法(C

C
H

D
モ
デ
ル)

か
ら
の
ア
プ
ロ 

大 

場 

裕 

之 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー
チ 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
五
分
冊
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
） 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

 

愛
知
大
学
大
学
院 

愛
知
論
叢 
九
一 

  

敬
語
表
現
の
認
知
的
意
味
機
能 

─
授
受
動
詞
「
～
て
い 

犬 

飼 

明 

子 

1 
(

一
一･

九) 

た
だ
く
」
の
場
合
─ 

 
 

茨
城
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
〇 

  

外
国
人
の
対
日
観
に
関
す
る
研
究 

―
中
国
の
少
数
民
族 

安 
 
 

龍 

洙 

17 
(

一
二･

二) 

出
身
者
の
場
合
― 

 
 

茨
城
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
〇 

  
日
本
人
の
外
国
・
外
国
人
観
に
関
す
る
研
究 

―
茨
城
県 

安 
 
 

龍 

洙 

24 
(

一
二･

二) 
在
住
の
主
婦
の
場
合
― 

池 

田 

庸 

子 
 

茨
城
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一
〇 

  

位
置
に
反
応
す
る
文
法 

否
定
疑
問
文
を
使
用
し
た
説
明 

杉 

浦 

秀 

行 

31 
(

一
二･

二) 

要
求
質
問
へ
の
応
答
に
係
わ
る
予
備
的
考
察 

 
 

上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要 

三
四 

(

一
一･

一) 

教
育
場
面
に
お
け
る
言
語
行
為
の
特
質
に
関
す
る
予
備
的 

山 

口 

美 

和 

39 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

考
察 

 
 

桜
花
学
園
大
学
人
文
学
部
研
究
紀
要 

 

外
国
人
日
本
語
学
習
者
か
ら
見
た
場
面
的
意
味
に
お
け
る 

劉 
 
 

麗 

芸 

45 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

一
三 

(

一
一･

三) 

日
本
語
の
曖
昧
性
に
つ
い
て 

都 
 
 

恩 

珍 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宋 
 
 

晶 

晶 
 

桜
美
林
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

桜
美
林
言
語 

初
対
面
二
者
間
会
話
に
お
け
る
ス
ピ
ー
チ
レ
ベ
ル
の
変
遷 

篠 

崎 

佳 

恵 

50 

教
育
論
叢 

八 
(

一
二･

三) 

と
そ
の
要
因 

―
普
通
体
の
指
標
的
意
味
に
着
目
し
て
― 

 
 

桜
美
林
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

桜
美
林
言
語 

中
国
に
お
け
る
日
本
企
業
Ｘ
社
社
員
の
対
日
意
識 

 

横 

田 

葉 

子 

57 

教
育
論
叢 

八 
(

一
二･

三) 

―
統
計
的
手
法
を
用
い
て
― 

 
 

桜
美
林
大
学
言
語
教
育
研
究
所 

桜
美
林
言
語 

ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
帰
国
生
徒
の
言
語
と
教
育 

―
口
頭
語
彙 

佐
々
木 

倫 

子 

65 

教
育
論
叢 

八 
(

一
二･

三) 

テ
ス
ト
・
Ｔ
Ｏ
Ａ
Ｍ
か
ら
見
た
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語 

モ
ラ
レ
ス 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松 

原 

礼 

子 
 

 
島 

田 

美 

幸 
 

桜
美
林
大
学
大
学
院
言
語
教
育
研
究
科 

言
語 

複
言
語
話
者
に
と
っ
て
の
こ
と
ば
の
意
味 

―
複
言
語
主 

小 
泉 

聡 

子 

75 

教
育
研
究 

二 
(

一
二･

三) 

義
的
観
点
か
ら
― 

 
 

大
分
大
学 

国
語
の
研
究 

三
七 

(

一
二･

三) 
｢

依
頼
形｣

内
部
の
形
の
区
別
特
徴 

―
命
令
形
を
も
展
望 

趙 
 
 

彦 
志 

81 
 

し
つ
つ
― 

 
 

大
阪
教
育
大
学
国
語
教
育
学
会 

国
語
と
教
育 

告
白
と
い
う
言
語
行
為 

―
大
阪
教
育
大
学
学
生
の
告
白 

福 

西 

昌 

平 
87 

 

三
六 

(

一
一･

三) 

経
験
と
意
識
を
通
し
て
― 

 
 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 

女
性
向
け
の
こ
と
ば
遣
い
の
マ
ナ
ー
本
に
み
る
言
語
規
範 

増 

田 

祥 

子 

93 

報
編 

六 
(

一
一･

三) 

と
そ
の
変
化 

 
 

金
子
書
房 

児
童
心
理 

六
六-

一
五 

 

非
言
語
表
現
の
要
素
と
そ
の
効
果 

大 

島 
 
 

武 

一 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

金
子
書
房 

児
童
心
理 

六
六-

一
五 

 

聞
き
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
た
め
の
非
言
語
表
現 

高 

山 
 
 

昇 

五 
(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

川
村
学
園
女
子
大
学
研
究
紀
要 

二
二-

二 
 

女
学
生
の
言
葉
遣
い
に
対
す
る
社
会
的
意
識
の
変
化 

長 

崎 

靖 

子 

103 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

神
田
外
語
大
学 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

｢

遠
慮
・
察
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
尺
度｣

の
作
成 

 

小 

山 

慎 

治 

111 

ン
研
究 

二
三 

(

一
一･

三) 

―
予
備
調
査
に
よ
る
尺
度
の
改
訂
― 

池 

田 
 
 

裕 
 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要 

外
国
語
学
部
編 

 

初
対
面
三
人
会
話
に
お
け
る
共
話
的
会
話
展
開 

 

大 

塚 

容 

子 

124 

五
一 

(

一
二･

二) 

―
あ
い
づ
ち
を
手
が
か
り
に
し
て
― 

 
 

京
都
教
育
大
学
紀
要 

一
二
〇 
(

一
二･

三) 

幼
児
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
談
話
標
識
「
じ
ゃ
あ
」 

森 

山 

卓 

郎 

129 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

他
八
名 

 

京
都
教
育
大
学
紀
要 

一
二
〇 

(

一
二･

三) 

曖
昧
性
耐
性
と
文
脈
情
報
の
利
用
が
ア
イ
ロ
ニ
ー
理
解
に 

西 

村 

佐
彩
子 

136 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

及
ぼ
す
影
響 

 
 

京
都
精
華
大
学
紀
要 

三
八 

(

一
一･

三) 
｢

少
女｣

な
ど
の
言
葉
に
対
す
る
大
学
生
の
意
識
に
つ
い
て 

秦 
 
 

美
香
子 

142 
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熊
本
県
立
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集 

五 

半
疑
問
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
談
話
分
析 

福 

田 

浩 

子 

149 
(

一
二･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

久
留
米
大
学
文
学
部
紀
要 

国
際
文
化
学
科
編 

ア
イ
ロ
ニ
ー
発
話
に
お
け
る
推
論
過
程 

―
関
連
性
理
論 

池 

脇 

恵
里
子 

156 
 

二
九 

(

一
二･

三) 

に
基
づ
く
分
析
― 

安 

藤 

裕 

介 
 

言
語
処
理
学
会 

自
然
言
語
処
理 

一
九-

五  

マ
イ
ク
ロ
ブ
ロ
グ
に
お
け
る
感
情
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

江 

村 

優 

花 

170 
(

一
二･

一
二) 

ン
・
動
作
タ
イ
プ
の
推
定
に
基
づ
く
顔
文
字
の
推
薦 

関 
 
 

洋 

平 
 

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要 

文
学
・
文
化
編 

 

ツ
ン
デ
レ
―
落
下
の
演
出 

渋 

谷 

倫 

子 

179 

四
七 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要 

文
学
・
文
化
編 

 

「
ボ
ク
少
女
」
の
言
語
表
現 

―
常
用
性
の
あ
る
「
属
性 

西 

田 

隆 

政 

186 

四
八 

(

一
二･

三) 
表
現
」
と
役
割
語
と
の
接
点
― 

 
 

國
學
院
大
學 

國
學
院
雑
誌 

一
一
二-

一
二  

外
国
人
学
生
と
の
合
同
授
業
を
通
し
た
日
本
人
学
生
の
意 

福 

池 

秋 

水 

192 
(

一
一･

一
二) 

識
の
変
容 

 
 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

二 
 

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
に
お
け
る
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ジ 

諸 

星 

美
智
直 

199 
(

一
一･

三) 

ー
に
つ
い
て 

 
 

國
學
院
大
學
日
本
語
教
育
研
究 

三 
 

ビ
ジ
ネ
ス
文
書
に
お
け
る
「
あ
し
か
ら
ず
」
の
機
能 

 

諸 

星 

美
智
直 

206 
(

一
二･

三) 

―
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
文
例
集
を
資
料
と
し
て
― 

 
 

国
立
国
語
研
究
所
論
集 

四 
(

一
二･

一
一) 

岡
崎
一
〇
〇
年
間
の
「
て
い
た
だ
く
」
増
加
傾
向 

 

井 

上 

史 

雄 
* 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
受
恵
表
現
に
み
る
敬
語
の
民
主
化
― 

金 
 
 

順 

任 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松 

田 

謙
次
郎 

 

埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学
部 

四
七-

一 
 

応
答
詞
「
そ
う
で
す
ね
」
の
機
能
に
つ
い
て 

小 

出 

慶 

一 

213 
(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼
玉
大
学
紀
要 

教
養
学
部 

四
七-

二 
 

｢

い
や｣

の
否
定
性
と
談
話
で
の
機
能 

小 

出 

慶 

一 

220 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

埼
玉
大
学
大
学
院
文
化
科
学
研
究
科
博
士
後
期 

相
互
作
用
に
お
け
る
言
語
行
動 

―
自
他
志
向
と
言
語
行 
河 

 
 

正 

一 

226 

課
程
紀
要 

日
本
ア
ジ
ア
研
究 

九 
 

動
の
動
機
づ
け
に
お
け
る
社
会
的
要
因
― 
 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

四
国
学
院
大
学
論
集 

一
三
七 

(

一
二･

三) 

同
意
要
求
の
用
法
を
持
つ
文
中
の
「
ね
」 

生
天
目 
知 

美 

235 
 

静
岡
県
立
大
学 

国
際
関
係
・
比
較
文
化
研
究 

自
然
的
意
味
再
考 

飯 

野 
勝 
己 

244 
 

一
〇-

二 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

島
根
大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

外
国
語
教 

日
韓
初
対
面
会
話
に
お
け
る
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
・
ス
ト
ラ
テ 

林 
 
 

河 

運 
254 

育
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

六 
(

一
一･

三) 

ジ
ー 

―
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
発
話
に
注
目
し
て
― 

 
 

島
根
大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

外
国
語
教 

日
韓
初
対
面
接
触
会
話
に
お
け
る
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
・
ス
ト 

林 
 
 

河 

運 

261 

育
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

七 
(

一
二･

三) 

ラ
テ
ジ
ー 

―
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
発
話
に
注
目
し
て
― 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
三-

二 

日
本
社
会
の
変
容
と
キ
リ
ス
ト
教
用
語 

小 

川 

俊 

輔 

268 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
三-

二 

相
互
行
為
に
お
け
る
発
話
の
効
力
を
再
考
す
る 

 

名 

塩 

征 

史 

276 
(

一
一･

三) 

―
社
会
に
よ
る
限
定
と
参
与
者
に
よ
る
決
定
― 

水 

島 

梨 

紗 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
三-

二 

法
廷
談
話
実
践
と
法
廷
通
訳 

―
語
用
と
メ
タ
語
用
の
織 

吉 

田 

理 

加 

282 
(

一
一･

三) 

り
成
す
テ
ク
ス
ト
― 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
三-

二 

パ
ラ
グ
ア
イ
日
系
社
会
に
お
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
継
承
と 

中 

東 

靖 

恵 

289 
(

一
一･

三) 

変
容 

―
パ
ラ
グ
ア
イ
の
広
島
県
人
家
族
を
対
象
に
― 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
三-

二 

日
本
の
大
学
生
に
お
け
る
う
つ
の
し
ろ
う
と
理
論 

 

勝 

谷 

紀 

子 

297 
(

一
一･

三) 

―
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
形
態
素
分
析
と
Ｋ
Ｊ
法 

岡 
 
 
 
 

隆 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
よ
る
内
容
分
析
― 

坂 

本 

真 

士 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朝 

川 

明 

男 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山 

本 

真 

菜 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
五-

一 

首
都
圏
若
年
層
の
日
常
会
話
に
お
け
る
「
だ
か
ら
」
の
縮 

原 

田 

幸 

一 

302 
(

一
二･

九) 

約
形 
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30 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
五-

一 

対
面
説
得
事
態
に
お
け
る
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・ 

横 

山 

ひ
と
み 

310 
(

一
二･

九) 

チ
ャ
ネ
ル
に
関
す
る
研
究 

―
チ
ャ
ネ
ル
の
使
用
と
そ
の 

大 

坊 

郁 

夫 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

効
果
― 

 
 

社
会
言
語
科
学
会 

社
会
言
語
科
学 

一
五-

一 

身
体
的
解
釈
法 

―
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
カ
ン
フ
ァ
レ
ン 

細 

馬 

宏 

通 

319 
(

一
二･

九) 

ス
に
お
け
る
介
護
者
間
の
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
な
相
互
行
為 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

上
智
大
学
国
際
言
語
情
報
研
究
所 

Sophia 
 

U
nveiling ʻInvisibleʼ C

onflict Signals in 
 

Lisa  
 

328 
Linguistica 

59 
(

一
二･

三) 
a Japanese-C

hinese Interaction
 

FA
IRBRO

TH
ER

 
 

 

上
智
大
学
国
際
言
語
情
報
研
究
所 

Sophia 
 

The C
onstruction of R

equest D
iscourse: 

Junko SA
IT

O
 
 

339 
Linguistica 

59 
(

一
二･

三) 
 A

 Prelim
inary Study of the U

se of Superiors'  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Supportive M
oves in Superior-Subordinate  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Interactions in the Japanese W
orkplace 

 
 

情
報
処
理
学
会
論
文
誌 

論
文
誌
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

多
言
語
対
面
会
議
支
援
シ
ス
テ
ム
の
た
め
のA

ll for one 

宮 

部 

真 

衣 

350 
 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

五
二-

一 
(

一
一･

一) 

型
支
援
の
効
果 

吉 

野 
 
 

孝 
 

情
報
処
理
学
会
論
文
誌 

論
文
誌
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

用
例
の
正
確
性
評
価
を
目
的
と
し
た
用
例
評
価
手
法
の
比 

福 

島 
 
 

拓 

357 
 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

五
二-

一 
(

一
一･

一) 

較 

吉 

野 
 
 

孝 
 

情
報
処
理
学
会
論
文
誌 

論
文
誌
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

会
話
中
の
名
詞
の
関
連
情
報
を
用
い
た
対
面
型
異
文
化
間 

岡 

本 

健 

吾 

366 
 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

五
二-

三 
(

一
一･

三) 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
評
価 

吉 

野 
 
 

孝 
 

人
文
科
教
育
学
会 

人
文
科
教
育
研
究 

三
八 

グ
ル
ー
プ
討
議
に
お
け
る
視
覚
情
報
化
ツ
ー
ル
の
ケ
ー
ス 

長 

田 

友 

紀 

377 
(

一
一･

八) 

ス
タ
デ
ィ 

―
視
覚
情
報
化
ツ
ー
ル
使
用
行
為
の
種
類
― 

 
 

人
文
科
教
育
学
会 

人
文
科
教
育
研
究 

三
九 

グ
ル
ー
プ
討
議
に
お
け
る
視
覚
情
報
化
ツ
ー
ル
の
使
用
行 

長 

田 

友 

紀 

384 
(

一
二･

八) 

為 

―
相
互
作
用
場
面
と
討
議
の
全
体
構
造
か
ら
の
分
析 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

専
修
大
学
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会 

専
修 

メ
ー
ル
の
返
信
に
か
か
る
時
間
に
対
す
る
送
・
受
信
者
の 

宮 

嵜 

由 

美 

392 

国
文 

八
八 

(

一
一･

一) 

心
理
的
負
担 

―
負
担
の
感
じ
方
の
転
換
点
を
中
心
に
― 

 
 

創
価
大
学
別
科
紀
要 

二
一 

(

一
一･

三) 

協
調
の
原
理
と
日
本
語
の
「
言
い
換
え
」
表
現
に
つ
い
て 
伊 

東 

美
智
留 

398 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
ラ
ジ
オ
の
ト
ー
ク
番
組
か
ら
― 
 

 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

｢

ほ
め｣

と
は
ど
の
よ
う
な
言
語
行
動
か 

―
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 

伊 
藤 

由
希
子 

405 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

八 
(

一
一･

一) 

ー
シ
ョ
ン
主
体
の
意
識
に
沿
っ
た
と
ら
え
直
し
を
目
指
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
― 

 
 

待
遇
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

待
遇
コ
ミ 

相
手
に
伝
わ
る｢

ほ
め｣

の
条
件 

―｢

す
ご
い｣

の
受
け 

伊 

藤 

由
希
子 

413 

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究 

九 
(

一
二･

一) 

止
め
ら
れ
方
を
手
が
か
り
に
― 

 
 

大
東
文
化
大
学
語
学
教
育
研
究
所 

語
学
教
育 

日
本
語
母
語
話
者
の
ア
イ
ロ
ニ
ー
産
出
と
評
価 

中 

村 

香
代
子 
421 

研
究
論
叢 

二
八 

(

一
一･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
東
文
化
大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
日
本 

〝

三
・
一
一
〟
か
ら
の
日
本
語
学 

―
こ
と
ば
と
言
説
は 

田 

中 
 
 

寛 

433 

言
語
文
化
学
専
攻 

指
向 

日
本
言
語
文
化
学 

｢

生
死｣

を
救
済
す
る
か
― 

 

・
応
用
日
本
語
学
研
究
論
究 

九 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

筑
紫
女
学
園
大
学
・
短
期
大
学
部 

人
間
文
化 

異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
実
践
型
教
育 

中 

村 

良 

廣 

440 

研
究
所
年
報 

二
二 

(

一
一･

八) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
国
四
国
教
育
学
会 

教
育
学
研
究
紀
要 

 

話
す
こ
と
に
関
す
る
構
成
的
グ
ル
ー
プ
・
エ
ン
カ
ウ
ン
タ 

黄 
 
 
 
 

潔 
*** 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

五
七 

(

一
二･

三) 

ー
の
実
践 

―
要
約
と
時
間
配
分
に
つ
い
て
― 

 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
八 

(

一
一･

一
二) 

反
省
会
に
お
け
る
評
価
の
行
為
連
鎖 

―
専
門
家
が
同
席 

杜 
 
 

長 

俊 

446 
 

す
る
反
省
会
に
お
い
て
の
知
識
の
交
渉
― 

 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
八 

(

一
一･

一
二) 

相
手
の
否
定
的
側
面
を
語
る
談
話
の
組
み
立
て
方 

―
プ 

林 
 
 

始 

恩 

454 
 

レ
行
為
と
サ
イ
ド
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
を
中
心
に
― 

 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
八 
(

一
一･

一
二) 

戦
後
新
聞
紙
面
に
お
け
る
「
男
性
標
示
語
」
の
推
移 

徐 
 
 

微 

潔 

460 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
九 

(

一
二･

一
二) 

日
中
韓
の
友
人
会
話
に
お
け
る
依
頼
の
談
話
展
開 

生
天
目 

知 

美 

467 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

劉 
 
 

雅 

静 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

和 

啓 

子 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
九 

(

一
二･

一
二) 

自
然
会
話
に
見
ら
れ
る
「
で
し
ょ
う
」
の
「
念
押
し
確
認 

張 
 
 

恵 

芳 

475 
 

用
法
」 
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31 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
九 

(

一
二･

一
二) 

会
話
分
析
を
通
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ト
ラ 

許 
 
 

挺 

傑 

483 
 

テ
ジ
ー
の
再
考
察 

―
上
昇
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

確
認
要
求
の
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
を
例
に
― 

 
 

筑
波
大
学
外
国
語
セ
ン
タ
ー 

外
国
語
教
育
論 

C
om

prehension Strategies: Pre-production  
Jeroen B

O
D

E
 
 

491 

集 

三
三 

(

一
一･

三) 
C

onsiderations in the Translation Process 
 

 

東
海
大
学
紀
要 

国
際
教
育
セ
ン
タ
ー 

二 
 

日
中
両
語
の
依
頼
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
使
用
と
表
現
形
式 

 

森 

山 

美
紀
子 

499 
(

一
二･

三) 

―
日
中
合
同
授
業
の
教
室
活
動
か
ら
― 

峯 

谷 

秀 

美 
 

東
京
外
国
語
大
学
論
集 

八
四 

(

一
二･
七) 

ニ
ュ
ー
ス
報
道
お
よ
び
ブ
ロ
グ
等
に
見
ら
れ
る｢

～
で
す｣ 

鈴 

木 

智 

美 

510 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
の
意
味
・
機
能 

―｢

～
を
徹
底
取
材
で
す｣

｢

～
に
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

待
で
す｣

｢

～
を
よ
ろ
し
く
で
す｣

― 
 

 

東
京
学
芸
大
学
国
語
科
教
育
学
研
究
室 

学
芸 
再
生
産
さ
れ
る
「
多
言
語
性
の
隠
蔽
」 

間
言
語
的
〈
日 

笹 

平 

真
之
介 

519 

国
語
教
育
研
究 

二
九 

(

一
一･

一
二) 

本
語
の
特
性
〉
の
教
育
へ
向
け
て
の
一
考
察 

 
 

東
京
学
芸
大
学
紀
要 

総
合
教
育
科
学
系
二 

 

吃
音
児
・
者
の
語
レ
ベ
ル
の
処
理
と
文
レ
ベ
ル
の
処
理
に 

髙 

橋 

三 

郎 

526 

六
三 

(

一
二･

二) 

関
す
る
従
来
の
研
究
と
今
後
の
研
究
課
題 

伊 

藤 

友 

彦 
 

東
京
家
政
大
学
研
究
紀
要 

人
文
社
会
科
学 

 

ハ
ワ
イ
ピ
ジ
ン
英
語
の
中
の
日
系
文
化 

篠 

田 

左
多
江 

530 

五
一-

一 
(

一
一･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究 

二
〇 

  
｢

言
い
わ
け｣

に
み
る
配
慮
の
表
現 

―｢

断
り｣

談
話
に 

竹 

本 

紗 

世 

535 
(

一
二･

三) 

み
る
言
い
わ
け
― 

 
 

東
京
女
子
大
学
言
語
文
化
研
究 

二
〇 

  

大
学
生
男
女
の
「
沈
黙
」
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
与 

堀 
 
 

こ
の
み 
*** 

(

一
二･

三) 

え
る
影
響 

―
初
対
面
同
士
の
会
話
に
注
目
し
て
― 

 
 

東
京
成
徳
大
学
研
究
紀
要 

人
文
学
部
・
応
用 

PR
O

V
ID

IN
G

 A
C

C
ESSIB

ILITY
 O

F 
 

M
argaret Pine 

 
 

544 

心
理
学
部 

一
八 

(

一
一･

三) 
IN

FO
R

M
ATIO

N
 R

ESO
U

R
C

ES FO
R

 D
EA

F 
 

 
 
 
 O

TA
K

E
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
N

D
 H

A
R

D
-O

F-H
EA

R
IN

G
 STU

D
EN

TS: 
 

Satoshi  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

A
 R

eport on the Efforts of O
ne Sm

all-Scale  
 

N
A

K
AYA

M
A

 
 

U
niversity in Japan 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

キ
ャ
ラ
ク
タ
の
タ
イ
プ
と
役
割
語
に
関
す
る
意
識
調
査
報 
宿 

利 

由
希
子 

554 
 

言
語
科
学
論
集 

一
六 

(

一
二･

一
二) 

告 

―
《
私
た
ち
》
タ
イ
プ
に
注
目
し
て
― 

 
 

常
磐
大
学
人
間
科
学
部
紀
要 

人
間
科
学 

 

初
年
次
教
育
に
お
け
る
日
本
語
科
目
の
展
望 

―
人
間
科 

森 
 
 

弘 

一 

560 

二
八-

二 
(

一
一･

三) 

学
部
「
学
び
と
探
究
の
方
法
」
の
場
合
― 

 
 

名
古
屋
大
学
文
学
部
日
本
語
学
・
言
語
学
研
究 

ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
理
論
に
お
け
る
社
会
的
制
限
の
変
化
と
表 

横 

倉 

真 
弥 

565 

室 
N

agoya Linguistics

（
名
古
屋
言
語
研
究
） 

現
選
択
の
幅
の
拡
大 

―
日
本
語
に
お
け
る
行
為
の
授
受 

 
 

五 
(

一
一･

三) 

表
現
「
～
テ
イ
タ
ダ
ク
」
を
例
に
― 

 
 

名
古
屋
大
学
文
学
部
日
本
語
学
・
言
語
学
研
究 

授
受
形
式
に
よ
る
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
上
の
距
離
の
質
的
転
換 

横 

倉 

真 

弥 
572 

室 
N

agoya Linguistics

（
名
古
屋
言
語
研
究
） 

―
贈
与
交
換
シ
ス
テ
ム
か
ら
見
た
人
間
関
係
の
距
離
の
維 

 
 

六 
(

一
二･

三) 

持
と
親
近
感
表
示
の
両
立
を
糸
口
に
― 

 
 

名
古
屋
経
済
大
学 

人
文
科
学
論
集 

八
八 

  

待
遇
表
現
「
さ
せ
て
い
た
だ
く
」
の
語
用
論
的
分
析 

近 

藤 

利 

恵 

579 
(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

南
山
大
学 

ア
カ
デ
ミ
ア 

文
学
・
語
学
編 

 

言
語
運
用
か
ら
見
た
促
進
方
略 

―
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
ク
ラ 

丹 

羽 

牧 

代 

588 

九
二 

(

一
二･

六) 

イ
エ
ン
ト
間
の
情
報
共
有
を
め
ぐ
る
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
― 

 
 

日
本
言
語
学
会 

言
語
研
究 

一
四
二 

  

街
の
な
り
た
ち
と
言
語
景
観 

―
東
京
・
秋
葉
原
を
事
例 

田 

中 

ゆ
か
り 

606 
(

一
二･

九) 

と
し
て
― 

早 

川 

洋 

平 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

冨 

田 
 
 

悠 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

林 
 
 

直 

樹 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

依
頼
の
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
に
お
け
る
フ
ィ
ラ
ー 

周 
 
 
 
 

莉 
*** 

 

一
六 

(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
語
用
論
学
会 

語
用
論
研
究 

一
三 

  

談
話
標
識
と
し
て
の
指
示
表
現
「
そ
り
ゃ
」
の
機
能
に
つ 

小 

川 

典 

子 
* 

(

一
二･

三) 

い
て 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
二 

  

若
者
の
お
し
ゃ
べ
り
に
お
け
る
談
話
調
査 

―
縮
ま
り
つ 

木 

村 

華 

子 

614 
(

一
二･

三) 

つ
あ
る
男
女
差
― 

 
 

日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
三 

  

ブ
ロ
グ
に
お
け
る
男
女
間
の
語
使
用
の
比
較
と
分
析 

菅 

原 

順 

子 

622 
(

一
二･

六) 
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日
本
大
学
国
文
学
会 

語
文 

一
四
三 

  

ブ
ロ
グ
に
み
ら
れ
る
若
者
こ
と
ば
の
年
代
差
・
男
女
差 

首 

藤 

花
里
奈 

629 
(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所 

研
究 

｢

難
聴｣

の
し
ろ
う
と
理
論 

勝 

谷 

紀 

子 

633 

紀
要 

八
一 

(

一
一･
三) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
女
子
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
目
白 

 

真
偽
疑
問
文
に
対
す
る
否
定
応
答
の
分
類 

―｢

い
い
え｣ 

吉 

田 

吏 

沙 

637 

五
一 

(

一
二･

二) 

の
有
無
と
話
し
手
の
意
図
を
基
準
と
し
て
― 

 
 

日
本
の
ロ
ー
マ
字
社 

R
ôm

azi no N
ippon  

日
本
語
の
会
話
表
現
に
お
け
る
直
接
的
・
間
接
的
表
現
に 

Iw
am

oto  
 

644 
 
659 

(

一
二･

一) 

関
す
る
研
究 

「honne and tatem
ae

（
本
音
と
建
前
）」 

 
 
 

H
idekazu

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
事
例
に 

 
 

日
本
保
育
学
会 

保
育
学
研
究 

五
〇-

一 
 

保
育
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お
け
る
談
話
ス
タ
イ
ル
と
そ
の 

中 

坪 

史 

典 

649 
(

一
二･

八) 
規
定
要
因 

秋 

田 

喜
代
美 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

他
三
名 

 

白
鴎
大
学
論
集 

二
六-

一 
(

一
一･

九) 

言
語
表
現
法
の
実
践 

井 

上 

次 

夫 

655 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

ハ
ワ
イ
日
系
二
世
の
言
語
切
替
え
に
関
す
る
ケ
ー
ス
ス
タ 

島 

田 

め
ぐ
み 

670 

一
五 

(

一
二･

三) 

デ
ィ 

 
 

一
橋
大
学
大
学
院 

言
語
社
会 

六 
 

日
本
に
お
け
る
ロ
シ
ア
出
身
移
民
の
母
語
・
継
承
語
教
育 

バ
ソ
ヴ
ァ
・ 

九 
(

一
二･

三) 

の
研
究 

Ｏ
Ｂ
Ｃ
テ
ス
ト
に
よ
る
移
民
児
童
の
言
語
運
用 

 
 
 
 

オ
リ
ガ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

能
力
の
測
定
結
果
を
事
例
と
し
て 

 
 

兵
庫
教
育
大
学
言
語
表
現
学
会 

言
語
表
現
研 

話
し
合
い
活
動
に
お
け
る
メ
タ
言
語
の
相
互
作
用
的
活
用 

大 

江 

実
代
子 

一
九 

究 

二
八 

(

一
二･

三) 
 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
文
学
攷 

 
｢

あ
い
づ
ち｣

の
使
い
分
け
に
お
け
る
中
国
語
話
者
と
日
本 

王 
 
 
 
 

樵 

677 

二
一
〇 

(

一
一･

六) 

語
話
者
の
相
違 

―
情
報
の
な
わ
張
り
理
論
の
観
点
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

文
化
外
国
語
専
門
学
校
紀
要 

二
五 

 

こ
れ
ま
で
の
日
中
の
「
謝
罪
」
表
現
研
究
の
問
題
点
と
今 

高 

橋 

優 

子 

684 
(

一
二･

二) 

後
の
課
題 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

場
面
形
成
上
の
聞
き
手
待
遇
に
お
け
る
「
聞
き
手
」
の
捉 
呉 

 
 

泰 

均 

688 

一
二 

(

一
二･

一
二) 

え
方 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

指
示
詞
の
発
話
機
能 

―
ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
の
観
点
か
ら
― 

李 
 
 

京 

和 

694 

一
二 

(

一
二･

一
二) 

 
 

 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

言
語
的
修
復
行
動
に
お
け
る
他
者
開
始
に
つ
い
て 

 

張 
 
 

玲 
玲 

701 

一
二 

(

一
二･

一
二) 

―
形
式
整
理
と
分
類
基
準
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

三
重
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
紀
要 

七 
  

マ
レ
ー
シ
ア
語
母
語
話
者
の
タ
ー
ン
テ
イ
キ
ン
グ
に
関
す 

勝 

田 

順 

子 
710 

(

一
二･

三) 

る
一
考
察 

 
 

明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集 

二
三 

 
Predicting W

hen “W
rong” becom

es “R
ight”:  

June-ko M
atsui 

 

714 
 

(

一
一･

三) 
Language U

se in the Public D
om

ain, that C
hanges  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Perception 
 

 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

談
話
の
特
徴
か
ら
み
た
ハ
ワ
イ
日
系
人
社
会
の
日
本
語 

山 

下 

暁 

美 

720 

応
用
言
語
学
研
究 

一
四 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
治
大
学
教
養
論
集 

四
七
三 

(

一
一･

九) 

語
用
論
の
諸
相
、
そ
し
て
そ
の
意
味(

一) 

浜 

口 
 
 

稔 

727 
 

目
白
大
学
総
合
科
学
研
究 

八 
(

一
二･

三) 

フ
レ
ー
ム
・
コ
ン
テ
ン
ト
仮
説
の
一
検
証 

宮 

原 

温 

子 

744 
 

安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
論
集 

フ
ロ
ー
理
論
で
構
築
す
る
「
が
ん
ば
れ
る
」
の
概
念
構
造 

川 

岸 

克 

己 

749 
 

四
一 

(

一
一･

一) 
 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

単
語
販
売
に
関
す
る
経
済
言
語
学
的
試
論 

有 

元 

光 

彦 

755 

社
会
科
学 

自
然
科
学 

六
一-

一
・
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

｢

ね｣

の
必
須
性 

中 

野 

伸 

彦 

二
六 

社
会
科
学 

自
然
科
学 

六
一-

一
・
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

芸
術
・
体
育 

看
板
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
印
象
が
受
け
手
の
行
動
に
与
え
る
影 

日 

高 

美 

咲 

761 

・
教
育
・
心
理 

六
一-

三 
(

一
二･

一) 

響 

小 

杉 

考 

司 
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山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要 

 

大
学
生
は
ラ
ン
ダ
ム
配
列
の
説
明
文
を
ど
の
よ
う
に
再
構 

岩 

永 

正 

史 

765 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

一
三 

(

一
二･

三) 

成
す
る
か 

―
大
学
生
の
説
明
ス
キ
ー
マ
を
探
る
― 

堀
之
内 

志 

直 
 

横
浜
市
立
大
学
論
叢 
人
文
科
学
系
列 

 

父
親
が
使
う
自
称
詞
：
な
ぜ
そ
こ
で
そ
れ
が
選
択
さ
れ
る 

佐 

藤 

響 

子 

768 

六
二-

二 
(

一
一･

三) 

の
か 

 
 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

こ
と
ば
が
力
を
失
っ
た
あ
と 

児 

玉 

徳 

美 

780 
 

六
二
八 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
命
館
大
学
大
学
院 

O
n Language and  

客
と
接
客
者
の
会
話
分
析 

中 

田 

梓 

音 

791 
Language Education

 
4 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
命
館
大
学
大
学
院 

O
n Language and  

A
 C

orpus-B
ased A

pproach to C
ultural D

ifferences  
Satom

i 
 
 

*** 
Language Education

 
5 

(

一
二･

三) 
in Verbal Expression: From

 the C
om

parison of 
 

 
 
 

Yam
azaki 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Japanese and A
m

erican M
otion Pictures,  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

“Shall W
e D

ance?” 
 

 

龍
谷
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報 

二
〇 

 

落
語
の
談
話
的
構
造
―｢

間｣

と｢

音
調｣ 

角 

岡 

賢 

一 

807 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

麗
澤
大
学
紀
要 

九
五 

(

一
二･

一
二) 

観
光
産
業
従
事
者
の
言
語
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

―
タ
イ
・
プ 

山 

川 

和 

彦 

814 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー
ケ
ッ
ト
島
を
事
例
と
し
て 

 
   
 
 
 
 
  * ････

論
説
資
料
の
ペ
ー
ジ
数
の
制
約
に
よ
り
、
掲
載
で
き
な
か
っ
た
長
大
な
論
文 

  
 
 
 
 
 ** ････

特
集
号
・
専
門
誌
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
に
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 

  
 
 
 
 
*** ････

著
作
権
者
と
連
絡
が
と
れ
な
か
っ
た
た
め
紹
介
に
と
ど
め
た
論
文 
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第
五
分
冊
増
刊
（
言
語
学
・
対
照
研
究
） 

 

一 

言
語
学 

 

愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化
研
究
所
紀
要 

人
間 

裁
判
員
裁
判
制
度
に
お
け
る
外
国
人
刑
事
事
件
と
通
訳 

 

中 

村 

幸 

子 

1 

文
化 

二
六 

(

一
一･

九) 

―
法
廷
通
訳
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
現
実
― 

 
 

愛
知
学
院
大
学
論
叢 

文
学
部
紀
要 
四
一 

 

裁
判
員
制
度
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
に
見
ら
れ
る
日
本 

中 

村 

幸 

子 

7 
(

一
二･

三) 

的
表
現
の
訳
出
に
関
す
る
一
考
察 

 
 

茨
城
大
学
人
文
学
部
紀
要 

人
文
コ
ミ
ュ
ニ
ケ 
問
題
解
決
・
説
明
文
理
解
・
学
習
に
お
け
る
図
的
表
現
の 

有 

冨 

美
代
子 

13 

ー
シ
ョ
ン
学
科
論
集 

一
二 

(

一
二･

三) 
効
果 

―
理
論
的
概
観
― 

 
 

大
阪
大
学
国
際
教
育
交
流
セ
ン
タ
ー
研
究
論
集 

言
語
活
動
従
事
に
関
与
し
て
い
る
知
識
は
何
か 

 

西 

口 

光 

一 

27 
 

多
文
化
社
会
と
留
学
生
交
流 

一
六 

 

―
バ
フ
チ
ン
の
対
話
論
の
視
点
― 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

大
阪
観
光
大
学
紀
要 

一
二 

(

一
二･

三) 

言
語
習
得
の
メ
カ
ニ
ズ
ム 

―
核
心
と
周
辺
を
め
ぐ
っ
て 

樋 

上 
 
 

勲 

33 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

― 
 

 

お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究 

八 
 

言
葉
の
絵
画
性 

―
デ
イ
ヴ
ィ
ド
ソ
ン
の
メ
タ
フ
ァ
ー
論 

古 

田 

徹 

也 

一 
(

一
二･

三) 

再
考
― 

 
 

尾
道
大
学
芸
術
文
化
学
部
紀
要 

一
一 

 

多
義
語
を
用
い
た
比
喩
表
現
の
認
知
過
程
に
関
す
る
検
討 

塚 

本 

真 

紀 

36 
(

一
二･

三) 
 

 
 

神
田
外
語
大
学
言
語
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

ア
ラ
ン
・
ダ
ン
ダ
ス
の
言
語
文
化
論 

斎 

藤 

武 

生 

38 
Scientific A

pproaches to Language 
11 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

九
州
大
学
言
語
学
論
集 

三
二 

(

一
一･

一
一) 

否
定
呼
応
に
関
す
る
心
理
言
語
学
的
考
察 

―
シ
カ
ナ
イ 

備 

瀬 
 
 

優 

45 
 

構
文
の
検
討
― 
 

 

熊
本
県
立
大
学
文
学
部
紀
要 

一
八 

 

ダ
イ
ク
シ
ス
と
「
語
り
」 
三 
木 

悦 

三 

60 
(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

高
知
県
立
大
学
紀
要 

文
化
学
部
編 

六
一 

 

琉
球
語
と
古
代
朝
鮮
語
の
比
較
言
語
学
的
考
察 

橋 

尾 
直 

和 

72 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

宜
蘭
ク
レ
オ
ー
ル 

真 

田 

信 

治 

78 

ビ
ュ
ー 

三-

一 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

簡 
 
 

月 

真 
 

札
幌
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

文
化
と
言
語 

 
Langacker

の
主
観
性
（Subjectivity

）
と
主
体
化 

濱 

田 

英 

人 

83 

七
五 

(

一
一･

一
一) 

(Subjectification
) 

對 

馬 

康 

博 
 

札
幌
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

文
化
と
言
語 

 

日
本
語
話
者
の
モ
ノ
の
認
識
と
類
別
詞 

濱 

田 

英 

人 

108 

七
五 

(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井 

上 

紗
葉
璃 

 

札
幌
大
学
文
化
学
部
紀
要 

比
較
文
化
論
叢 

 

韓
国
語
訳
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
解
釈
上
の
諸
問
題
に 

田 

中 

幹 

子 

122 

二
六 

(

一
一･

七) 

つ
い
て 

―
『
桐
壺
』
巻(

二)

― 

金 
 
 

智 

慧 
 

首
都
大
学
東
京
都
市
教
養
学
部
人
文
・
社
会
系 

メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
る
語
り
と
示
し 

―
メ
タ
フ
ァ
ー
の
社 

林 

原 

玲 

洋 

137 

／
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部 

人
文
学
報 

社 

会
学
的
分
析
に
向
け
て
― 

 

会
学 

四
五
二 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所 

学
苑 

文 

語
源
学
の
技
法 

―
言
語
教
育
に
生
か
す
習
得
法
― 

岸 

山 
 
 

睦 

144 

化
創
造
学
科
紀
要 

八
五
三 

(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

昭
和
女
子
大
学
近
代
文
化
研
究
所 

学
苑 

英 
｢

も
の｣

概
念
に
つ
い
て 

―｢

も
の｣

＝｢

マ
ナ｣

説
に
関 

井 

原 

奉 

明 

150 

語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
紀
要 

八
五
八 

  

す
る
考
察
― 

 
(

一
二･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・
・ 

 

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会 

文
学
・
語
学 

 

話
法
の
英
訳
に
つ
い
て
の
断
章 

―
〈
自
由
間
接
話
法
〉
か 

緑 

川 

真
知
子 

七 
 

 
  

 

・
・ 

 

二
〇
二 

(

一
二･

三) 

ら
〈
自
由
直
接
話
法
〉
へ
― 

 
 

大
東
文
化
大
学
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
日
本 

戦
前
戦
中
に
お
け
る
日
タ
イ
間
の
言
語
文
化
の
接
触
と
摩 

田 

中 
 
 

寛 

157 

言
語
文
化
学
専
攻 

指
向 

日
本
言
語
文
化
学 

擦 

―
原
典
史
料
集
成
の
現
代
的
意
味
を
求
め
て
― 

 

・
応
用
日
本
語
学
研
究
論
究 

九 
(

一
二･

三) 
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中
国
四
国
教
育
学
会 

教
育
学
研
究
紀
要 

 

幼
児
の
言
語
習
得
に
関
す
る
理
論
的
研
究 

―
マ
イ
ケ
ル 

平 

田 

仁 

胤 

164 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 
五
六 

(

一
一･

三) 

・
ト
マ
セ
ロ
の
言
語
習
得
論
の
批
判
的
検
討
― 

 
 

筑
波
応
用
言
語
学
研
究 

一
九 

(

一
二･

一
二) 

自
然
言
語
生
態
学 

―
生
命
秩
序
形
成
系
と
し
て
の
物
資 

岡 

崎 

敏 

雄 
*** 

 

系
に
お
け
る
〝
自
然
生
態
系
と
自
然
言
語
の
生
成
構
造
と 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

過
程
〟
― 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
一 

(
一
一･

九) 

ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
等
質
化
概
念
の
混
乱
と
そ
の
解 

酒 

井 

智 

宏 

167 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消 

―
意
味
の
共
有
を
め
ぐ
る
幻
想
― 

 
 

東
京
大
学
言
語
学
論
集 

三
二 

(

一
二･
九) 

矛
盾
文
と
自
然
言
語
に
お
け
る
規
範
性
の
源
泉 

酒 

井 

智 

宏 

176 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 
〈
言
語
の
構
造
〉
か
ら
〈
話
者
の
認
知
ス
タ
ン
ス
〉
へ 

 

池 

上 

嘉 

彦 

一
四 

八
九-

一
一 

(

一
二･

一
一) 
―
〈
主
客
合
一
〉
的
な
事
態
把
握
と
〈
主
客
対
立
〉
的
な
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

態
把
握
― 

 
 

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会 

国
語
と
国
文
学 

 

イ
メ
ー
ジ
の
意
味
論 

山 

梨 

正 

明 

二
二 

八
九-

一
一 

(

一
二･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

東
京
外
国
語
大
学
論
集 

八
二 

(

一
一･

七) 

メ
タ
記
憶
の
発
達
に
関
す
る
考
察 

―
概
観
と
展
望
― 

上 

原 
 
 

泉 

187 
 

東
京
経
済
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
会 

 

〈
言
語
を
語
る
言
語
〉
の
不
自
由 

川 

原 

潮 

子 
*** 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学 

三
五 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

名
古
屋
大
学
言
語
文
化
研
究
会 

こ
と
ば
の
科 

音
象
徴
語
を
め
ぐ
る
言
語
普
遍
性
と
言
語
個
別
性 

飯 

田 

香 

織 

197 

学 

二
五 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会
論
集 

八 
(

一
二･

九) 
｢

小
笠
原
混
合
言
語｣

は
本
当
に｢

言
語｣
な
の
か 

 

ロ
ン
グ
、 

205 
 

―
五
つ
の
側
面
か
ら
の
検
証
― 

 
 
 

ダ
ニ
エ
ル 

 

日
本
語
用
論
学
会 

語
用
論
研
究 

一
三 

  

言
語
分
析
へ
の
提
言 

児 

玉 

徳 

美 
* 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
女
子
大
学
紀
要 

文
学
部 

六
〇 

  

音
楽
と
言
語
と
脳 
加 

藤 

雅 

子 

210 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
心
理
学
会 

心
理
学
研
究 

八
一-

六 
 

語
彙
判
断
課
題
に
お
け
る
カ
タ
カ
ナ
語
の
形
態
・
音
韻
隣 

日 
野 

泰 

志 

225 
(

一
一･

二) 

接
語
数
効
果 

中 
山 
真
里
子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮 

村 
し
の
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

楠 

瀬 
 
 

悠 
 

日
本
読
書
学
会 

読
書
科
学 

五
四-

一
・
二  

物
語
の
登
場
人
物
が
同
時
に
複
数
の
感
情
を
経
験
す
る
場 

上 

原 

友
紀
子 

*** 
(

一
二･

三) 

合
の
感
情
理
解 

―
読
解
時
間
に
よ
る
検
討
― 

 
 

日
本
読
書
学
会 

読
書
科
学 

五
四-

一
・
二  

物
語
理
解
に
お
け
る
感
情
理
解 

―
探
索
的
推
論
の
視
点 

上 

原 

友
紀
子 

*** 
(

一
二･

三) 

か
ら
― 

 
 

日
本
歴
史
言
語
学
会 

歴
史
言
語
学 

一 
  

歴
史
言
語
学
で
「
言
語
」
を
超
え
る 

―
植
物
名
称
の
比 

菊 

澤 

律 

子 

229 
(

一
二･

一
二) 

較
と
先
史
研
究
― 

 
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要 

一
〇
五 

 

発
達
障
害
を
も
つ
児
童
・
生
徒
の
有
意
味
語
・
無
意
味
語 

松 

本 

敏 

治 

236 
(

一
一･

三) 

読
み
速
度
の
発
達
的
変
化
と
そ
の
デ
ィ
ス
ク
レ
パ
ン
シ
ー 

 
 

文
教
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科
付
属
言
語 

翻
訳
の
意
味
論 

城 

生 

佰
太
郎 

239 

文
化
研
究
所
紀
要 

言
語
と
文
化 

二
四 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
研
究
成
果
報
告 

翻
訳
の
正
体 

宗 

意 

和 

代 

249 

集 

国
際
日
本
学 

九 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
北
方
研
究
教 

池
上
二
良
先
生
「
言
語
学
概
論
」
講
義 

津
曲 

敏
郎
／
編 

* 

育
セ
ン
タ
ー 

北
方
人
文
研
究 

五 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
立
ア
イ
ヌ
民
族
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研 

ア
イ
ヌ
語
千
歳
方
言
に
お
け
る
推
量
の
助
動
詞nankor

の 

佐 

藤 

知 

己 

260 

究
紀
要 

一
七 

(

一
一･

三) 

意
味
に
つ
い
て 

 
 

武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌 

四
四-

一
・
二 

 

言
語
と
文
法 

―
あ
る
い
は
、「
偏
見
」
に
つ
い
て
― 

新 

田 

春 

夫 
* 

(

一
二･

一
一) 
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明
海
大
学
外
国
語
学
部
論
集 

二
四 

 

日
中
語
ピ
ジ
ン 

―
「
協
和
語
」
へ
の
序
章 

桜 

井 
 
 

隆 

269 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

言
語
の
普
遍
性
と
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー 

原 

口 

庄 

輔 
*** 

応
用
言
語
学
研
究 
一
四 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｓ
に
よ
る
音
韻
と
統
語
の
相
関
研
究 

時 

崎 

久 

夫 

277 

応
用
言
語
学
研
究 

一
四 

(

一
二･
三) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

ピ
ジ
ン
研
究
に
お
け
る
英
語
と
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
呪
縛 

 

桜 

井 
 
 

隆 

283 

応
用
言
語
学
研
究 

一
四 

(

一
二･

三) 

―
誤
解
さ
れ
た
横
浜
ピ
ジ
ン
― 

 
 

山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論
叢 

人
文
科
学
・ 

翻
訳
の
分
か
り
や
す
さ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か 

藤 

本 

幸 

伸 

290 

社
会
科
学 

自
然
科
学 

六
一-

一
・
二 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(

一
二･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要 

 

徴
候
と
痕
跡
：
時
間
と
事
態
の
認
識 

仲 

本 

康
一
郎 

295 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

一
二 

(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要 

 

メ
ト
ニ
ミ
ー
再
考 

仲 

本 

康
一
郎 

301 

Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
版 

一
三 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

立
教
大
学
心
理
学
研
究 

五
四 

(

一
二･

三) 

統
語
能
力
の
基
礎
を
な
す
も
の 

―
ヒ
ト
お
よ
び
動
物
の 

孫 
 
 
 
 

瑞 
*** 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

時
系
列
刺
激
弁
別 

 
 

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー 

ポ
リ 

O
n Processing R

elative C
lauses in H

ead-final  
K

ris R
am

onda 
 

*** 

グ
ロ
シ
ア(Polyglossia) 

二
二 

  
Languages: Evidence of coping m

echanism
s for 

 
 

(

一
二･

三) 
w

orking m
em

ory
 

 
 

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー 

ポ
リ 

ア
イ
ヌ
民
族
を
話
者
と
す
る
日
本
語
構
文
に
見
ら
れ
る
特 

大
喜
多 

紀 

明 

311 

グ
ロ
シ
ア(Polyglossia) 

二
三 

  

徴 
 

(

一
二･

一
〇) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

こ
と
ば
と
意
味 

児 

玉 

徳 

美 

317 
 

六
二
六 

(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

立
命
館
大
学
文
学
部
人
文
学
会 

立
命
館
文
學 

日
本
語
と
言
語
類
型 
児 

玉 

徳 

美 

326 
 

六
二
七 

(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

類
型
学
研
究
会 

類
型
学
研
究 

三 
 

さ
ま
ざ
ま
な
〈
膠
着
〉 

―
〈
膠
着
〉
再
説
― 

ま
つ
も
と 

338 
(

一
一･

四) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

ひ
ろ
た
け 

 

麗
澤
大
学
経
済
学
会 

麗
澤
学
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

翻
訳
シ
フ
ト
論
の
新
展
開
へ
の
試
論 

河 

原 

清 
志 

349 
 

二
〇-

一 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

早
稲
田
大
学 

平
安
朝
文
学
研
究 

復
刊
一
九 

ヤ
マ
タ
・
キ
ク
に
よ
る
仏
訳
『
源
氏
物
語
』 

―
ウ
ェ
イ 

常 

田 

槙 

子 
355 

(

一
一･

三) 

リ
ー
訳
と
の
対
比
か
ら
み
え
る
独
自
性
― 

 
  

二 

対
照
研
究 

 

愛
媛
大
学
教
育
学
部
国
語
国
文
学
会 

愛
媛
国 

接
続
助
詞
「
ば
」
の
用
法
と
中
国
語
訳
に
つ
い
て 

 

王 
 
 
 
 

曦 
*** 

文
と
教
育 

四
四 

(

一
二･

三) 

―
『
破
戒
』
を
中
心
に
― 

 
 

大
阪
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
研
究 

三
七 

 

生
物
主
語
か
ら
無
生
物
主
語
へ 

―
日
・
仏
対
照
研
究
― 

春 

木 

仁 

孝 

361 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大
阪
府
立
大
学 

言
語
文
化
学
研
究 

言
語
情 
｢

す
み
ま
せ
ん｣

と｢

托
不
起｣

の
使
用
条
件
の
対
照
分
析 

陳 
 
 

臻 

渝 

372 

報
編 

七 
(

一
二･

三) 
 

 
 

大
妻
女
子
大
学
紀
要 

文
系 

四
三 

 
Japanese, B

asque, and the Languages of Eurasia:  
R

onald  
 

381 
(

一
一･

三) 
The Q

uestion of G
enetic A

ffiliation
 

 
  

Thornton
 

 

学
習
院
大
学
人
文
科
学
研
究
所 

人
文 

一
〇 

東
ア
ジ
ア
言
語(

日
本
語
・
中
国
語
・
朝
鮮
語)

の
南
北
方 

あ 

べ 

せ
い
や 

386 
(

一
二･

三) 

言
の
音
韻
対
応
か
ら
推
定
さ
れ
た
紀
元
前
約
一
万
年
前
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

｢

呼
気
量
変
化｣

(

口
腔
鼻
腔
流
出
量
比
率
変
化)

と
そ
の
要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

因
に
つ
い
て 

 
 

学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学 

八 
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
結
果
構
文 

―
日
本
語
の
結
果
構
文 

A
riestyani 

 
 

398 
(

一
二･

三) 

・
英
語
の
結
果
構
文
と
の
比
較
か
ら
― 

W
ahyu Perw

ita  
 

 
Sari 
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学
習
院
大
学
大
学
院
日
本
語
日
本
文
学 

八 
 

｢

濃
い
／
薄
い｣

に
対
応
す
る
韓
国
語
の
形
容
詞
に
つ
い
て 

禹 
 
 

塀 

穎 

408 
(

一
二･

三) 

の
小
考 

 
 

神
奈
川
大
学
人
文
学
会 

人
文
研
究 

一
七
三 

色
彩
言
語
か
ら
連
想
さ
れ
る
色
彩
イ
メ
ー
ジ
の
交
叉
文
化 

車 
 
 

貞 

椁 

420 
(

一
一･

三) 

的
研
究 

―
日
本
人
・
韓
国
人
お
よ
び
日
本
在
住
韓
国
人 

三 

星 

宗 

雄 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
対
象
に
― 

 
 

岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要 

外
国
語
学
部
編 

 

日
英
語
命
令
形
の
機
能
領
域
の
相
違 

森 
 
 

英 

樹 

432 

五
〇 

(

一
一･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
究 
二
八 

 

移
動
方
向
動
詞
と
結
合
し
て
い
る
「
て
い
く
／
く
る
」
と 

韓 
 
 

京 

娥 
*** 

(

一
二･

三) 
｢e kata/ota｣ 

―
一
人
称
の
移
動
を
対
象
に
― 

 
 

九
州
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
究 

二
九 

 
二
つ
の
修
飾
要
素
を
含
む
名
詞
句
に
お
け
る
日
中
指
示
詞 

史 
 
 
 
 

糞 
*** 

(

一
二･

一
〇) 
の
対
照 

 
 

京
都
外
国
語
大
学 C

osm
ica 

41
 
(

一
二･

一) 

比
喩
表
現
に
つ
い
て(

一
三) 

―
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の
故 

小 

倉 

博 

史 

437 
 

事
・
諺
・
成
句
に
見
ら
れ
る
季
節
名
・
月
名
・
曜
日
名
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

よ
る
比
喩
表
現
を
中
心
と
し
て
― 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
五 

 

ロ
マ
ン
諸
語
に
お
け
る
語
の
有
縁
性
と
比
喩
表
現
に
つ
い 

小 

倉 

博 

史 

443 
(

一
〇･

七) 

て(

二) 

─
ロ
マ
ン
諸
語(

フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ル
ー
マ
ニ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語)

と
日
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語
の
故
事
、
諺
、
成
句
に
み
ら
れ
る
太
陽
・
月
・
星
に
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
比
喩
表
現
を
中
心
と
し
て
─ 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
六 

 

日
独
語
物
語
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
直
示D

eixis

の
対
照
研 

乙 

政 
 
 

潤 

451 
(

一
一･

一) 

究(

二) 
 

 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
八 

 

ロ
マ
ン
諸
語
に
お
け
る
語
の
有
縁
性
と
比
喩
表
現
に
つ
い 

小 

倉 

博 

史 

462 
(

一
二･

一) 

て(

三) 

─
ロ
マ
ン
諸
語(

フ
ラ
ン
ス
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ル
ー
マ
ニ
ア
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語)
と
日
本 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語
に
お
け
る
地
文
の
語
彙
に
よ
る
比
喩
表
現
を
中
心
と
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

て
― 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
八 

 

従
許
可
義
看
譲
字
句
与
〝
さ
せ
る
〟
句
之
間
的
差
別 

 
王 

 
 
 
 

鵬 

471 
(

一
二･

一) 
(

原
文
は
簡
体
字) 

 
 

京
都
外
国
語
大
学
研
究
論
叢 

七
九 

 

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
伝
達
上
の
価
値(

一) 

―
物
語
テ
ク
ス
ト 

乙 
政 

 
 

潤 

477 
(

一
二･

七) 

に
お
け
る
日
独
語
対
照
― 

 
 

言
語
と
交
流
研
究
会 

言
語
と
交
流 

一
五 

 

翻
訳
を
通
し
て
み
た
日
中
両
語
の
オ
ノ
マ
ト
ペ 

水 

野 

あ 
ゆ 

490 
(

一
二･

七) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

高
知
大
学
留
学
生
教
育 

六 
(

一
二･

三) 

多
義
語
「
打
」
の
諸
表
現
に
関
す
る
一
考
察 

―
日
中
両 

林 
 
 

翠 

芳 
497 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語
の
比
較
を
通
し
て
― 

 
 

神
戸
市
外
国
語
大
学
研
究
科
論
集 

一
四 

  

日
中
両
言
語
に
お
け
る
受
身
文
の
使
用
範
囲
の
差
異
と
そ 

古 

賀 

悠
太
郎 

505 
(

一
一･

一
一) 

の
原
因
に
つ
い
て 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

人
魚
構
文
と
名
詞
の
文
法
化 

角 

田 

太 

作 

512 

ビ
ュ
ー 

二 
(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

節
連
接
の
五
段
階 

角 

田 

太 

作 

517 

ビ
ュ
ー 

二 
(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
立
国
語
研
究
所 

国
語
研
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
レ 

述
語
構
造
の
意
味
範
疇
の
普
遍
性
と
多
様
性 

プ
ラ
シ
ャ
ン
ト
・ 

522 

ビ
ュ
ー 

二 
(

一
二･

六) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

パ
ル
デ
シ 

 

志
學
館
大
学
人
間
関
係
学
部
研
究
紀
要 

 
Tw

o C
ontinuous Periods: Event and Its B

earings  
K

en-ichiro 
 
 

526 

三
三-

一 
(

一
二･

一) 
on R

ecognition 
 
 

 
K

am
achi 

 

島
根
大
学
外
国
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

外
国
語
教 

中
日
否
定
極
性
副
詞
〝
并
〟
及
び
〝
決
し
て
〟
の
比
較 

王 
 
 
 
 

欣 

532 

育
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル 

六 
(

一
一･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

上
越
教
育
大
学
研
究
紀
要 

三
一 

(

一
二･

二) 
It is that

節
構
文
と
「
の(

だ)

」
構
文 

加 

藤 

雅 

啓 

542 
 

尚
絅
学
園
研
究
紀
要 

Ａ 

人
文
・
社
会
科
学 

感
情
表
出
動
詞
の
人
称
制
限
と
変
化
後
の
局
面
の
二
重
性 

畠 

山 

真 

一 
*** 

編 

六 
(

一
二･

三) 
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信
州
大
学
教
育
学
部
研
究
論
集 

五 
 

日
英
語
の
三
人
称
代
名
詞
の
比
較 

―
英
語
のhe

と
日
本 

小 

林 
 
 

傑 

547 
(

一
二･

三) 

語
の｢

彼｣
｢

自
分｣

お
よ
び
ゼ
ロ
代
名
詞
形
の
対
応
関
係 

田 

中 

江 

扶 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
つ
い
て
― 

 
 

中
国
四
国
教
育
学
会 
教
育
学
研
究
ジ
ャ
ー
ナ 

慰
め
行
動
の
中
日
比
較 

―
不
幸
に
あ
っ
た
相
手
に
と
る 

張 
 
 
 
 

琳 
*** 

ル 

一
〇 

(

一
二･

三) 

言
語
行
動
の
分
析
― 

 
 

筑
波
大
学
外
国
語
セ
ン
タ
ー 
外
国
語
教
育
論 

〝
柾
个
＋
人
名
〟
と
「
こ
の
＋
人
名
」
の
現
場
指
示
用
法 

池 

田 
 
 

晋 

553 

集 

三
四 

(

一
二･

三) 

に
つ
い
て 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
国
際
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー 

 

目
的
語
の
省
略
に
つ
い
て
の
日
仏
語
対
照
研
究 

秋 

廣 

尚 

恵 

562 

日
本
語
・
日
本
学
研
究 

二 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
京
外
国
語
大
学
国
際
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー 

 
否
定
関
連
現
象
か
ら
見
た
日
本
語
と
ス
ペ
イ
ン
語 

片 

岡 

喜
代
子 

572 

日
本
語
・
日
本
学
研
究 

二 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
文
学
会 

文
化 

七
五-

三
・
四 

 
L'Étude contrastive franco-japonaise sur la 

H
iroshi A

bé 
 

581 
(

一
二･

三) 

《désirabilité
》 

 
 

東
北
大
学
文
学
部
国
文
学
研
究
室
内
日
本
文
芸 

根
拠
に
よ
る
推
論
形
式
に
お
け
る
日
中
対
照
研
究 

 

李 
 
 

光 

赫 

592 

研
究
会 

文
芸
研
究
―
文
芸
・
言
語
・
思
想
― 

―
ナ
ラ
Ⅰ
と
〝(
既
然
／
如
果)

ｐ
、
那
瓜
ｑ
〟
― 

 
 

一
七
二 

(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
言
語
科
学
専
攻 

人
間
関
係
に
よ
る
意
識
と
言
語
・
非
言
語
行
動
の
違
い 

 

李 
 
 

在 

濬 

597 
 

言
語
科
学
論
集 

一
六 

(

一
二･

一
二) 

―
日
韓
大
学
生
の
感
謝
と
挨
拶
程
度
の
場
面
に
対
す
る
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

動
を
中
心
に
― 

 
 

東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所 

ア
ジ
ア
文
化 

｢

餅｣

と
〝
在
〟 

―
日
中
対
照
― 

続 
 
 

三 

義 

603 

研
究
所
研
究
年
報 

四
六 

(

一
二･

二) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

獨
協
大
学
国
際
教
養
学
部 

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ 

名
詞
句
の
サ
ブ
ク
ラ
ス
解
釈
に
つ
い
て 

―
ス
ペ
イ
ン
語 

二 

宮 
 
 

哲 

610 

ウ
ェ
ル
サ
リ
ス 

一
三-

一 
(

一
二･

一) 

複
数
形
態
素
と
い
く
つ
か
の
言
語
の
複
数
の
表
出
を
観
察 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
― 

 
 

名
古
屋
大
学
大
学
院 

言
語
文
化
論
集 

 

日
本
人
韓
国
語
学
習
者
の
た
め
の
類
義
語
分
析 

 
李 

 
 

澤 

熊 

615 

三
四-

一 
(

一
二･

一
〇) 

―｢

안(an
)｣

と｢

속(sok
)｣

― 
 

 

名
古
屋
大
学
大
学
院 

国
際
開
発
研
究
フ
ォ
ー 

ポ
ラ
イ
ト
ネ
ス
・
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
に
反
映
さ
れ
た
社
会
文 

伊 
藤 

恵
美
子 

623 

ラ
ム 

四
一 

(

一
二･

三) 

化
的
規
範 

―
タ
イ
語
・
ジ
ャ
ワ
語
・
日
本
語
の
断
ら
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

い
表
現
に
焦
点
を
当
て
て
― 

 
 

名
古
屋
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
紀
要 

四
〇 

U
nité syntaxique du français et unité  

Y
uki T

A
K

E
I 

 

630 
(

一
一･

二) 
m

orphologique du japonais dans le syntagm
e 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

appelé prépositionnel 
 

 

日
本
学
生
支
援
機
構 

日
本
語
教
育
セ
ン
タ
ー 

動
作
動
詞
の
日
中
対
照
研
究｢

は
ぐ｣

・｢

は
が
す｣

と｢

挙｣ 

水 

落 

い
づ
み 
644 

紀
要 

八 
(

一
二･

七) 
 

 
 

日
本
言
語
文
化
研
究
会 

日
本
言
語
文
化
研
究 

中
国
語
の
〝
曖
昧
〟
と
日
本
語
の｢

曖
昧｣

の
違
い
に
つ
い 

王 
 
 

志 

英 

654 
 

一
六 

(

一
二･

七) 

て 

―
小
学
館
日
中
・
中
日
辞
典
第
二
版
を
参
考
に
― 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
五 

ウ
チ
・
ソ
ト
意
識
と
ウ
リ
・
ナ
ム
意
識 

横 

山 

由 

香 

660 
(

一
一･

一) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
六 

Ｊ
Ｃ
Ｌ
と
Ｃ
Ｎ
Ｓ
の
比
較
を
通
し
て
知
る
日
中
語
の
「
会 

鄭 
 
 

智 

惠 

665 
(

一
一･

三) 

話
進
行
的
機
能
」 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
六 

日
本
語
と
中
国
語
に
お
け
る
「
商
売
」
に
関
す
る
諺
の
対 

銭 
 
 
 
 

清 

669 
(

一
一･

三) 

照
比
較
研
究
二 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
八 

診
療
終
了
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
日
米
比
較 

大 

瀧 

祥 

子 

674 
(

一
一･

九) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

九
九 

日
韓
リ
メ
イ
ク
ド
ラ
マ
に
お
け
る
依
頼
行
動
の
比
較 

澤 

田 

浩 

之 

681 
(

一
一･

一
一) 

―
白
い
巨
塔
を
中
心
に
― 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

日
本
語
の
接
尾
辞｢

的｣

に
つ
い
て 

―
中
国
語
の｢

的｣ 

王 
 
 
 
 

娟 
*** 

一
〇
〇 

(

一
二･

一) 

と
の
関
係
― 

 
 

日
本
比
較
文
化
学
会 

比
較
文
化
研
究 

 

中
国
語
に
お
け
る
待
遇
表
現
に
つ
い
て
の
一
考
察 

 

讒 
 
 

文 

柱 

687 

一
〇
一 

(

一
二･

三) 

―
日
本
語
と
の
比
較
を
中
心
に
― 
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東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

出
会
い
の
あ
い
さ
つ
言
語
行
動
の
対
照
研
究
再
考 

劉 
 
 

静 

慧 

696 

一
五 

(

一
二･
三) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

東
ア
ジ
ア
日
本
語
教
育
・
日
本
文
化
研
究 

 

日
本
語
の
リ
ズ
ム
に
関
す
る
一
考
察 

―
日
中
対
照
と
い 

宋 
 
 

協 

毅 

706 

一
五 

(

一
二･

三) 

う
視
点
か
ら
― 

 
 

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会 
国
文
学
攷 

 
｢

目
的
語
残
存
受
身
文｣

に
お
け
る
目
的
語
残
存
の
条
件
に 

于 
 
 
 
 

康 

713 

二
一
四 

(

一
二･

六) 

つ
い
て 

―
中
国
語
と
の
対
照
と
い
う
視
点
か
ら
― 

 
 

広
島
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
紀
要 

一 
 

日
中
の｢

酒｣

に
関
す
る
諺
に
見
る
取
り
合
わ
せ
語
句
の
対 

王 
 
 
 
 

雪 

720 
(

一
一･

三) 

照
比
較
考
察 

浮 

田 

三 

郎 
 

広
島
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
紀
要 

二 
 

日
本
語
の
「
～
ニ
ス
ル
」
と
朝
鮮
語
のʽ-lo hataʼ

に
つ
い 

深 

見 

兼 

孝 

728 
(

一
二･

三) 
て 

 
 

広
島
大
学
留
学
生
教
育 

一
五 

(

一
一･

三) 

日
中
の
「
茶
」
に
関
す
る
諺
に
見
る
取
り
合
わ
せ
語
句
の 

王 
 
 
 
 

雪 

733 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対
照
比
較
考
察 

浮 

田 

三 

郎 
 

広
島
大
学
大
学
院 

国
際
協
力
研
究
誌 

 

中
国
語
の
介
詞
〝
向
〟
と
日
本
語
の
複
合
格
助
詞
「
～
に 

裴 
 
 
 
 

麗 

740 

一
八-

三 
(

一
二･

三) 

向
か
っ
て
」、「
～
に
向
け
て
」 

 
 

福
井
大
学
教
育
地
域
科
学
部
紀
要 

一 
  

日
英
多
義
語
の
認
知
意
味
論
的
分
析
：「
ム
シ
」
と“bug” 

皆 

島 
 
 

博 

746 
(

一
一･

一) 
 

 
 

藤
女
子
大
学
国
文
学
雑
誌 

八
五 

 

日
韓
に
お
け
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
運
用
の
諸
相 

阿 

部 

友
加
里 

754 
(

一
一･

一
一) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
論
集 

 

イ
タ
リ
ア
語
と
日
本
語
の
複
文
に
お
け
る
時
制
に
つ
い
て 

チ
ェ
ス
パ
・ 

763 

一
二 

(

一
二･

一
二) 

 
 
 

マ
リ
ア
ン
ナ 

 

明
海
大
学
大
学
院
応
用
言
語
学
研
究
科
紀
要 

 

日
英
語
の
談
話
の
展
開
の
分
析 

―
条
件
表
現
を
中
心
に 

水 

谷 

信 

子 

773 

応
用
言
語
学
研
究 

一
四 

(

一
二･

三) 

― 
 

 

明
治
学
院
大
学
英
米
文
学
・
英
語
学
論
叢 

 

英
語
と
日
本
語
に
お
け
る
発
話
行
為
連
鎖
構
成 

―
相
互 

生 

田 

少 

子 

780 

一
二
六 

(

一
一･

二) 

行
為
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
日
英
語
比
較
― 

 
 

明
治
学
院
大
学
教
養
教
育
セ
ン
タ
ー
紀
要 

カ 

相
づ
ち
と
発
話
権
の
交
替
に
関
す
る
中
日
対
照
研
究 
楊 

 
 
 
 

晶 

789 

ル
チ
ュ
ー
ル 

六-

一 
(

一
二･

三) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

安
田
女
子
大
学
紀
要 

三
九 

(

一
一･

二) 

シ
ン
ハ
ラ
語
補
助
動
詞w

a gannaw
a

の
前
項
動
詞 

 

宮 

岸 
哲 

也 

796 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―
日
本
語
補
助
動
詞
テ
モ
ラ
ウ
と
の
比
較
を
通
し
て
― 

 
 

安
田
女
子
大
学
日
本
文
学
会 

国
語
国
文
論
集 

授
与
補
助
動
詞
構
文
の
文
法
化
に
つ
い
て 

―
日
本
語
～ 

宮 

岸 

哲 

也 

803 
 

四
一 

(

一
一･

一) 

て
あ
げ
る
／
く
れ
る
・
韓
国
語-a/e cw

uta

・
シ
ン
ハ
ラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

語-la denaw
a

を
例
に
し
て
― 

 
 

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー 

ポ
リ 

A
 C

ontrastive A
nalysis of the R

eduplication  
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